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報告ਏ຺ 

 َ৽ੋ・ଃ৆・社会৳障ઽ੍・労働೽ஔংছン५ُਫ਼ୈ৖会मؚWORK ! DIVERSITY উ

ট४ख़ॡトにउःथؚ਌とखथ定量的なীෲ・ਫ਼ୈを૿ਊखथःる؛఻৬的にमؚ働きづら

さを抱えथःる者がनोटऐउりؚजअखた方رを੍ରघることद৽ੋ・ଃ৆・社会৳障・

労働৘ৃにनのよअなॖンঃॡトがँるऊを৥らऊにघることを৯的とखथःる؛  

 2019 年২にउःथमؚ働きづらさを抱えるযرの総数の把握に౑ीるとともにؚ2020

年২にৰ施घる੒定のঔॹルহ業と৴৿खた就労੍ରのॖンঃॡトの把握方১にणःथの

ਫ਼ୈをষढた؛ 

 ୦らऊの働きづらさを抱えथःる૭能性のँるযرの総数を定量的に把握घる方১とख

थमَؚ 労働ৡ調ਪُなनऊら働きづらさを抱えथःると考えらोる者を一括計上घる方১

と個別のര性ओとに各ர調ਪॹータऊら積上げ計઴घる方১がँる؛働きづらさを抱えた

者を未活用য౫とःअことद一括खथ計上घるとजの総数म৺ 400 ਐযदँる؛一方ؚ働

きづらさを抱えた者を把握घるとःअະ旨によりిखた方১とखथؚ各ரの働きづらさの

ര性の者を積上げ計઴घると েؚਓ年ೡযઠ(उउिब にउःथ働きづらさを抱(64ୃع20

えた者म৺ 1520ਐযとৄ੢ऽोる؛このরにमਠ૔働ःथःる者もஅऽोथःるのद जؚ

ोを௾ःた૮業者म৺ 520 ਐযؚさらにजのअठ就労ൌ஦がँる者なन就労੍ରによढथ

就労増が期待さोるのम৺ 270ਐযと推計さोる؛ 

 なउ こؚの౎ ਠؚ૔就労खथःるものの जؚの੅थる能ৡをેীに৅มघることがदきथ

ःなः者ؚਠ૔就労ൌ஦を੅ढथःなऎथもアक़トリーॳによる੍ରृ働ऎ୭୆の整૟が

ষॎोることद就業ൌ஦にૡगる者等もःると考えらोるが जؚोにणःथम ০ؚ৚म推計

をखथःなः؛ 

 ৽ੋ・ଃ৆・社会৳障・労働৘ৃषのॖンঃॡトの把握にणःथमؚ就労੍ରの஍果がؚ

৽ੋ・社会৳障・ଃ৆等に୶஭を఺ऻघ୶஭にणःथؚ考え方を整৶खた؛ 

1. 働ऌतैऔ್॑इञ঻भ৒୤པ඼((঳ฐੑ঱্ૄ))  

1.1. ঳ฐੑ঱্ૄध଻શ஋঱্ૄ 

 ঩本मघदにযઠ੖૘ଂએに఍োखथउりؚ労働ৡযઠの੖૘がৄ੢ऽोथःる؛ 

 जの一方दؚ働ऎ意ඟと能ৡをથखながら૑ङखもजोを活ऊघことがदきなःदःる

যرも੗ः؛このたीؚ৆ਿमَ੓性が຤ऎ社会ؚउ年ఞりも若者もؚ障害ृ難病のँる方
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もؚၴもがেきがःを感गらोるِ一੏総活ඩ社会ُّ 1を৯੐घと਀৥खथःる؛ 

 ੓性 高ؚೡ者にणःथम総務੄َ 労働ৡ調ਪ なُनをमगी ௹ؚ୕なॹータが存૔घるがؚ

जの౎にणःथम৖ী的・૵ൺ的なॹータにとनऽढथःる؛本৖会दमजの౎の৖ীにण

ःथؚदきるऊऍりෆ括的に把握घるよअ૥ाた؛ 

 働きづらさを抱えた者の定量把握にँたढथमؚপきऎ 2 णのু১がँるَ؛ বિ調ਪُ

ृَ 労働ৡ調ਪ なُनযઠ৸৬にৌघるෆ括的調ਪऊら把握घる方১(َ 一括計上方式 )ُとؚ

働きづらさのਉ౤・ୖ਻別に個رの調ਪृষ৆ॹータऊら把握दきるয数を積上げる方১

(َ個別積上げ方式ُ)दँる؛ 

 本৖会दमؚ一括計上方式と個別積上げ方式の૏એऊらம੺を૥ाた؛ 

 जの఻৬的な方১఺ल結果をৄる৐にؚ૏方式の્ඉ・ୖ਻にणःथऽङન認घる؛ 

 一括計上方式のৃ়म ঐؚॡটのଁ計दँるযઠ 就ؚ業者 ౥ؚ৸ଷ業者等の数கと整়的

दँり ਦؚ౅性も高ऎ ఏؚ本ෙ୷等も৥નに推定さोथउり 調ؚਪのସとखथमశଞに高ः؛

जの一方दؚযرのര性とखथ性ؚ年ೡؚ৉ୠ等の基本ര性खऊ把握खथःなः؛खたがढ

थؚँ るযが働ऐथःなःৃ়に जؚोがनのよअな要౤なのऊを把握घることम൑難दँ

る؛ 

 個別積上げ方式म 働ؚきづらさを抱える要౤を੒ी્定ख जؚのര性の者の総数を積上げ

थ把握खथःऎ方১दँる؛ 

 個別積上げ方式のऺअがَؚ 働きづらさを抱えた者ُの定量把握とखथमະ旨にऊなढथ

ःると੉えるがؚこの方式にもਰৣのৢりୖ਻がँる؛ 

1) 働きづらさのタॖউओとに౮なる調ਪॹータؚষ৆ॹータをઞ用घるたीؚ調ਪ年ؚৌ

଴෇೧ؚ方১ؚᄄ২ؚಖ২等調ਪの設計ृૐ計方১がংছংছदँる؛調ਪによढथम

ಖ২等が༄るものもઞॎकるを੭なः؛ऽたؚ労働ৡ調ਪなनのଁ計ृजの౎の調ਪな

नとੌा়ॎचることदखऊ推計दきなःৃ়もँる؛ 

2) ਬきこもりदニートदँるなन 複ؚ数の要౤を抱えथःるৃ়にॲブルढ़क़ントとなりؚ

ૌপ推計となるउजोがँる؛ 

3) 働きづらさを抱えながらも就労खथःる者も੗ऎ ऽؚた૮業の者のघसथが就労をൌ஦

खथःるॎऐदमなः؛ 

4) 調ਪによढथम൐年の৅ে੯数(フটー)のॹータखऊえらोङؚ一ৎਡにउऐる५トॵ

ॡঋー५のॹータが੭らोにऎःものがँる؛ 

                                          
1 ਸ਼ 195৚ব会にउऐる਍೅৔ద総৶প෦所ਦ਀৥౰ହ(2017年 11া 17঩) 

http://www.kantei.go.jp/jp/98_abe/statement2/20171117shoshinhyomei.html 
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 本৖会दम こؚोらのਖ਻にणःथदきる଒りのৌૢをষढたがؚୖ ਻を౥৸にੰ଎दき

たものदमなः؛ 

 このよअに一括計上方式と個別積上げ方式の૏એऊらம੺を૥ाたがؚ本হ業のਖ਻意

௙を考えोय不౥৸ながら個別積上げ方式の方がిਊदँると考える؛ 

1.2. ౞ણ৷労働(঳ฐੑ঱্ૄ) 

 一括計上方式द労働の૾ଙを把握घるにम 総ؚ務੄がষढथःるَ 労働ৡ調ਪَُؚ বિ調

ਪَُؚ 就業ଡୗ基本調ਪ なُनの基本的なଁ計をਹ用घることが考えらोるが 本ؚ৖会にउ

ःथम൐年のॹータが把握૭能दँることなनऊらَ労働ৡ調ਪُद把握を૥ाる؛ 

 َ労働ৡ調ਪُदमؚ就業૾ଙにणःथপきऎَ就業者َُ ౥৸ଷ業者َُ శ労働ৡযઠُ

の 3णにীऐथ把握खथःる؛ 

 就業者मਠにலহを੅ढथःるものदँりؚశ労働ৡযઠमலহを੅ढथःなः者のअ

ठ౥৸ଷ業者ਰਗの者दँる؛ 

 ౥৸ଷ業者म૮業द੷職রのものदँるが఻৬的にमਰৣの要੯を௥たघものとなる؛ 

� லহがなऎथ調ਪౝ৑রに૘खもலহをखなऊढたق就業者दमなः؛ك؛ 

� லহがँोयघए就ऎことがदきる؛ 

� 調ਪౝ৑রに லؚহをർघ活৿ृহ業を઩ीる૆૟をखथःたقૌுの੷職活৿の

結果を待ढथःるৃ়をஅि؛ك؛ 

 基本的にमؚ౥৸ଷ業者मઉ੺ 1 ౝ৑にउःथ੷職活৿をষःऽたम結果を待ढथःる

者द घؚएにலহに就ऐる者となढथःる؛こोम就労യਤ等の௴ਡऊらमृृ໭ःとも考

えらोる؛ 

 2013 年 10 াؚۄہھ਌ಈのਸ਼ 19 ৚ব੠労働ଁ計ੇ会৮にउःथؚ৽ੋがਹ用૭能

なয的ৱ౺をनのங২活用खथःるऊ 別ؚの੉ः方をघると ৽ؚੋがযઠをਈপの૭能性ऽ

द౻用घる機会をनのங২ଖえथःるऊؚにणःथ௬੼घるたीの未活用労働قLabour 

underutilizationكにঢ়घる੐ఏの設定をஅिؚৗたなৠ৮قலহؚ就業఺ल未活用労働の

ଁ計にঢ়घるৠ৮ك؛が఼උさोた؛ 

こोを౷ऽえؚ঩本にउःथも 2018 年ڭাऊら労働ৡ調ਪの調ਪহඨが૗ಌさोؚ未

活用労働にঢ়घる੐ఏを੿ਛखथؚ஛઄期ओとにถ಍ૐ計の結果とखथਁ਀さोथःる ؛2

こठらの方が就労੍ରとःअ௴ਡऊらमిજदँौअと考える؛ 

َ未活用労働ُम఻৬的にमਰৣの 3णの就業૾ଙの者をさघ؛ 

                                          
2 総務੄َ未活用労働੐ఏのੰହُ https://www.stat.go.jp/data/roudou/pdf/mikatuyok.pdf 
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 ୯加就労ൌ஦就業者 

 ଷ業者 

 ཎ૔労働ৡযઠ 

َ୯加就労ൌ஦就業者 मُ ಢؚৎ৑就業者のअठもढとশःৎ৑働きたः者ृ ০ؚのலহ

に加えथৗたに別のலহを増ृखたः者のよअにؚ০よりも੗ऎのৎ৑働ऎことをൌ஦घ

る者をःअ؛఻৬的にम次の 4णの要੯を௥たघ者となる؛ 

� 就業者दँる 

� 35 ৎ৑未௥の就業ৎ৑दँる 

� 就業ৎ৑の୯加をൌ஦खथःる 

� 就業ৎ৑の୯加がदきる 

 َଷ業者ُमؚਠ૔就業खथउらङؚڭऊাਰ৔にலহをർखथःथؚலহがँोयघ 

एலহに就ऎことがदきる者をःअ؛఻৬的にमਰৣのگणの要੯を௥たघ者दँるَ؛ ౥

৸ଷ業者ُの定ଝにउऐる੷職活৿期৑َڭౝ৑ਰ৔ُをَڭऊাਰ৔ُにఁ୑खた者とな

る؛ 

� 就業खथःなः 

 ऊাਰ৔に੷職活৿をষढथःるڭ �

� घएに就業दきる 

َཎ૔労働ৡযઠ मُ శؚ労働ৡযઠのअठ லؚহをർखथःるもののघएにम働ऎこと

がदきなः者ृ 働ؚきたःऐोनもலহをർखथःなः者とःढた ཎؚ૔的に就業घること

が૭能な者をःअ؛ଷ業者の要੯म௥たさなःがؚଷ業者に੺ः૾ଙの者となる؛ 

఻৬的にम次の要੯を௥たघَఁ୑੷職者ُऽたमَ就業૭能శ੷職者ُのःङोऊにჾ

ਊघる者दँる؛ 

ْఁ୑੷職者ٓ 

� 就業खथःなः 

 ऊাਰ৔に੷職活৿をষढथःるڭ �

� घएदमなःがؚڮౝ৑ਰ৔に就業दきる 

ْ就業૭能శ੷職者ٓ 

� 就業खथःなः 

 ऊাਰ৔に੷職活৿をষढथःなःڭ �

� 就業をൌ஦खथःる 

� घएに就業दきる 
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 ୯加就労ൌ஦就業者 

 ଷ業者 

 ཎ૔労働ৡযઠ 

َ୯加就労ൌ஦就業者 मُ ಢؚৎ৑就業者のअठもढとশःৎ৑働きたः者ृ ০ؚのலহ

に加えथৗたに別のலহを増ृखたः者のよअにؚ০よりも੗ऎのৎ৑働ऎことをൌ஦घ

る者をःअ؛఻৬的にम次の 4णの要੯を௥たघ者となる؛ 

� 就業者दँる 

� 35 ৎ৑未௥の就業ৎ৑दँる 

� 就業ৎ৑の୯加をൌ஦खथःる 

� 就業ৎ৑の୯加がदきる 

 َଷ業者ُमؚਠ૔就業खथउらङؚڭऊাਰ৔にலহをർखथःथؚலহがँोयघ 

एலহに就ऎことがदきる者をःअ؛఻৬的にमਰৣのگणの要੯を௥たघ者दँるَ؛ ౥

৸ଷ業者ُの定ଝにउऐる੷職活৿期৑َڭౝ৑ਰ৔ُをَڭऊাਰ৔ُにఁ୑खた者とな

る؛ 

� 就業खथःなः 

 ऊাਰ৔に੷職活৿をষढथःるڭ �

� घएに就業दきる 

َཎ૔労働ৡযઠ मُ శؚ労働ৡযઠのअठ லؚহをർखथःるもののघएにम働ऎこと

がदきなः者ृ 働ؚきたःऐोनもலহをർखथःなः者とःढた ཎؚ૔的に就業घること

が૭能な者をःअ؛ଷ業者の要੯म௥たさなःがؚଷ業者に੺ः૾ଙの者となる؛ 

఻৬的にम次の要੯を௥たघَఁ୑੷職者ُऽたमَ就業૭能శ੷職者ُのःङोऊにჾ

ਊघる者दँる؛ 

ْఁ୑੷職者ٓ 

� 就業खथःなः 

 ऊাਰ৔に੷職活৿をষढथःるڭ �

� घएदमなःがؚڮౝ৑ਰ৔に就業दきる 

ْ就業૭能శ੷職者ٓ 

� 就業खथःなः 

 ऊাਰ৔に੷職活৿をষढथःなःڭ �

� 就業をൌ஦खथःる 

� घएに就業दきる 
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1.3. ঳ฐੑ঱্ૄपेॊ౞ણ৷労働ਯ 

 َ労働ৡ調ਪ(ถ಍ૐ計)ُによると 2018 年の未活用労働म 404 ਐযदँりؚजのअठ

64ୃਰৣが 356ਐযとなढथःる؛(਀ 1) 

 64 ୃਰৣの未活用労働のअठ੬性が 142 ਐযؚ੓性が 215 ਐযと੓性の方が੗ऎなढ

थःる؛ 

 未活用労働のअठ૮業の者(ଷ業者ؚཎ૔労働ৡযઠ)म 64 ୃਰৣदৄると 193 ਐযと

なる؛੬੓別にम੬性が 100ਐযؚ੓性が 94ਐযとᢴಿखた数கとなढथःる  ؛3

 

਀ 1 ౞ણ৷労働ৡ(2018年) 
年齢計 64歳ਰৣ 1�〜24歳 2�〜�4歳 ��〜44歳 4�〜�4歳 ��〜64歳 6�歳ਰ঱

੬੓計 404        356        61          70          83          82          60          48          
੬ਙ 171        142        31          30          27          27          27          30          
੓ਙ 234        215        30          40          57          56          32          18          

(岰峋૮঵)
੬੓計 221        193        33          45          42          40          34          28          
੬ਙ 118        100        18          24          21          19          18          19          
੓ਙ 104        94          15          21          22          22          14          9           

ৱમলਚ岜੕ਜ੄岣ௌ௮ৡ৹ਪ岤(ถ಍ૐ計)
岜岜(ି)岜岜૮঵峙岝ଷ঵者岴峲峝ཎ૔ௌ௮ৡযઠ  
 

2. 働ऌतैऔ್॑इञ঻भ৒୤པ඼((଻શ஋঱ऑ্ૄ))  

2.1. ଻શ஋঱ऑ্ૄभ੦ম৓ऩઅइ্ 

 個別積上げ方式म 働ؚきづらさを抱える要౤を੒ी્定ख जؚのര性にരघる者の総数を

把握ख जؚोを積上げथःऎ方১दँる؛本৖会にउःथमਰৣにჾਊघるものをَ 働きづ

らさを抱えるものُとखथ定量把握を૥ाた4؛ 

                                          
3 未活用労働ৡのअठ૮業म୦らऊの就業ൌ஦がँるものदँるのदؚ৏஽घる個別積上げ方式のَ就業

増加期待数ُと੺ः໪୛दँるがؚजोより੷職活৿等の要੯がడखः؛ 
4 このরにमؚ障害者ृ難病患者のよअに஘رな൑難性のもともとのَ要౤ُともःअसきものとؚニー

トृ঍ー঒ঞ५のよअに働きづらさの結果とखथのَ૾ଙُともःअसきものが೴૔खथःる؛खऊखな

がらؚこोらम੗ীにৼৌ的なものदँりؚニートؚ঍ー঒ঞ५のよअなَ૾ଙُにँることが働きづら

さのَ要౤ُとなढथःることもँる؛खたがढथؚここदम஘رなものが೴૔खथःることを೏意घる

のाにघる؛ 

２ 

働
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
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の
定
量
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（
個
別
積
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げ
方
式
）
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障害者 

難病患者 

糖尿病患者 

がん患者 

HIV感染者・AIDS患者 

高次脳機能障害者 

若年性認知症 

ギャンブル依存症 

薬物ઞ用者 

アルコール依存症 

LGBT等 

社会的養護施設退所者 

刑務所出所者等 

ニート 

不本意フリーター 

就職氷河期世代 

ઁଝਬきこもり 

঍ー঒ঞ५ 

ॿॵトढ़フख़難ড় 

།൑ಟ৕/೯৕ੇ൦ 

ে活৳護ਭஔ者 

 ؛69ୃのَ高ೡ者ُにणःथも૞考கとखथ推計खたع65 

 個別積上げ方式म 1ؚ.1द੐తखたৢり 1ؚ)ॹータがयらयらदँること 2ؚ)ॲブルढ़क़

ントがँりअることؚ3)லহをखथःる者がৼਊ数அऽोることؚ4)൐年の৅ে量(フটー

ॹータ)खऊ੭らोなः者がँることؚなनのਖ਻がँる؛ 

 このたी本৖会दमؚਰৣの方ଉにజःؚୖ਻षのৌૢに౑ीた؛ 

1) ॹータにणःथम 2018年ঋー५とख जؚोが੭らोなःৃ়にमदきる଒りਈৗのॹ

ータを用ःることとखた؛年ೡにणःथम  ؛64ୃを基本とखたع20

2) 重複がপきःと考えらोるニートと౎のタॖউ఺ल障害者と難病患者等 েؚ活৳護ਭஔ

者と།൑ಟ৕・೯৕世ఝにणःथम重複調整をষढた؛जの౎にणःथもॲブルढ़क़ン

トの૭能性मँるがؚ୶஭म৵さःとৄथ調整をষढथःなः؛ 

3) 働きづらさを抱えた者の総数の推定にਊたり ਊؚჾ要౤を੅ण者のযઠ総数を推定खた

２ 

働
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
者
の
定
量
把
握
（
個
別
積
上
げ
方
式
）
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障害者 

難病患者 

糖尿病患者 

がん患者 

HIV感染者・AIDS患者 

高次脳機能障害者 

若年性認知症 

ギャンブル依存症 

薬物ઞ用者 

アルコール依存症 

LGBT等 

社会的養護施設退所者 

刑務所出所者等 

ニート 

不本意フリーター 

就職氷河期世代 

ઁଝਬきこもり 

঍ー঒ঞ५ 

ॿॵトढ़フख़難ড় 

།൑ಟ৕/೯৕ੇ൦ 

ে活৳護ਭஔ者 

 ؛69ୃのَ高ೡ者ُにणःथも૞考கとखथ推計खたع65 

 個別積上げ方式म 1ؚ.1द੐తखたৢり 1ؚ)ॹータがयらयらदँること 2ؚ)ॲブルढ़क़

ントがँりअることؚ3)லহをखथःる者がৼਊ数அऽोることؚ4)൐年の৅ে量(フটー

ॹータ)खऊ੭らोなः者がँることؚなनのਖ਻がँる؛ 

 このたी本৖会दमؚਰৣの方ଉにజःؚୖ਻षのৌૢに౑ीた؛ 

1) ॹータにणःथम 2018年ঋー५とख जؚोが੭らोなःৃ়にमदきる଒りਈৗのॹ

ータを用ःることとखた؛年ೡにणःथम  ؛64ୃを基本とखたع20

2) 重複がপきःと考えらोるニートと౎のタॖউ఺ल障害者と難病患者等 েؚ活৳護ਭஔ

者と།൑ಟ৕・೯৕世ఝにणःथम重複調整をষढた؛जの౎にणःथもॲブルढ़क़ン

トの૭能性मँるがؚ୶஭म৵さःとৄथ調整をষढथःなः؛ 

3) 働きづらさを抱えた者の総数の推定にਊたり ਊؚჾ要౤を੅ण者のযઠ総数を推定खた
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上दؚजのअठலহをखथःなः者(૮業者)とؚ૮業者のअठ就労ൌ஦がँるなनによ

り就労੍ରがষॎोोय就労増加が期待さोる者(就業増加期待数 5)をजोझो推計ख

た؛ 

4) フটーॹータखऊ੭らोなःものにणःथम 年ؚೡृଈಝ૨等をྠ੧खथ 2018年にउ

ऐる५トॵॡঋー५(2064ୃع)の総数を推定खた؛ 

 このよअにदきる଒りの調整मষढたがୖ਻を౥৸にੰ଎खたものदमなःことにम೏

意が૑要दँる؛୻えय ౮ؚなる調ਪのಲऍமऍदँることऊら 1ؚ)のਖ਻ਡम௷本的にम

ੰ଎दきथःなः؛ 

2.2. ಺঵ੜਸ਋ୄਯ 

 働きづらさを抱えた者を積上げ計઴घるৃ়ؚ੪となるॹータम総数をંघものदँりؚ

जのরにम૮業の者टऐदなऎؚ働ःथःるものもஅऽोる؛ 

 ऽた ૮ؚ業の者のघसथが働ऎことを஦んदःるॎऐदमなः؛౥৸ଷ業者ऺनడતな定

ଝम૑要なःにखथも 就ؚ労യਤとःअ௴ਡऊらम੍ؚ ରをघることद就労に結लહऎ૭能

性がँる者がनोऎらःःるऊの把握が重要दँる؛ 

 このたी 本ؚ৖会दम就労੍ରのৌ଴となりअるものを把握घるとःअ௴ਡऊら ਰؚৣに

よりَ就業増加期待数ُを推計खた؛ 

A) ૮業の就労ൌ஦者数が把握ྼम推計૭能なৃ়मؚजの数をَ就業増加期待数ُ

とघる؛ 

B) 就労ൌ஦の把握・推計が൑難なৃ়म 各ؚథ஑の性・年ೡ別総数にَ 労働ৡ調ਪُ

の性・年ೡ別就業૨をଭगる方১ؚऽたमजの౎の方১により期待就業者数を੷

ीؚਊჾ期待就業者数と各థ஑のৰ੠の就業者数の୷をَ就業増加期待数ُとघ

る؛ 

 Bのৃ়म যؚઠの਴಑的なऽたमँるसき就業ൊ਱と 働ؚきづらさを抱えた者の就業ൊ

਱との୷を 社ؚ会的なংリアによるものと考え 就ؚ労੍ରによりඇीらोる૭能性のँる数

とाなखたことになる؛ 

 ০৚の推計द Aの方১によढたものमؚ障害者ؚ難病患者ؚHIV感染者・AIDS患者ؚニ

ートؚ就職氷河期世代ؚઁଝਬきこもりؚ঍ー঒ঞ५ؚॿॵトढ़フख़難ড়दँる؛ 

 Bの方১によढたのमؚ糖尿病患者ؚがん患者ؚ高次脳機能障害者ؚ若年性認知症ؚ刑務

所出所者等ؚ།൑ಟ৕・೯৕ੇ൦ؚে活৳護ਭஔ者दँる؛ 

                                          
5 2.2を૞ස؛ 

２ 

働
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
者
の
定
量
把
握
（
個
別
積
上
げ
方
式
）
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このَ就業増加期待数ُमؚ働きづらさを抱えؚ就労੍ରが૑要な者ؚघなॎठ০ಹのঔ

ॹルহ業のৌ଴となりअる者の数にஅऽोる؛ 

 खऊखながらؚਠ૔働ःथःる者のরにもؚजの者の本ਟの能ৡृ就労意ඟを考えोयؚ

ેীに働ऐथउらङ ଩ؚः労働૖੯にとनऽढथःる者も੗ः؛ऽた ਠؚ૔就労ൌ஦を੅ढ

थःなऎथもؚアक़トリーॳによる੍ରृ働ऎ୭୆の整૟がষॎोることद就業ൌ஦にૡ

गる者も੗ःと考えらोる؛本ਟ こؚअखたয数にणःथも把握घることが৶୳的दँるがؚ

ॹータの਑৺द把握が൑難दँढたことऊらؚ০৚म推計をষढथःなः  ؛6

 よढथ 働ؚきづらさを抱えथःる者 ঔؚॹルহ業のৌ଴となりअる者の総数म こؚの就業

増加期待数よりも੗ऎなることに೏意घる૑要がँる؛ 

 なउ ਰؚৣのథ஑にঢ়खथम就業৿਱にঢ়घるॹータが੭らोなऊढたたी ૮ؚ業者数఺

ल就業増加期待数にঢ়घる推計をষढथःなः؛ 

ギャンブル依存症 

薬物ઞ用者 

アルコール依存症 

LGBT等 

社会的養護施設退所者 

2.3. ੎ള৹ତ 

 ੔にৄたよअに個別積上げ方式दम複数の就労൑難要౤を੅णものがॲブルढ़क़ントさ

ोる؛このたीؚ本৖会दमニートと౎のథ஑ؚ障害者と౎のథ஑ؚে活৳護ਭஔ者と།൑

ಟ৕・೯৕世ఝにणःथ重複調整をষढた؛఻৬的な調整方১にणःथम 3.23を૞ස؛ 

2.4. ௓ੑ੥ટ(੕ฐ) 

 個別積上げ方式による推計結果म਀ 2のとउりदँる؛ 

 ୦らऊの働きづらさを抱えथःる者の総数म৺ 1520 ਐযと推計घる؛このअठ૮職の

者が৺ 520ਐযؚ就業ఁপが期待दきる数म৺ 270ਐযとःअ結果となढた؛ 

 総数दৄたৃ়ؚਈも੗ःథ஑म障害者द৺ 400ਐযؚ次ःद LGBT等ؚ薬物ઞ用者ؚ

糖尿病患者ؚ就職氷河期世代となढथःる؛ 

                                          
6 ୻えय一括計上方式दৄた୯加就労ൌ஦者मؚ就業増加期待数にஅऽोなः؛なउؚニートと就職氷河

期世代にणःथम૭能な෇೧दこोらの一৖を就業増加期待数に計上खた؛఻৬的にम 3.14, 3.16を૞

ස؛ 

２ 

働
き
づ
ら
さ
を
抱
え
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者
の
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量
把
握
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個
別
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げ
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このَ就業増加期待数ُमؚ働きづらさを抱えؚ就労੍ରが૑要な者ؚघなॎठ০ಹのঔ

ॹルহ業のৌ଴となりअる者の数にஅऽोる؛ 

 खऊखながらؚਠ૔働ःथःる者のরにもؚजの者の本ਟの能ৡृ就労意ඟを考えोयؚ

ેীに働ऐथउらङ ଩ؚः労働૖੯にとनऽढथःる者も੗ः؛ऽた ਠؚ૔就労ൌ஦を੅ढ

थःなऎथもؚアक़トリーॳによる੍ରृ働ऎ୭୆の整૟がষॎोることद就業ൌ஦にૡ

गる者も੗ःと考えらोる؛本ਟ こؚअखたয数にणःथも把握घることが৶୳的दँるがؚ

ॹータの਑৺द把握が൑難दँढたことऊらؚ০৚म推計をষढथःなः  ؛6

 よढथ 働ؚきづらさを抱えथःる者 ঔؚॹルহ業のৌ଴となりअる者の総数म こؚの就業

増加期待数よりも੗ऎなることに೏意घる૑要がँる؛ 

 なउ ਰؚৣのథ஑にঢ়खथम就業৿਱にঢ়घるॹータが੭らोなऊढたたी ૮ؚ業者数఺

ल就業増加期待数にঢ়घる推計をষढथःなः؛ 

ギャンブル依存症 

薬物ઞ用者 

アルコール依存症 

LGBT等 

社会的養護施設退所者 

2.3. ੎ള৹ତ 

 ੔にৄたよअに個別積上げ方式दम複数の就労൑難要౤を੅णものがॲブルढ़क़ントさ

ोる؛このたीؚ本৖会दमニートと౎のథ஑ؚ障害者と౎のథ஑ؚে活৳護ਭஔ者と།൑

ಟ৕・೯৕世ఝにणःथ重複調整をষढた؛఻৬的な調整方১にणःथम 3.23を૞ස؛ 

2.4. ௓ੑ੥ટ(੕ฐ) 

 個別積上げ方式による推計結果म਀ 2のとउりदँる؛ 

 ୦らऊの働きづらさを抱えथःる者の総数म৺ 1520 ਐযと推計घる؛このअठ૮職の

者が৺ 520ਐযؚ就業ఁপが期待दきる数म৺ 270ਐযとःअ結果となढた؛ 

 総数दৄたৃ়ؚਈも੗ःథ஑म障害者द৺ 400ਐযؚ次ःद LGBT等ؚ薬物ઞ用者ؚ
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ン१५ঋー५の調ਪがなऎؚ৸ኽを把握घることが難खः૾யにँる؛ 

 障害者の総数にঢ়खथाると ૔ؚ୧のମ৬・知的障害者मௐে労働੄َ ে活のखづらさな

नにঢ়घる調ਪق৸ব૔୧障害ు・者等ৰଙ調ਪُؚك施設にো所खथःるମ৬・知的障害者

मௐে労働੄َ社会ૣක施設等調ਪُؚ ಖઋ障害者मَ患者調ਪُ7द把握घることとなる؛

なउ こؚの方১दम ମؚ৬障害者・知的障害者मু໩所੅者数と施設ো所者数をढ़क़ントखؚ

ಖઋ障害者म病੹にउऐる患者数(ো੹఺लৢ੹)をढ़क़ントखथःる؛खたがढथু໩を所

੅खथःなःମ৬障害者・知的障害者ृ੘௜をਭऐथःなःྼमન定൧૵さोथःなःಖ

ઋ障害者मஅऽोथःなःことに೏意घる૑要がँる؛ 

こोらをऽとीたものがௐে労働੄ؚ৔దਿऊら推計கとखथਁ਀さोथःる このअ؛8

ठಖઋ障害者にणःथमَ 患者調ਪ のُ 2017年がਁ਀さोथःるのदजोを઼きఌえると

障害者数म৺ 960 ਐযؚ18(20)64ع ୃ 9दम৺ 400 ਐযと推計さोる64ع20؛ ୃदम

ಖઋ障害者が઄数ਰ上をಚीる؛(਀ 3) 

 
਀ 3 障૩঻भਯ (ਐযؚਉಋधखथ 2016年) 

身体障害者 知的障害者 精神障害者 障害者計
年齢計 436 108.2 419 964
18(20)〜64歳 106 69 228 403  
(ି) ମ৬・知的障害者の 64ୃमؚௐে労働੄َ਴ਛع18 28年ে活のखづらさなनにঢ়घる調ਪق৸ব

૔୧障害ు・者等ৰଙ調ਪُك ૞考の 65 ୃ未௥の数に৔దਿَഥਮ੪年障害者ஜછُによる 18 ୃ未

௥の者のસ়をྠ੧खथ推計؛ಖઋ障害者मௐে労働੄َ患者調ਪُ(2017)ऊら本৖会द計઴؛ 

 
 ここऊら就労障害者数を୷खਬऎことद૮職の障害者数を推計घるがؚ就労障害者数と

खथमؚऽङ障害者౻用૾ய報告に基づऎ౻用数が考えらえोる2016؛ 年の౻用数(ৰয

৩)मড়৑・ਁ的機ঢ়を়ॎच 44ਐযؚअठମ৬障害が 29ਐযؚ知的障害が 10ਐযؚಖ

ઋ障害म 5ਐযदँる؛ 

 障害者౻用૾ய報告に基づऎ౻用数 10म年ر増加खथउりؚ障害者の౻用数が増加खथ

                                          
7 َ患者調ਪُに基づऎಖઋ障害者数मَؚ Vಖઋ఺लষ৿の障害ُऊら知的障害قಖઋ೚฽كを௾ःた

数にؚथんऊんとアルॶঁॖঐーの数を加えた患者数؛ 
8 ௐে労働੄َ਴ਛ 28年ে活のखづらさなनにঢ়घる調ਪق৸ব૔୧障害ు・者等ৰଙ調ਪُك ૞考 

 (https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/seikatsu_chousa_b_h28_01.pdf)ؚ৔దਿَഥਮ੪年障

害者ஜછُ(https://www8.cao.go.jp/shougai/whitepaper/r01hakusho/zenbun/siryo_02.html) 
9 ମ৬障害者ؚ知的障害者म 64ؚಖઋ障害者मع18  ؛64ع20
10 ৰয৩दमなऎॲブルढ़क़ントृ 0.5যढ़क़ントをஅिもの 
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ःることがअऊがॎोる  (௕ 1)؛11

 
௕ 1 障૩঻भ౻৷ਯधৰ౻৷૨भ௓୎ 

 
ৱમ出所 ௐে労働੄َഥਮ੪年 障害者౻用૾யのૐ計結果ُ 

(ି)   ౻用ଝ務のँる੫業にणःथदँりؚ౻用ଝ務のँる੫業の෇೧ؚ౻用૨の઴定ৌ଴の障害者

(ॲブルढ़क़ントؚ0.5যढ़क़ントをஅि)の૗ಌがँることに೏意؛(ถ಍मৱમ出所を૞ස؛) 

 
खऊख こؚの調ਪमँऎऽद障害者౻用യਤ১に基づきૐ計・ਁ਀さोたものदँる؛こ

のたीؚਰৣのよअにःऎणऊのਖ਻がँる؛ 

� ঽ੾業 フؚリーছン५ ৽ؚ੾者とखथ働ःथःる障害者も੗ःが こؚोらम把握さ

ोथःなः؛ 

� 障害者の౻用ଝ務のなः੫業(45.5 য未௥の੫業)म報告ଝ務がなःのदؚこोら

の੫業にඐीथःる障害者म調ਪৌ଴とならなः؛ 

                                          
11 障害者の෇೧の૗ಌؚ౻用૨૗ಌにൣअ報告ଝ務の෇೧の૗ಌなनの୶஭もँるのद೏意が૑要दँ

る؛ 
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� జ業৩が障害者दँることを੫業が把握खथःなःৃ়に報告にँがढथこなः؛ 

� ౻用者数に 65ୃਰ上の者がஅऽोथःる૭能性がँる؛ 

 ਰ上を考ൟघると ৰؚ੠の障害者の就業者数म 障ؚ害者౻用૾ய報告に基づऎ障害者౻用

数よりもপきःと考えらえる؛このたी もؚअ一णのம੺方১とखथَ ে活のखづらさなन

にঢ়घる調ਪُ(2016)द推計を૥ाる؛ 

 ৊調ਪにउःथ঩রのૌओख方にणःथਫ社৩ؚశਫ社৩ؚঽ੾業ؚ就労੍ର A ஑হ業

所दँるとखた者をથ業者とघるとؚથ業者のસ়(65 ୃ未௥)मؚମ৬障害者が 38.4%ؚ

知的障害者が 25.0٫ؚಖઋ障害者が 35.6٫दँる このસ়を૔୧障害者数(65؛12 ୃ未

௥)にଭगることद就業者数を推計घると 148ਐযとなる؛થ業者をघसथ 64ୃع(20)18

とाなखؚ総数ऊら୷खਬःथ૮業の障害者数(18(20)64ع ୃ)を推計घると 255 ਐযと

なる؛(਀ 4) 本৖会दम૮業の障害者数とखथこの推計கを఼用घる؛ 

 
਀ 4 障૩঻भથ঵঻ਯ・૮঵঻ਯभ௓৒ 

身体障害者 知的障害者 精神障害者 障害者ਯ計
঩র峘ૌ岾峁্(6�歳౞௥) 1.000 1.000 1.000

ਫ঺৩ 0.168 0.073 0.091
శਫ঺৩ 0.147 0.127 0.182
ঽ੾঵ 0.058 0.010 0.036
ಲਢ੍ର$஑ 0.012 0.041 0.047

થ঵૨(6�歳౞௥) 0.384 0.250 0.356
થ঵者ਯ(ਐয) 42 20 87 148
੕ਯ(18(20)〜64岝ਐয) 106 69 228 403
૮঵者ਯ(18(20)〜64岝ਐয) 65 49 141 255  
(ି) 推計方১म本ધ૞ස 

 
 ૮業の障害者の就業ൌ஦にणःथमؚृ ृଽः調ਪとなるがௐে労働੄َ 障害者の就業ৰ

ଙ把握のたीの調ਪُ(2011)のॹータがँる؛こोによるとؚ૮業の障害者のअठ就業を

ൌ஦घる者म 50.4٫दँる؛このસ়を૮業の障害者数にଭगるとؚ૮業द就業をൌ஦ख

थःる障害者数म 128ਐযとなる؛ 

別のアউটーॳとखथؚঁটーডーॡृ就労୎ষ੍ରহ業なनをਹ用खथःる者の数と

खथ把握घる方১も考えらोる؛こोによると 2016 年ঋー५दৄोयঁটーডーॡに੷

職ఃஈखथःるથ஍੷職者数が 24ਐযؚ就労୎ষ੍ର・ಲਢ੍ର B஑ਹ用者数が 29ਐয

दँりؚजの়計म 53ਐযदँる؛(਀ 5) 

 

                                          
12 जोझो障害者ু໩のரథ別のॹータदँりؚಖઋ障害者にणःथमಖઋ障害者৳௏ૣකু໩所੅者

にঢ়घるॹータを用ःथःる؛ 

 گ

૚
૛
（
個
別
積
上
げ
方
式
）



12 13

 

12 
 

� జ業৩が障害者दँることを੫業が把握खथःなःৃ়に報告にँがढथこなः؛ 

� ౻用者数に 65ୃਰ上の者がஅऽोथःる૭能性がँる؛ 

 ਰ上を考ൟघると ৰؚ੠の障害者の就業者数म 障ؚ害者౻用૾ய報告に基づऎ障害者౻用

数よりもপきःと考えらえる؛このたी もؚअ一णのம੺方১とखथَ ে活のखづらさなन

にঢ়घる調ਪُ(2016)द推計を૥ाる؛ 

 ৊調ਪにउःथ঩রのૌओख方にणःथਫ社৩ؚశਫ社৩ؚঽ੾業ؚ就労੍ର A ஑হ業

所दँるとखた者をથ業者とघるとؚથ業者のસ়(65 ୃ未௥)मؚମ৬障害者が 38.4%ؚ

知的障害者が 25.0٫ؚಖઋ障害者が 35.6٫दँる このસ়を૔୧障害者数(65؛12 ୃ未

௥)にଭगることद就業者数を推計घると 148ਐযとなる؛થ業者をघसथ 64ୃع(20)18

とाなखؚ総数ऊら୷खਬःथ૮業の障害者数(18(20)64ع ୃ)を推計घると 255 ਐযと

なる؛(਀ 4) 本৖会दम૮業の障害者数とखथこの推計கを఼用घる؛ 

 
਀ 4 障૩঻भથ঵঻ਯ・૮঵঻ਯभ௓৒ 

身体障害者 知的障害者 精神障害者 障害者ਯ計
঩র峘ૌ岾峁্(6�歳౞௥) 1.000 1.000 1.000

ਫ঺৩ 0.168 0.073 0.091
శਫ঺৩ 0.147 0.127 0.182
ঽ੾঵ 0.058 0.010 0.036
ಲਢ੍ର$஑ 0.012 0.041 0.047

થ঵૨(6�歳౞௥) 0.384 0.250 0.356
થ঵者ਯ(ਐয) 42 20 87 148
੕ਯ(18(20)〜64岝ਐয) 106 69 228 403
૮঵者ਯ(18(20)〜64岝ਐয) 65 49 141 255  
(ି) 推計方১म本ધ૞ස 

 
 ૮業の障害者の就業ൌ஦にणःथमؚृ ृଽः調ਪとなるがௐে労働੄َ 障害者の就業ৰ

ଙ把握のたीの調ਪُ(2011)のॹータがँる؛こोによるとؚ૮業の障害者のअठ就業を

ൌ஦घる者म 50.4٫दँる؛このસ়を૮業の障害者数にଭगるとؚ૮業द就業をൌ஦ख

थःる障害者数म 128ਐযとなる؛ 

別のアউটーॳとखथؚঁটーডーॡृ就労୎ষ੍ରহ業なनをਹ用खथःる者の数と

खथ把握घる方১も考えらोる؛こोによると 2016 年ঋー५दৄोयঁটーডーॡに੷

職ఃஈखथःるથ஍੷職者数が 24ਐযؚ就労୎ষ੍ର・ಲਢ੍ର B஑ਹ用者数が 29ਐয

दँりؚजの়計म 53ਐযदँる؛(਀ 5) 

 

                                          
12 जोझो障害者ু໩のரథ別のॹータदँりؚಖઋ障害者にणःथमಖઋ障害者৳௏ૣකু໩所੅者
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਀ 5 થ஍੷૙঻ؚ಺労୎ষ支ର・ಲਢ支ରਹ৷঻(2016ؚয) 

身体障害者 知的障害者 精神障害者 障害者計

89,797 43,343 9,691 240,744

಺ௌ୎ষ੍ର ಲਢ੍ର%஑ ়計

31,839 260,418 292,257

થ஍੷૙者

಺ௌ୎ষ੍ର嵣ಲਢ
੍ରਹ৷者ৰয৩

 
ৱમ出所 ௐে労働੄َ障害者の職業ງஂ૾ய等َُؚ社会ૣක施設等調ਪُ(各 2016年) 

 
 たटखこの推計にमਰৣのৢりਖ਻もँる؛ 

� ঁটーডーॡषの੷職ఃஈも就労୎ষ੍ର・ಲਢ੍ରのਹ用もखथःなःが

就労をൌ஦खथःる障害者もःる؛(ૌ૘推計) 

� 就労੍ରृ働きऊऐをघることにより就業ൌ஦にૡगる૭能性がँる障害者

もःる؛(ૌ૘推計) 

� થ஍੷職者と就労୎ষ੍ର・ಲਢ੍ରਹ用者ৰয৩とदॲブルढ़क़ントがँ

る૭能性がँる؛(ૌপ推計) 

結果をৄथもَؚ 障害者の就業ৰଙ把握のたीの調ਪُに基づऎ推定கにૻसथ઄ীਰৣ

となढथउりؚऊなりのૌ૘推計दँると考えらोる؛ 

このたी 本ؚ৖会दम就業ൌ஦者(就業増加期待数)の把握にਊたढथमَ 障害者の就業ৰ

ଙ把握のたीの調ਪُを用ःることとघる؛ 

 ਰ上を要৺घるとؚ本৖会दमؚ働きづらさを抱えथःる者とखथमؚ障害者の総数

が(64ୃع(20)18) 403ਐযؚअठથ業者が 148ਐযؚ૮業者が 255ਐযؚ就業増加期待

数म 128ਐযと推定खた؛ 

 たटؚःङोにखथもऊなりॹータに਑৺がँるরदの推計にૌऍなःことに೏意が૑

要दँる؛障害者の就業૾ଙを把握घるとःअ௴ਡにয়णとَؚবિ調ਪُृَ労働ৡ調ਪُؚ

َ就業ଡୗ基本調ਪُなन७ン१५ऽたम७ン१५に基づऎ調ਪद障害者を把握घるなन

の方১が૑要になढथऎると考えらोる؛ 

3.2. ୔୰೩঻ 

 難病म 一ؚಹ的な用ୁとखथもणऊॎोるが こؚこदमَ 難病の患者にৌघるୢ௜等にঢ়

घる১൅ُ(難病১)に基づき੐定さोた੐定難病とघる؛ 

難病১म ੐ؚ定難病にणःथ ੘ؚ௜方১のનয়等にৱघるたी 難ؚ病患者ॹータのઽૐを

஍૨的にষःؚ੘௜ଢ଼஢を推ਤघることに加えؚ஍果的な੘௜方১がનয়さोるऽदの৑ؚ
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শ期の௜養によるୢ௜ાの৽ੋ的な଀૿がপきः患者を੍ରघるたीୢ௜ાஃਛ਑২を設

ऐるものदँる؛ 

 難病১दमؚ難病をَ৅েの機ଡが৥らऊदなऎؚ੘௜方১がનয়खथःなःؚൌ૘なႈ

病दँढथ ਊؚჾႈ病にऊऊることによりশ期の௜養を૑要とघることなるもの (ُਸ਼ 1૖)

と定ଝख जؚのअठ ਰؚৣの要੯を௥たघものदँढथ 患ؚ者の઼ऊोथःる૾யऊらৄथ

ଐସऊणిજなୢ௜のન৳を௕る૑要性が高ःものを੐定難病とखथ੐定घることとなढ

थःる؛ 

� 患者数が本ഺにउःथ一定のয数(যઠの 0.1%)に୸खなःこと 

� ௢௴的な൧૵基૆(ऽたमजोに૆ङるもの)がનয়खथःること 

 一ಹ的にम難病とम ౐ؚに੘௜が൑難な病ਞ ଈؚಝघる૭能性が高ः病ਞの意௡दँるがؚ

難病১の੐定難病मजोとम౮なる໪୛दँる؛ 

 難病১म 2015年 1া 1঩施ষীとखथऽङ 110ႈ病を੐定खたがؚजの৏たलたल୯

加がষॎोؚ2019年 7াਠ૔दम 333ႈ病となढथःる؛ 

 ௐে労働੄َ ୋেষ৆報告୻ にُよると 2018年২ଜにउःथਊৎ੐定さोथःた੐定難

病(331ႈ病)の患者数(ਭஔ者઒所੅者数)म 91.3ਐযदँる؛症患ණ別にाるとؚਈも੗

ःのがઋ৽・൙ႈ患द 27.2ਐয 次ؚःद଎৲ஓ௺ႈ患が 19.3ਐয ඊؚႵ௺ႈ患が 18.7ਐ

যとなढथःる؛(਀ 6) ႈ患別दमਈも੗ःのがঃーय़ン९ン病द 13.1ਐযؚ次ःदን

ᯂ性পႯ༇が 12.5ਐযとなढथःる؛ 

 ০ಹの推計ৌ଴となる 64ୃع20 13दৄると ੐ؚ定難病の患者数म 46.8ਐযदँり ႈؚ

患ණ別にाるとਈも੗ःのが଎৲ஓ௺ႈ患द 14.6ਐযؚ次ःदඊႵ௺ႈ患が 10.7ਐযؚ

ઋ৽・൙ႈ患が 8.4 ਐযとなढथःる؛ႈ患別にमؚንᯂ性পႯ༇がਈも੗ऎ 9.6 ਐযؚ

次ःद৸ମ性ग़リॸঐトーॹ५が 4.6ਐযとなढथःる64ୃع20؛दৄると ৸ؚ年ೡにૻ

स଎৲ஓ௺ႈ患が੗ःとःअൊ਱がँる؛ 

 

                                          
13 ୋেষ৆報告୻म 10ୃമाのॹータखऊਁ਀さोथःなःたीؚ6069ୃعの 1/2を 64ୃとाع60

なखथ推計खた؛ 
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শ期の௜養によるୢ௜ાの৽ੋ的な଀૿がপきः患者を੍ରघるたीୢ௜ાஃਛ਑২を設

ऐるものदँる؛ 
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थःる؛ 
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 ௐে労働੄َ ୋেষ৆報告୻ にُよると 2018年২ଜにउःथਊৎ੐定さोथःた੐定難

病(331ႈ病)の患者数(ਭஔ者઒所੅者数)म 91.3ਐযदँる؛症患ණ別にाるとؚਈも੗

ःのがઋ৽・൙ႈ患द 27.2ਐয 次ؚःद଎৲ஓ௺ႈ患が 19.3ਐয ඊؚႵ௺ႈ患が 18.7ਐ

যとなढथःる؛(਀ 6) ႈ患別दमਈも੗ःのがঃーय़ン९ン病द 13.1ਐযؚ次ःदን

ᯂ性পႯ༇が 12.5ਐযとなढथःる؛ 

 ০ಹの推計ৌ଴となる 64ୃع20 13दৄると ੐ؚ定難病の患者数म 46.8ਐযदँり ႈؚ

患ණ別にाるとਈも੗ःのが଎৲ஓ௺ႈ患द 14.6ਐযؚ次ःदඊႵ௺ႈ患が 10.7ਐযؚ

ઋ৽・൙ႈ患が 8.4 ਐযとなढथःる؛ႈ患別にमؚንᯂ性পႯ༇がਈも੗ऎ 9.6 ਐযؚ

次ःद৸ମ性ग़リॸঐトーॹ५が 4.6ਐযとなढथःる64ୃع20؛दৄると ৸ؚ年ೡにૻ

स଎৲ஓ௺ႈ患が੗ःとःअൊ਱がँる؛ 

 

                                          
13 ୋেষ৆報告୻म 10ୃമाのॹータखऊਁ਀さोथःなःたीؚ6069ୃعの 1/2を 64ୃとाع60

なखथ推計खた؛ 
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਀ 6 ੐৒୔୰೩঻ਯ(ႈ೩ණશؚ2018年ؚয) 
ႈ೩ණ ੕ਯ 20〜64歳
৸体 912,714 468,355
神৽嵣൙ႈ೩ 271,538 83,699
৻ප௺ႈ೩ 1,519 1,423
ຜჹ嵣੥়ੌ௶ႈ೩ 12,891 7,469
ඊႵ௺ႈ೩ 186,867 107,070
࿯୭ஓ௺ႈ೩ 27,415 14,685
ഷั௺ႈ೩ 29,722 13,502
Ⴒ嵣ᆌႌஓ௺ႈ೩ 29,418 21,256
෗嵣ঢ়ත௺ႈ೩ 62,384 25,362
৔ীᆌ௺ႈ೩ 28,430 19,331
ళลஓ௺ႈ೩ 36,851 13,403
ଳಁ௺ႈ೩ 24,327 9,181
ലಁ嵣਴ཀྵਃચ௺ႈ೩ 6 3
଎৲ஓ௺ႈ೩ 193,133 145,676
ഉ౦体ྼ峙఩஫৕ 1,205 877
ປ࿀ఐ௺ႈ೩ 7,008 5,420  
(ି) ௐে労働੄َ ୋেষ৆報告୻ のُႈ患別年ೡ別患者数ऊら本৖会द

ૐ計・推計؛ႈ患ණにणःथम難病ੲ報७ンターの੐定難病一༮の

ীథを૞සखた؛ 

 
 難病患者の就業૾யにणःथमؚ障害者職業総়७ンターك2015قが 2015 年ڭাڭ঩

にउःथ੐定さोथःる 110 の੐定難病にणःथؚঢ়બघる患者੮৬のੈৡを੭थ調ਪを

ষढथःる؛৊調ਪमؚ৅ଛ数 5,789 にৌखथؚഷั௺  ؚঽഞඊႵ௺ؚ৔ীᆌ௺ؚઋ৽・

൙ؚଳಁ௺ؚ࿯୭ஓ௺ؚ଎৲ஓ௺ؚຜჹ・結়ੌ௶ؚ෗・ঢ়තؚ Ⴒ・ᆌ尿ஓの்ઁःႈ患

ණの患者ऊらの 2,439 の৚௦を੭たものदँりؚ৚ઽ૨म 42.1٫दँる؛ 

この調ਪによるとؚেਓ年ೡにँる৚௦者রؚਠ૔就業রम 54.2%ق೬業র 3.0٫をஅ

िكदँढた؛శ就業者の 61.5٫म਌എृ৾ে等दँりؚ病ਞ௜養によるశ就業が੗ःの

मঃーय़ン९ン病等のઋ৽・൙ ႈ患ؚ就職活৿রが੗ःのमॡটーン病の 10٫दँढた؛

ଷ業૨म 5.1٫दँるがؚਠ૔就職活৿मखथःなःがலহに就きたःとघる者をஅीる

とؚ就業ൌ஦がँढथ就業दきथःなः者म 16.9٫दँढた؛(਀ 7) 
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਀ 7 ୔୰೩঻भ಺঵૾ଙ 

 
ৱમ出所 障害者職業総়७ンター(2015) ਀ 2-2-3ؚp.28 

 
 こोらに基づきؚ難病患者にঢ়घる推定をষढた؛ 

 ऽङؚ難病患者の総数にणःथमَୋেষ৆報告୻ُ(2018)年のॹータをઞ用खた؛ 

次ःदؚजのअठ૮職の者のસ়म਀ 7 の障害者職業७ンター(2015)のॹータরَؚ ல

হにणःथउらङؚ就職活৿・職業ธಫরَُ 就職活৿मखथःなःがலহに就きたःَُ ਠ

૔ؚ就労ൌ஦मなःُのસ়の়計とखؚ就業増加期待数のસ়मَலহにणःथउらङؚ

就職活৿・職業ธಫরَُ 就職活৿मखथःなःがலহに就きたःُの়計とखた؛なउؚ

૮৚௦にणःथमඓ௾खؚ৸৬のસ়を調整खた؛ 

૮職の者の数ؚ就業増加期待数にणःथमႈ患ණओとに上੶のસ়をଭगることद੷ी

た؛なउ 染ؚ౦৬ऽたम఩஫৕に૗৲をൣअ症౜ණなन 障ؚ害者職業७ンターのႈ患ණ別द

मॹータがなःものにणःथम৚௦数(計)のகを用ःた؛ 

この結果म਀ 8のとउりदँり 64ୃの難病患者数म৺ع2ؚ0 47ਐয अؚठ૮職の者が

18ਐযؚ就業増加期待数が 8ਐযと推定घる؛ 
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਀ 7 ୔୰೩঻भ಺঵૾ଙ 

 
ৱમ出所 障害者職業総়७ンター(2015) ਀ 2-2-3ؚp.28 

 
 こोらに基づきؚ難病患者にঢ়घる推定をষढた؛ 

 ऽङؚ難病患者の総数にणःथमَୋেষ৆報告୻ُ(2018)年のॹータをઞ用खた؛ 

次ःदؚजのअठ૮職の者のસ়म਀ 7 の障害者職業७ンター(2015)のॹータরَؚ ல

হにणःथउらङؚ就職活৿・職業ธಫরَُ 就職活৿मखथःなःがலহに就きたःَُ ਠ

૔ؚ就労ൌ஦मなःُのસ়の়計とखؚ就業増加期待数のસ়मَலহにणःथउらङؚ

就職活৿・職業ธಫরَُ 就職活৿मखथःなःがலহに就きたःُの়計とखた؛なउؚ

૮৚௦にणःथमඓ௾खؚ৸৬のસ়を調整खた؛ 

૮職の者の数ؚ就業増加期待数にणःथमႈ患ණओとに上੶のસ়をଭगることद੷ी

た؛なउ 染ؚ౦৬ऽたम఩஫৕に૗৲をൣअ症౜ණなन 障ؚ害者職業७ンターのႈ患ණ別द

मॹータがなःものにणःथम৚௦数(計)のகを用ःた؛ 

この結果म਀ 8のとउりदँり 64ୃの難病患者数म৺ع2ؚ0 47ਐয अؚठ૮職の者が

18ਐযؚ就業増加期待数が 8ਐযと推定घる؛ 
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਀ 8 ୔୰೩঻भ಺঵૾ଙ(2064ୃؚع௓৒கؚ2018年ؚਐয) 

੕ਯ 岰峋૮૙ 岰峋಺঵ੜਸ਋ୄਯ
৸体 46.8 18.0 8.0
神৽嵣൙ႈ೩ 8.4 4.2 1.6
৻ප௺ႈ೩ 0.1 0.1 0.0
ຜჹ嵣੥়ੌ௶ႈ೩ 0.7 0.2 0.1
ඊႵ௺ႈ೩ 10.7 3.9 1.9
࿯୭ஓ௺ႈ೩ 1.5 0.9 0.4
ഷั௺ႈ೩ 1.4 0.6 0.3
Ⴒ嵣ᆌႌஓ௺ႈ೩ 2.1 0.7 0.1
෗嵣ঢ়ත௺ႈ೩ 2.5 1.0 0.5
৔ীᆌ௺ႈ೩ 1.9 0.8 0.2
ళลஓ௺ႈ೩ 1.3 0.4 0.2
ଳಁ௺ႈ೩ 0.9 0.4 0.1
ലಁ嵣਴ཀྵਃચ௺ႈ೩ 0.0 0.0 0.0
଎৲ஓ௺ႈ೩ 14.6 4.6 2.4
ഉ౦体ྼ峙఩஫৕ 0.1 0.0 0.0
ປ࿀ఐ௺ႈ೩ 0.5 0.2 0.1  

(ି) 本৖会推計؛推計方১म本ધ૞ස؛ 

 
 難病患者मؚ就労ಲਢが્にਖ਻となる؛障害者職業総়७ンター(2015)によるとؚ

ਈ੺ 10 年৑द難病をもढथ就業खた者म৸৬の 71٫दँるがؚ難病にঢ়৴खた௞職をख

た者も৸৬の 32٫ 難ؚ病をもढथの就職活৿৽ୡ者म৸৬の 55٫ 就ؚ職・ગ就職にਛ඘ख

た৽ୡがँるのम৸৬の 45٫दँる؛੷職活৿をষढたことがँる者の 8સਰ上が就職に

ਛ඘खथउり 就ؚ職जのものम෩खऎ൑難とम੉えなःが ৸ؚମの໸ोृघさृ৬調૗৿म

就職活৿の൑難にखたりؚ௞職にणながढたりघる要౤になढथःる؛ 

難病による௞職をखたৃ়の就職൑難性にणःथम ਌ؚਛীীෲの結果ऊらَ ௞職৏の༛

害・༧য়感َُ 病૾ப৲による௞職َُ லহより੘௜ृে活を৭උَُ ௞職にঢ়৴खた退職൭

告・ੰ ౻َُ௞職৏のગ就職意ඟ଩ৣَُ೬職தૌ・ీ ৺శಲਢ がُ਌なਛীとなढथःる ؛14

௞職৏の༛害・༧য়感मؚ症૾の୶஭もপきःがؚ৊ৎに職ৃदのଦൟृ調整ؚୢపとのৼ

୥等म൑難଩੖にणながるものとさोथःる  ؛15

                                          
14 障害者職業総়७ンター(2015) p.125 
15 障害者職業総়७ンター(2015) p.233 
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3.3. ႇႌ୰೩঻ 

 糖尿病の患者数にणःथमَؚ বড়௏೨・౭養調ਪَُ 患者調ਪَُ বড়ে活基ຊ調ਪ (ُः

ङोもௐে労働੄)なन調ਪの方১ृ糖尿病の把握方১等のୀःऊらःऎणऊの౮なる数ஊ

がँる؛ 

 ਈも੗ऎਹ用さोथःるदँौअものमؚௐে労働੄َবড়௏೨・౭養調ਪُदँりؚこ

ोによると糖尿病がਘऎઑॎोる者が 2016 年द৺ 1000 ਐযؚ糖尿病の૭能性を౯定द

きなः者も৺ 1000 ਐয়ؚ計घると৺ 2000 ਐযが糖尿病ྼमजの૭能性のँる者दँ

るとखथःる؛この数म増加ൊ਱にँढたがؚ੺年मृृ੖૘खथःる؛ 

 
௕ 2 「ႇႌ୰ऋਘऎઑॎोॊ঻」「ႇႌ୰भ૭ચਙ॑౯৒दऌऩः঻」भ௓ੑਯ(20ୃਰ

঱) 

 
ৱમ出所 ௐে労働੄َ਴ਛ 28年 বড়௏೨・౭養調ਪ結果の໪要ُ 

 
 この調ਪदमؚ調ਪৌ଴者にষढたഷัਫ਼ਪ等の結果に基づきୢ৾的ਖ਼定基૆により糖
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尿病ऊनअऊをਖ਼定खथःる ੘௜をਭऐथःるऊनअऊؚ本যが認௙खथःるऊनअ؛16

ऊにऊऊॎらङؚୢ৾的にाथ糖尿病がઑॎोる者の数とःअことになるَ؛ 糖尿病がਘऎ

ઑॎोる者ُのअठ 4 যに 1 যが੘௜をਭऐथःなः્؛に੬性 40 代दम઄数੺ऎが੘

௜をਭऐथःなः؛ 

 
௕ 3 「ႇႌ୰ऋਘऎઑॎोॊ঻」पउऐॊ੘௜भ૾ய(40ୃਰ঱ؚ৸বଓਫக) 

 
ৱમ出所 ௐে労働੄َ਴ਛ 28年 বড়௏೨・౭養調ਪ結果の໪要ُ 

 
 َ患者調ਪُ(2017)दमো੹・ਗਟをਖॎङਠ૔病੹द੘௜রの者の数を総患者数とख

थ把握दきる؛こोによるとؚ糖尿病患者数म 329ਐয 64ୃदৄるとع2ؚ0 99ਐযとな

る؛性別दৄると੬性が 63ਐযؚ੓性が 36ਐযと੬性の方が੓性の 2೅੺ऎとなढथः

る؛ऽた年ೡ別にाると加ೡとともに糖尿病患者数が੗ऎなる؛ 

 

                                          
16 ⋇َ糖尿病がਘऎઑॎोる者ُとमؚঊঔॢটঅン A1c の೾定கがँる者のअठؚঊঔॢটঅン 

A1cقNGSPكகが 6.5٫ਰ上ق਴ਛ 19 年ऽदमঊঔॢটঅン A1cقJDSكகが 6.1٫ਰ上ؚك ྼम

َ糖尿病੘௜のથ૮ُにَથُと৚௦खた者؛ 

⋈َ糖尿病の૭能性を౯定दきなः者ُとमؚঊঔॢটঅン A1c の೾定கがँる者のअठؚঊঔॢটঅ

ン A1c கが 6.0%ਰ上ؚ6.5%未௥ق਴ਛ 19 年ऽदमঊঔॢটঅン A1cقJDSكகが 5.6٫ਰ上ؚ

6.1٫未௥كदَؚ 糖尿病がਘऎઑॎोる者ُਰਗの者 
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਀ 9ႇႌ୰भ੕೩঻ਯ(2017年ؚਐয) 
年齢計 20〜64歳 20歳౞௥ 20〜2�歳 �0〜��歳 40〜4�歳 �0〜��歳 60〜64歳岜 6�歳ਰ঱

੕ਯ 329 99 1 1 5 20 39 34 231
੬ 185 63 0 1 3 14 25 21 123
੓ 144 36 1 1 2 6 14 13 108  

ৱમ出所 ௐে労働੄َ਴ਛ 29年 患者調ਪُ 

 
 َবড়ে活基ຊ調ਪ मُ७ン१५に基づきྴ出さोた調ਪदँる3؛年に 1২のপૠெ調

ਪ年に ௏ؚ೨௠により糖尿病の૾யを把握खथःる؛調ਪ方১とखथम 世ؚఝ৩ঽらが調ਪ

௠に糖尿病दँることを੶োखथःऎものदँる؛この調ਪによると 2ؚ016年の糖尿病द

ँる者の数म 574ਐযؚ2064ୃعदৄると 186ਐযとなる؛(਀ 10) 

 
਀ 10 ႇႌ୰दँॊ঻भਯ(2016年ؚਐয) 

年齢計 20〜64歳 20歳౞௥ 20〜2�歳 �0〜��歳 40〜4�歳 �0〜��歳 60〜64歳岜 6�歳ਰ঱
੬੓計 574 186 1 2 8 33 74 69 386
੬ਙ 345 125 1 1 5 24 51 44 220
੓ਙ 229 62 1 1 3 10 23 25 167  
ৱમ出所 ௐে労働੄َ਴ਛ 28年 বড়ে活基ຊ調ਪُ 

 
 年ೡ計दৄたৃ়ؚ糖尿病の者の数मَবড়௏೨・౭養調ਪُঋー५の数க(2000ਐয)

がਈも੗ऎؚणःदَবড়ে活基ຊ調ਪُঋー५ (574ਐয)َؚ 患者調ਪُঋー५(329ਐ

য)となढथःるَ؛ বড়௏೨・౭養調ਪُঋー५の数கम௏೨ન৳等の௴ਡऊらम重要दँ

るが૑ङखも本যにも糖尿病दँるとःअ認௙のなःものृ఻৬的に障害が出थःなः者

が੗数அऽोथःる؛一方َ 患者調ਪ ঋُー५にम੘௜にষऊなः糖尿病者がஅऽोथःな

ःことऊら৵さीの数ஊになढथःると考えらोるَ؛ বড়ে活基ຊ調ਪُঋー५の数ஊम

本যの認௙にਈも੺ऎ ऽؚた就業૾ଙ等も把握दきることなनऊら ০ؚ৚मَ বড়ে活基ຊ

調ਪُঋー५の数கを用ःることとघる؛ 

 َবড়ে活基ຊ調ਪُにより 15ୃਰ上の糖尿病者のலহのથ૮をৄるとؚலহのँる者

が 39.9٫ؚலহのなः者が 55.4٫ؚ不ถが 4.7٫となढथःる؛खऊखながらؚ糖尿病者

म਀ 10 のとउり高ೡ者が੗ःのदؚこोをこのऽऽ 64ع20 ୃにి用घるのमిਊदम

なः؛e-statदम年ೡ別ؚ症୻別ؚலহのથ૮別のૐ計がষॎोथःなः؛このたी ع20

64ୃの糖尿病者のથ業者数ؚ૮業者数の推定をघる૑要がँる17؛ 

推定म 糖ؚ尿病患者の就業ൊ਱と਴಑的な就業ൊ਱の୷を考ൟघることदষढた؛఻৬的

                                          
17 ૭能दँोयَবড়ে活基ຊ調ਪُの્別ૐ計が஦ऽखः؛ 
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17 ૭能दँोयَবড়ে活基ຊ調ਪُの્別ૐ計が஦ऽखः؛ 
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にमؚ糖尿病患者(15 ୃਰ上)の性・年ೡ別ীഘにَؚ 労働ৡ調ਪُ(15 ୃਰ上)の性・年ೡ

別就業૨をଭगることद糖尿病の者の期待就業者数を੷ीる؛この期待就業者数म糖尿病

の者がෘに糖尿病दなऊढたとखたৃ়に期待さोる就業者数दँる؛こोとَ বড়ে活基

ຊ調ਪُद੭らोる就業者数のૻ૨を糖尿病の୶஭により就業૨が଩ৣखたસ়दँると

考えؚこोを 64ع20 ୃの糖尿病の者の期待就業者数にଭगることद 64ع20 ୃの糖尿病

の者のથ業者数を੷ीؚさらに૮業者数を੭る64ୃع20؛の期待就業者数とؚ糖尿病者の

થ業者数の推定கの୷を就業増প期待数とघる؛ 

఻৬的な推定結果म਀ 11のとउりदँる64ୃع20؛の糖尿病の者の総数म 186ਐযؚ

अठ૮業者が 44ਐযؚ就業増加期待数म 10ਐযとなढた؛ 

 
਀ 11 ႇႌ୰೩঻पणःथभ௓৒੥ટ(2064ୃؚ2016ع年ؚਐয) 

a ႇႌ୰者ਯق年齢計) 574 岣বড়েણ੦ຊ৹ਪ岤

b થ঵峘ႇႌ୰者ਯ(1�歳ਰ঱) 229 岣বড়েણ੦ຊ৹ਪ岤

c ਋ୄ಺঵者ਯ(1�歳ਰ঱) 245 岧ਙ嵣年齢શႇႌ୰者ਯ岨¼岧ਙ嵣年齢શ岣ௌ৹岤಺঵૨岨
峼়計峁峉峬峘(1�歳ਰ঱)

d ৹ତબਯ 0.9346 b / c

e ႇႌ୰者ਯ(20〜64歳) 186 岣বড়েણ੦ຊ৹ਪ岤

f ਋ୄ಺঵者ਯ(20〜64歳) 147 岧ਙ嵣年齢શႇႌ୰者ਯ岨¼岧ਙ嵣年齢શ岣ௌ৹岤಺঵૨岨
峼়計峁峉峬峘(20〜64歳)

g થ঵峘ႇႌ୰者ਯ(20〜64歳) 138 G�¼�I

h ૮঵峘ႇႌ୰者ਯ(20〜64歳) 44 e - g

i ಺঵ੜਸ਋ୄਯ(20〜64歳) 10 f - g
 

3.4. ऋ॒೩঻ 

 がんの患者数मَ患者調ਪُ(2017)によると 178 ਐযؚ2064ع ୃदৄると 49 ਐযद

ँる64ع20؛ ୃにणःथ੬੓別にाるとؚ੬性が 19 ਐযؚ੓性が 30 ਐযदँる؛高ೡ

者दम੬性のがん患者が੗ःがؚਠ૽世代दम੓性の方が੗ः؛(਀ 12) 
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਀ 12 ऋ॒೩঻ਯ(2017年ؚਐয) 
年齢計 20〜64歳 20歳౞௥ 20〜2�歳 �0〜��歳 40〜4�歳 �0〜��歳60〜64歳岜6�歳ਰ঱

੬੓計 178.2 48.7 0.9 1 3.1 10.4 18.8 15.4 128.1
੬ਙ 97 19.3 0.5 0.4 0.9 2.9 7.5 7.6 77.1
੓ਙ 81.2 29.5 0.4 0.6 2.2 7.6 11.3 7.8 51.1  

ৱમ出所 ௐে労働੄َ਴ਛ 29年 患者調ਪُ 

 

 がん患者の就労૾யにणःथमূ਎੃َ がん患者の就労等にঢ়घるৰଙ調ਪُ2014ق年ك

दถखऎ調ਪがさोथःる؛この調ਪमؚ1)੃৔に本社を઼ऎ੫業 4,000社をৌ଴とघる

হ業所調ਪ఺ल 2)ূ਎੃৔がん൧௜৴௚ುਡ病੹ؚূ਎੃認定がん൧௜病੹఺लবয়がん

ଢ଼஢७ンターরఙ病੹のਭ൧患者とजのੇఔ各 1,900 যをৌ଴とखた患者・ੇ ఔ調ਪऊら

なる؛患者の要੯とखथमؚ⋇6��ୃਰৣؚ⋈ৢ੹にथ੘௜রقሇखؚো੹੘௜もৌ଴とख

थ認ीるكؚ؛ ⋉がんの൧૵৏ 6 ऊাਰ上৽ૌؚ⋊൧૵ৎਡद就労खथःたق調ਪৎਡの就

労૾யमਖॎなःك؛者となढथःる؛ 

 このअठ患者にৌघる調ਪの結果をৄるとؚ᡺患৏にඐी੔の১যのଦൟによる業務量

の૗৲がँढたものが৺ 6 સؚなऊढたものが৺ 4 સとなढथःるがؚःङोにखथも 8

સਰ上の者がजの結果にम௥ଌखथःる؛ 

 がん᡺患৏ؚ退職खた者म 21.3٫दؚ退職खた৶૓मَ੘௜・௜養に௧୛घるたीَُ ৬

ৡએ等ऊらಲਢखथ就労घることが൑難दँるたीَُ ఢ೧にഊೆをऊऐたऎなःたीُが

ँげらोる؛(௕ 4) 

 
௕ 4 ऋ॒᡺೩৏୐૙खञ঻भ୐૙৶૓ 

 
ৱમ出所 ূ਎੃َがん患者の就労等にঢ়घるৰଙ調ਪُ(2014年) 
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ଢ଼஢७ンターরఙ病੹のਭ൧患者とजのੇఔ各 1,900 যをৌ଴とखた患者・ੇ ఔ調ਪऊら

なる؛患者の要੯とखथमؚ⋇6��ୃਰৣؚ⋈ৢ੹にथ੘௜রقሇखؚো੹੘௜もৌ଴とख

थ認ीるكؚ؛ ⋉がんの൧૵৏ 6 ऊাਰ上৽ૌؚ⋊൧૵ৎਡद就労खथःたق調ਪৎਡの就

労૾யमਖॎなःك؛者となढथःる؛ 

 このअठ患者にৌघる調ਪの結果をৄるとؚ᡺患৏にඐी੔の১যのଦൟによる業務量

の૗৲がँढたものが৺ 6 સؚなऊढたものが৺ 4 સとなढथःるがؚःङोにखथも 8

સਰ上の者がजの結果にम௥ଌखथःる؛ 

 がん᡺患৏ؚ退職खた者म 21.3٫दؚ退職खた৶૓मَ੘௜・௜養に௧୛घるたीَُ ৬

ৡએ等ऊらಲਢखथ就労घることが൑難दँるたीَُ ఢ೧にഊೆをऊऐたऎなःたीُが

ँげらोる؛(௕ 4) 

 
௕ 4 ऋ॒᡺೩৏୐૙खञ঻भ୐૙৶૓ 

 
ৱમ出所 ূ਎੃َがん患者の就労等にঢ়घるৰଙ調ਪُ(2014年) 
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 がん患者の就業૾ଙにणःथम ऽؚङ᡺患ৎमৢଞの就業૾ଙと考え 性ؚ・年ೡ別の患者

数にؚ性・年ೡ別のَ労働ৡ調ਪُの就業૨をଭगथ᡺患ৎ就業者数఺ल᡺患ৎ૮業者数を

੷ीる 次にؚূ؛18 ਎੃調ਪの᡺患৏退職૨を᡺患ৎ就業者数にଭगることद ᡺ؚ患৏の退

職者数を推計ख こؚोに᡺患ৎ૮業者数を加えることद૮業のがん患者数を推定घる؛᡺患

৏退職者数म ᡺ؚ患がなऐोय退職खなऊढたものとाなख 就ؚ業増加期待数とघる؛఻৬

的にम਀ 13 のとउりदँる64ع20؛ ୃのがん患者の総数म 49 ਐযؚअठ૮業者が 20

ਐযؚ就業増加期待数म 8ਐযとなढた؛(਀ 13) 

 
਀ 13 ऋ॒೩঻भअठ૮঵঻ؚ಺঵ੜਸ਋ୄਯभ௓৒੥ટ(2064ୃؚ2017ع年ؚਐয) 

a 岶峽೩者ਯ 49 岣೩者৹ਪ岤

b 岰峋᡺೩ৎથ঵者 37 岧ਙ年齢શ೩者ਯ岨¼岧ਙ年齢શ岣ௌ৹岤಺঵૨岨峘়計

c 岰峋᡺೩ৎ૮঵者 12 a - b

d ᡺೩৏୐૙૨ 0.213 岣岶峽೩者峘಺ௌಉ峕ঢ়峃峵ৰଙ৹ਪ岤

e ᡺೩৏୐૙者ਯ 8 E�¼�G

f ૮঵峘岶峽೩者ਯ 20 c + e

g ಺঵ੜਸ਋ୄਯ 8 e
 

 

3.5. HIV૎ഉ঻・AIDS೩঻ 

AIDS(ग़ॖ६)म HؚIVق঄トඊႵ不৸क़ॖル५كに感染घることによढथउこる病ਞदँ

るが HؚIV感染ٙग़ॖ६とःअことदमなः؛HIVमஜഷૉ(ঊルঃーۉリンঃૉقCD4಍

ཝك)に感染खؚඊႵৡを଩ৣさचる؛HIV感染৏ؚঽಁ症૾のなःৎ期ق૮症౜期كが数

年ਢきؚさらにਤষघるとؚඊႵが଩ৣखؚ঩ਮৄ感染症を৅症घるよअになる؛このよअ

にखथؚ຅ಿৡが૳ठることद৅症घるႈ患のअठؚ代਀的な 23の੐ఏとなるႈ患がৠी

らोथउりؚこोらを৅症खたৎਡद AIDS৅症と൧૵さोる  ؛19

                                          
18 本ਟؚ᡺患ৎの年ೡにૢगた就業૨をଭगるसきदँるがؚॎऊらなःのद調ਪৎの年ೡにૢगथ就

業૨をଭगた؛ 
19 ग़ॖ६੒ଆੲ報ॿॵトَग़ॖ६ Q&Aُ Q1 (https://api-net.jfap.or.jp/knowledge/qa_01.html) 
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HIV 感染者఺ल AIDS の൐年の৅ে数にणःथमؚ੃੊ਿ਩等ऊらの報告に基づきग़ॖ

६৿਱੻৩会が把握ख ग़ؚॖ६৅ে৿਱調ਪとखथਁ਀खथःる؛ग़ॖ६৅ে৿਱調ਪق१

ーঋॖছン५كम 1984年 9াऊら৫઩さो 1ؚ989年ऊらमग़ॖ६੒ଆ১ 20に基づき जؚ

खथ 1999 年 4 াਰఋम感染症১ 21に基づऎ感染症৅ে৿਱調ਪの一৖とखथৰ施さो

थःる؛ 

この調ਪにउऐる HIV 感染者とम感染症১のૠ定に基づऎ৏ଠ性ඊႵ不৸症౜ණ৅ে

ඍにより૮症౜性य़ャリアँるःमजの౎とखथ報告さोたもの ऽؚた AؚIDS 患者とमੂ

৚報告ৎに AIDS と൧૵さोたものदँりؚใに HIV 感染者とखथ報告さोथःる症୻

が AIDS を৅症घる等病૾に૗৲をেगたৃ়म১定報告ऊら௾ऊोथःる؛खたがढथؚ

HIV 感染者数と AIDS 患者数にमॲブルढ़क़ントमなऎؚजのऽऽ়計खथ HIV 感染者

/AIDS患者数とघることがदきる؛一方ؚਈੂ HIV感染者とखथ把握さोたものमजの৏

AIDSになढथも AIDS患者とखथढ़क़ントさोなःたी AIDS患者数मৰ੠の AIDS患者

数より৵さऎなढथःることに೏意が૑要दँる؛ 

HIV感染者・AIDS患者の৅ে৿਱をाると 2008年ऽद増加ൊ਱にँढたがؚजの৏૯

यःद推୎खؚ2013年ਰఋम੖૘ൊ਱にँるとःえる؛(௕ 5) 2018年ऽदの報告数の

ྸ計म঩本যとਗবযを়ॎचथ 3ਐ੯ؚजの 8સの 2.4ਐযが঩本যの੬性दँる؛঩

本যの੬性と੓性を়ॎचると 2.5ਐযとなる؛ 

 

                                          
20 ৏ଠ性ඊႵ不৸症౜ණの੒ଆにঢ়घる১൅ق਴ਛ੪年১൅ਸ਼ 2 ಀك 
21 感染症の੒ଆ఺ल感染症の患者にৌघるୢ௜にঢ়घる১൅ق਴ਛ 10 年১൅ਸ਼ 114 ಀك 
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HIV 感染者఺ल AIDS の൐年の৅ে数にणःथमؚ੃੊ਿ਩等ऊらの報告に基づきग़ॖ

६৿਱੻৩会が把握ख ग़ؚॖ६৅ে৿਱調ਪとखथਁ਀खथःる؛ग़ॖ६৅ে৿਱調ਪق१
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थःる؛ 

この調ਪにउऐる HIV 感染者とम感染症১のૠ定に基づऎ৏ଠ性ඊႵ不৸症౜ණ৅ে

ඍにより૮症౜性य़ャリアँるःमजの౎とखथ報告さोたもの ऽؚた AؚIDS 患者とमੂ

৚報告ৎに AIDS と൧૵さोたものदँりؚใに HIV 感染者とखथ報告さोथःる症୻

が AIDS を৅症घる等病૾に૗৲をেगたৃ়म১定報告ऊら௾ऊोथःる؛खたがढथؚ

HIV 感染者数と AIDS 患者数にमॲブルढ़क़ントमなऎؚजのऽऽ়計खथ HIV 感染者

/AIDS患者数とघることがदきる؛一方ؚਈੂ HIV感染者とखथ把握さोたものमजの৏

AIDSになढथも AIDS患者とखथढ़क़ントさोなःたी AIDS患者数मৰ੠の AIDS患者

数より৵さऎなढथःることに೏意が૑要दँる؛ 

HIV感染者・AIDS患者の৅ে৿਱をाると 2008年ऽद増加ൊ਱にँढたがؚजの৏૯

यःद推୎खؚ2013年ਰఋम੖૘ൊ਱にँるとःえる؛(௕ 5) 2018年ऽदの報告数の

ྸ計म঩本যとਗবযを়ॎचथ 3ਐ੯ؚजの 8સの 2.4ਐযが঩本যの੬性दँる؛঩

本যの੬性と੓性を়ॎचると 2.5ਐযとなる؛ 

 

                                          
20 ৏ଠ性ඊႵ不৸症౜ණの੒ଆにঢ়घる১൅ق਴ਛ੪年১൅ਸ਼ 2 ಀك 
21 感染症の੒ଆ఺ल感染症の患者にৌघるୢ௜にঢ়घる১൅ق਴ਛ 10 年১൅ਸ਼ 114 ಀك 
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਀ 14 AIDSपेॊଈಝਯ(যઠ৿ଙଁੑؚग़ॖ६৅ে৿਱৹ਪ) 
1995 2000 2005 2010 2014 2015 2016 2017 2018

岣যઠ৿ଙଁ計岤 56 50 69 61 45 56 66 38 43
岣崐崌崢৅ে৿਱৹ਪ岤 73 35 14 11 17 14 14 17 18  
 
 こोमযઠ৿ଙଁ計がଈಝৎのଈ౤ਖ਼定に基づऎもの(৸数)दँるのにৌख ग़ؚॖ६৅ে

৿਱調ਪのଈಝ数मભ意઀出の病૗報告に基づऎものदँりؚ報告さोथःなःଈಝ数が

ँるऊらटと考えらोる؛ 

 このたी AIDSによるଈಝ数とखथमਉಋとखथَযઠ৿ଙଁ計ُを用ःることとघる؛

たटखَؚযઠ৿ଙଁ計 दُ AIDS24とखथ把握૭能になढたのम 1995年ऊらदँるのदؚ

1989年ऊら 1994年にणःथमَग़ॖ६৅ে৿਱調ਪُの病૗ଈಝ数(঩本য)を用ःるこ

ととघる؛ 

 जの結果म਀ 15 のとउりदँりؚ1989 年ਰఋの AIDS によるதૌଈಝ者数मउよज

1500যと推定घる؛ 

 
਀ 15 ग़ॖ६पेॊྸੑଈಝਯ(19892018ؚعয) 

যઠ৿ଙଁ計峕峲峵ଈ౤岶+,9୰峘ଈಝਯ 1���〜2018 1317
崐崌崢৅ে৿਱৹ਪ峘୰૗ଈಝਯ 1�8�〜1��4 164
崐崌崢峕峲峵ଈಝਯ 1�8�〜2018 1481  

 
 この AIDSによるதૌଈಝをඓ௾घると 2018年にउऐる HIV感染者・AIDS患者म 2.0

ਐযと推定さोる؛ 

 HIV感染者・AIDS患者の就業૾யにणःथम 若ؚ௔(2015)の調ਪがँる؛この調ਪमؚ

ग़ॖ६੘௜রறುਡ病੹ؚग़ॖ६੘௜ブটॵॡುਡ病੹ؚACC にৢअ഻性者৺ 2,500 ੡

をৌ଴にؚୢ ௜者より૮੶੡ঽഞ੶ো式ସਖ౛をଦહख 本ؚযが調ਪহ務ଂषഖଛघる方১

दষढたものदँる؛調ਪ A(ブটॵॡುਡ病੹ٔ ACC)ؚ調ਪ B(রறುਡ病੹等)の 2 ण

にীऐथৰ施खた؛A 調ਪम৸ব 8 ブটॵॡと ACC の計 9 病੹にथ 1,786 ௠をଦഘؚ

1,100 ௠を৚ઽؚ৚ઽ૨ 61.6% दँढた؛B 調ਪम 22 病੹にथ 687 ਀をଦഘखؚ369

਀を৚ઽؚ৚ઽ૨ 53.7٫दँढた؛ 

 就労૾ଙをৄると 25ؚ਌に就労が 72.3٫ؚੇহ・ৢ৾のऊたॎら就労ؚ೬職রをஅीる

と 76.7٫が就労खؚ就労खथःなः者म 23.3٫दँる؛లਟの就労৿਱をाると્ؚに਑

                                          
24 যઠ৿ଙଁ計のଈ౤ীథ上म঄トඊႵ不৸क़ॖル५(HIV)病 
25 ਰৣؚA調ਪの結果दৄる؛ 
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଒なऎ働ःथःきたःとघる者が 58.4٫ؚ௏೨૾ଙに়ॎचた਑଒ृ調整をखथ働ःथः

きたःが 34.7٫ दؚきोय働きたऎなः・働ऎणもりमなःが 6.9٫となढथउり 9ؚ3.1٫

が就労のൌ஦を੅ढथःる؛ 

 こोを౷ऽえؚ2018 年にउऐる推定 HIV 感染者・AIDS 患者の総数に若௔(2015)のસ

়をి用ख ૮ؚ業者数を઴出घる؛ऽた లؚਟ的就業ൌ஦૨とਠ૔の就業૨との୷を૮業者

の就業ൌ஦૨ととらえؚここऊら就業増加期待数を推定घる؛ 

 
਀ 16 HIV૎ഉ঻・AIDS೩঻पঢ়घॊ௓৒੥ટ(2064ୃؚ2018ع年ؚਐয) 

a $,'6峕峲峵தૌଈಝ峼௾岹+,9૎ഉ者嵣
$,'6೩者峘௓৒க 2.1 岣崐崌崢৅ে৿਱৹ਪ岤岣যઠ৿

ଙଁ計岤岵峳௓計

b $,'6峕峲峵ଈಝਯ(�1�8�〜2018) 0.15 岣崐崌崢৅ে৿਱৹ਪ岤岣যઠ৿
ଙଁ計岤岵峳௓計

c +,9૎ഉ者嵣$,'6೩者ਯ(20〜64歳) 2.0 a - b

d ಺঵者峘સ় 0.767 ଄௔(201�)

e లਟ的಺঵ൌ஦者峘સ় 0.931 ଄௔(201�)

f ૮঵者 0.5 F�¼�(1���G)

g ಺঵ੜਸ਋ୄਯ 0.3 F�¼�(H���G)
 

 
 ఻৬的な推定結果म਀ 16のとउりदँる؛HIV感染者・AIDS患者の総数म 2.0ਐযؚ

अठ૮業者म 0.5ਐযؚ就業増加期待数म 0.3ਐযとなढた؛ 

3.6. ৈ次౼ਃચ障૩ 

 َ高次脳機能障害ُमؚऐがृ病ਞによりؚ脳に௤ംを଀ःؚ੶༨障害ؚି意障害ؚຄষ

障害 社ؚ会的ষ৿障害なनの症૾がেग こؚोらの症૾により ঩ؚଞে活ऽたम社会ে活に

਑৺がँる૾ଙदँる26؛ 

 ௐে労働੄َে活のखづらさなनにঢ়घる調ਪُ(2016)によるとؚ高次脳機能障害者と

൧૵さोた者म 32.7ਐযदँるが जؚの੗ऎが高ೡ者दँるたी 64ୃदाるとع2ؚ0 8.0

ਐযदँる؛(਀ 17) 

 

                                          
26 বয়障害者リঁঅリॸー३ঙン७ンター 高次脳機能障害ੲ報・੍ର७ンターَ高次脳機能障害を৶

ੰघるُ(http://www.rehab.go.jp/brain_fukyu/rikai/)を૞考にखた؛ 
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਀ 17 ৈ次౼ਃચ障૩঻ध൧૵औोञुभ(2016年ؚਐয) 
年齢計 20〜64歳 20〜2�歳 �0〜��歳 40〜4�歳 �0〜��歳 60〜64歳 6�歳ਰ঱
32.7 8.0 0.6 1.0 1.9 2.4 2.1 24.0  

ௐে労働੄َে活のखづらさなनにঢ়घる調ਪُ 

 
 障害者職業総়७ンター(2011)によるとؚ高次脳機能障害者の 45.3٫がَਠ૔ؚઽোの

ँるலহに就ःथःるُؚ 24.1٫がَਠ૔मலহदのઽোमなःがૌுにઽোのँるலহに

就ःथःたことがँるُؚ 30.6٫がَૌுにઽোのँるலহに就ःたことमなःُとなढथ

ःる؛この調ਪम 65ୃが調ਪৌ଴となढथउりع15 こؚोをこのऽऽ 64ୃにਊथमع20

ीるとؚથ業者のસ়म 45.3٫ؚ૮業者のસ়म 54.7٫となるَ؛ ਠ૔मலহदのઽোम

なःがૌுにઽোのँるலহに就ःथःたことがँるُを高次脳機能障害によりலহをോ

ीたものとाなखؚ就業増加期待数のસ়とाなघとؚ高次脳機能障害者のअठ૮職の者ؚ

就業増加期待数मजोझो 4.4ਐযؚ1.9ਐযとなる؛(਀ 18) 

 
਀ 18 ৈ次౼ਃચ障૩঻भ௓৒ਯ(2016年ؚਐয) 

a ੕ਯ 8.0 岣েણ峘峁峏峳岿峔峓峕ঢ়峃峵৹ਪ岤

b 岣ਠ૔峙லহ峑峘ઽো峙峔岮岶ૌு峕ઽো峘岬
峵லহ峕಺岮峐岮峉岽峒岶岬峵岤者峘સ় 0.241 障害者૙঵੕়崣嵛崧嵤(2011)

c 岣ૌு峕ઽো峘岬峵லহ峕಺岮峉岽峒峙峔岮岤者峘
સ় 0.306 障害者૙঵੕়崣嵛崧嵤(2011)

d ૮঵者 4.4 D�¼�(E���F)

e ಺঵ੜਸ਋ୄਯ 1.9 D�¼�E
 

 

3.7. ଄年ਙੳੴඪ 

 若年性認知症म 6ؚ5ୃ未௥द৅症घる認知症दँる؛若年性認知症にणःथम ع2ؚ006

2008年にَ若年性認知症のৰଙとৌૢの基ೕ整૟にঢ়घるଢ଼஢ُがষॎोथःる؛こोम

୕৛਩ؚ૯ଘ৘௃ਨયؚ೉ਣ৘৸ୠを調ਪৌ଴とखथؚ認知症のୢ௜ृ৳௏・ૣකなनにબ

る૭能性がँる৉ୠの施設・機ঢ়(病੹ؚ൧௜所ؚ৳௏所ؚഠয৳௏施設ؚ৘঴੨৳௏७ン

ターؚ૔୧ஂ護੍ର७ンターؚ௰ਖ่護५ॸー३ঙンؚஂ護੍ରহ業所્ؚ別養護ഠয঍ー

঒)にৌखथ調ਪखたものदँる؛この調ਪ結果によるとؚযઠ 10 ਐযਊたりのથ病૨म
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就業増加期待数मजोझो 4.4ਐযؚ1.9ਐযとなる؛(਀ 18) 
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b 岣ਠ૔峙லহ峑峘ઽো峙峔岮岶ૌு峕ઽো峘岬
峵லহ峕಺岮峐岮峉岽峒岶岬峵岤者峘સ় 0.241 障害者૙঵੕়崣嵛崧嵤(2011)

c 岣ૌு峕ઽো峘岬峵லহ峕಺岮峉岽峒峙峔岮岤者峘
સ় 0.306 障害者૙঵੕়崣嵛崧嵤(2011)

d ૮঵者 4.4 D�¼�(E���F)

e ಺঵ੜਸ਋ୄਯ 1.9 D�¼�E
 

 

3.7. ଄年ਙੳੴඪ 

 若年性認知症म 6ؚ5ୃ未௥द৅症घる認知症दँる؛若年性認知症にणःथम ع2ؚ006

2008年にَ若年性認知症のৰଙとৌૢの基ೕ整૟にঢ়घるଢ଼஢ُがষॎोथःる؛こोम

୕৛਩ؚ૯ଘ৘௃ਨયؚ೉ਣ৘৸ୠを調ਪৌ଴とखथؚ認知症のୢ௜ृ৳௏・ૣකなनにબ

る૭能性がँる৉ୠの施設・機ঢ়(病੹ؚ൧௜所ؚ৳௏所ؚഠয৳௏施設ؚ৘঴੨৳௏७ン

ターؚ૔୧ஂ護੍ର७ンターؚ௰ਖ่護५ॸー३ঙンؚஂ護੍ରহ業所્ؚ別養護ഠয঍ー

঒)にৌखथ調ਪखたものदँる؛この調ਪ結果によるとؚযઠ 10 ਐযਊたりのથ病૨म
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47.6য(੬性 57.8যؚ੓性 36.7য)दँりؚ推定患者数म 3.8ਐযदँる27؛ 

 
਀ 19 ଄年ਙੳੴඪ(20062008ع) 

年齢 ௓৒೩者ਯ
੬ਙ ੓ਙ ੬੓計 (ਐয)

18-19 1.6 0 0.8 0.002
20-24 7.8 2.2 5.1 0.037
25-29 8.3 3.1 5.8 0.045
30-34 9.2 2.5 5.9 0.055
35-39 11.3 6.5 8.9 0.084
40-44 18.5 11.2 14.8 0.122
45-49 33.6 20.6 27.1 0.209
50-54 68.1 34.9 51.7 0.416
55-59 144.5 85.2 115.1 1.201
60-64 222.1 155.2 189.3 1.604
18-64 57.8 36.7 47.6 3.775

যઠ10ਐযਊ峉峴થ୰૨(য)

 
ৱમ出所 ફি(2009) 

 
 就業૾ଙにঢ়खथमؚ障害者職業総়७ンター(2016)َ若年性認知症を৅症खたযの就

業ಲਢのたीにُがऽとीた各ர調ਪをाるとؚउउिब৅症৐就労者のअठ৺ 9 સが退

職खथःる؛(਀ 20) 

 

                                          
27 ફি(2009)  

 گ

૚
૛
（
個
別
積
上
げ
方
式
）



30

 

30 
 

਀ 20 ଄年ਙੳੴඪ॑৅ඪखञযभ಺঵ಲਢ૾ய(৅ඪৎ಺労঻) 
ਾઔછ ৹ਪ年া ಺ௌಲਢك٫ق ೬૙রك٫ق ୐૙(�)

1)�পਿ崣嵛崧嵤 +1�年1া 3.6 4.2 92.2
2)�ཱྀவ਩ +1�年1া 4.3 5.7 90.0
�)�૸୴਩ +1�年8া 6.7 8.7 84.6
4)�ূ਎੃ +20年2া 12.9 6.5 80.6
�)�পଚ৘ +20年6া 4.4 8.8 86.8
6)�ઁਣ਩ +22年�া 7.7 2.6 89.7
�)�ౡ਽਩ +22年�া 6.3 5.2 88.4
8)�ਨਲ੊ +2�年�া 7.9 10.5 81.6
�)�পਿ崣嵛崧嵤 +2�年�া 7.7 3.5 88.8

౐ෞ਴಑ 6.8 6.2 87.0  
ৱમ出所 障害者職業総়७ンター(2016)  

(ି)  ౐ෞ਴಑म本৖会による؛各報告છのタॖトルमਰৣのৢり؛ 

若年認知症のॣアउよल社会的੍ରにঢ়घるଢ଼஢হ業報告છ ఎ知਩にउऐる若年性認知症ৰكڭ

ଙ調ਪق੿業৖会 Aك 

 வ਩若年認知症ৰଙ把握調ਪ報告છཱྀكڮ

 ૸୴਩ 認知症ৌੁଢ଼஢会報告છكگ

 ਎੃若年性認知症ে活ৰଙ調ਪ報告છূكڰ

 كপଚ৘ق若年認知症のৰଙ調ਪ結果報告છكڱ

 ਣ਩若年性認知症のৰଙにঢ়घる調ਪ報告ઁكڲ

 كౡ਽਩ق若年性認知症にঢ়घるৰଙ調ਪ報告છكڳ

 كਨਲ੊قك2次調ਪق若年性認知症ৰଙ調ਪ報告છكڴ

 ك2次調ਪق若年性認知症者のে活ৰଙ఺ल஍果的な੍ର方১にঢ়घる調ਪଢ଼஢報告છكڵ

 
 若年認知症にબる૮業者数の઴出にਊたढथम 若ؚ年性認知症の者の性・年ೡ別ীഘऊら

৅症ৎの就業૨をَ労働ৡ調ਪُ(2008 年)を用ःथ઴出खؚ৅症ৎ就業者数を推計घる؛

णःद৅症৏にजのअठの 87.0٫(਀ 20 ౐ෞ਴಑)が退職घるものとखथؚ৅症ৎ૮職の

者と৅症৏退職खた者の়計をਠ૔૮職の者とखथ推計खた؛ऽたؚ৅症৏に退職खた者

(87.0٫)を 若ؚ年性認知症にൣअ௞職と考え 就ؚ業増加期待数とाなखた؛఻৬的な推定結

果म਀ 21のとउりदँりؚ૮業者म 3.4ਐযؚ就業増加期待数म 2.4ਐযとなढた؛ 
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਀ 20 ଄年ਙੳੴඪ॑৅ඪखञযभ಺঵ಲਢ૾ய(৅ඪৎ಺労঻) 
ਾઔછ ৹ਪ年া ಺ௌಲਢك٫ق ೬૙রك٫ق ୐૙(�)
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4)�ূ਎੃ +20年2া 12.9 6.5 80.6
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�)�ౡ਽਩ +22年�া 6.3 5.2 88.4
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౐ෞ਴಑ 6.8 6.2 87.0  
ৱમ出所 障害者職業総়७ンター(2016)  
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若年認知症のॣアउよल社会的੍ରにঢ়घるଢ଼஢হ業報告છ ఎ知਩にउऐる若年性認知症ৰكڭ

ଙ調ਪق੿業৖会 Aك 

 வ਩若年認知症ৰଙ把握調ਪ報告છཱྀكڮ

 ૸୴਩ 認知症ৌੁଢ଼஢会報告છكگ

 ਎੃若年性認知症ে活ৰଙ調ਪ報告છূكڰ

 كপଚ৘ق若年認知症のৰଙ調ਪ結果報告છكڱ

 ਣ਩若年性認知症のৰଙにঢ়घる調ਪ報告ઁكڲ

 كౡ਽਩ق若年性認知症にঢ়घるৰଙ調ਪ報告છكڳ

 كਨਲ੊قك2次調ਪق若年性認知症ৰଙ調ਪ報告છكڴ

 ك2次調ਪق若年性認知症者のে活ৰଙ఺ल஍果的な੍ର方১にঢ়घる調ਪଢ଼஢報告છكڵ

 
 若年認知症にબる૮業者数の઴出にਊたढथम 若ؚ年性認知症の者の性・年ೡ別ীഘऊら

৅症ৎの就業૨をَ労働ৡ調ਪُ(2008 年)を用ःथ઴出खؚ৅症ৎ就業者数を推計घる؛

णःद৅症৏にजのअठの 87.0٫(਀ 20 ౐ෞ਴಑)が退職घるものとखथؚ৅症ৎ૮職の

者と৅症৏退職खた者の়計をਠ૔૮職の者とखथ推計खた؛ऽたؚ৅症৏に退職खた者

(87.0٫)を 若ؚ年性認知症にൣअ௞職と考え 就ؚ業増加期待数とाなखた؛఻৬的な推定結

果म਀ 21のとउりदँりؚ૮業者म 3.4ਐযؚ就業増加期待数म 2.4ਐযとなढた؛ 
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਀ 21 ଄年ਙੳੴඪपঢ়घॊ௓৒੥ટ(ਐয) 
a ੕ਯ 3.8 ਀�0
b ৅ඪৎથ঵者峘સ় 0.716 岣ௌ௮ৡ৹ਪ岤峔峓岵峳௓計
c ৅ඪৎથ঵者峘岰峋৅ඪ৏୐૙峁峉者峘સ় 0.870 障害者૙঵੕়崣嵛崧嵤2016ق)
d ૮঵者ਯ 3.4 D�¼�(1���E���E�¼�F)
e ಺঵ੜਸ਋ୄਯ 2.4 D�¼�E�¼�F  
 

3.8. ॠকンঈঝൂோඪ 

 2018年にਛয়खたギャンブル依存症ৌੁ基本১によるとギャンブル依存症मَ ギャンブ

ル等ق১൅の定ीるとこौによりষॎोるਁ੾଼ૼ रؚठんこોにબるฉૼजの౎のೝౘষ

ನをःअك…؛にのीり੢िことにより঩ଞে活ྼम社会ে活に੍障がেगथःる૾ଙ दُ

ँると定ଝさोथःる؛ 

 ギャンブル依存症のৰଙにणःथम 2ؚ017年にؚবয়病੹機ଡ୲౔ଘୢ௜७ンターবয়

病੹機ଡ୲౔ଘୢ௜७ンターがَ ব৔のギャンブル等依存にঢ়घるႵ৾調ਪ (ُ৸ব調ਪ)を

ৰ施खथःる؛この調ਪमؚ৸ব 300 ৉ਡのકড়基本઎໩ऊら૮੿ನにৌ଴者をྴ出खؚ

એம調ਪをৰ施खたものद調ਪৌ଴者数म 10,000 ੡ؚ৚௦者数म 5,365 ੡ق৚ઽ૨

ك53.7٫ؚ ギャンブル等依存にঢ়घる調ਪඨ৯にउऐるથ஍৚௦数म 4,685 ੡قથ஍৚௦

૨  ؛ギャンブル等依存のਖ਼定にणःथमؚSOGS28をઞ用खथःる؛दँढたك46.9%

 こोによるとؚૌு 1 年ਰ৔のギャンブル等の৽ୡ等の௬੼ऊらَギャンブル等依存が

ઑॎोる者ُのસ়म 0.8%(95%ਦ౅ય৑ ऽたেၺद௬੼ख؛と推計さोる(1.1٫ع0.5

たৃ়मَؚ ギャンブル等依存がઑॎोる者ُのસ়म 3.6٫(৊ ギャ؛दँる(4.2٫ع3.1

ンブル等依存がઑॎोる者がਈもよऎउসをઞढたギャンブル等म ঃؚॳンコ・ঃॳ५টद

ँる؛ 

 ギャンブル等依存がઑॎोる者のસ়を౎の੔ਤবとૻຎखथाるとؚ঩本म౎বにૻ

स高ःق؛௕ 6ك 

 

                                          
28 The South Oaks Gambling Screen؛アওリढ़の१क़५ड़ーॡ५ଃ੮が৫৅खたؚ世ੀ的にਈも੗ऎ

用ःらोथःるギャンブル依存の५ॡリーニンॢॸ५ト12؛ඨ৯(20ਡ௥ਡ)のସਖরؚ5ਡਰ上のৃ়

にギャンブル等依存のઑःँりとさोる؛ 
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अとखथःる؛।ー঒依存症にणःथのॹータमऽट૘なः؛ஏ૊(2018)によるとؚর৾

ে・高ૅেのअठؚॖンターॿॵトの病的ઞ用者 31मؚ2017 年のর৾दम ੬৕ق12.4٫

10.6٫ؚ੓৕ ك14.3٫ؚ 高ૅदम ੬৕ق16.0% 13.2٫ؚ੓৕ 2012年؛दँढたك18.9٫

にも৊஘の調ਪをষढथःるが 2ؚ012年にૻसপ்に増加खथउり્ؚにর৾दम೅増ख

थःる য数にఌ઴घるとؚর৾ে・高ૅেのॖンターॿॵトの病的ઞ用者म؛32 2017 年

द 93ਐযと推定さोथःる33؛ 

।ー঒依存も౎の依存症と৊஘に社会的ਖ਻をൣः 就ؚ業にも୶஭घるउजोがँる؛ব

੠ႈ病ীథ(ICD)にउःथも ਈؚৗの ICD-11द।ー঒障害が৥નにਜ਼઼હऐらोたとこौ

दँる؛खऊखながらਠৎਡदम્ؚ にਛযにउऐるॹータがેীदमなःことऊら ০ؚ৚

の੿業दम推計をৄଛढた؛ 

3.9. ఇ੟ൂோ 

薬物依存症とम পؚ๊ृ๊薬 ३ؚンॼーなनの薬物をऎりऊえखઞःたःؚँ るःमઞढ

थःなःと不඿になるたीઞःਢऐるؚृीよअとઓढथもृीらोなःとःअ૾ଙदँ

る ব৔दमਭ刑者の؛34 4যに 1যमಁचःදহಬदؚૠ਑薬物ઞ用ഄのँるযम৸বড়

の 2.5%ؚ薬物ೊ用によるୢ௜ાコ५トम年৑ 2,000੏৞ਰ上と推定さोथःる  ؛35

薬物依存のৰଙにणःथम বؚয়ಖઋ・ઋ৽ୢ௜ଢ଼஢७ンターがௐে労働ఐ৾ଢ଼஢ાଓஃ

সによりَ薬物ઞ用にঢ়घる৸বકড়調ਪُをৰ施खथःる؛この調ਪमؚ೑がবの一ಹક

ড়にउऐるୢ薬ષઞ用をஅि薬物ઞ用のਈৗ૾யを把握घるとともにؚ৽年的な૗৲をঔ

ニタリンॢघることを৯的とखथःる1995؛年ਰਟ࿒年दৰ施さोؚਁ਀さोथःるਈৗ

の調ਪम 2017年दँる؛調ਪのৌ଴म 64ୃの一ಹકড়ع15 5000যदँり કؚড়基本઎

໩に基づきಽ৲੸஺మ૮੿ನྴ出によりྴ出さोたものदँる؛調ਪमহ৐にトঞーニン

ॢをਭऐた調ਪ৩がৌ଴者୧をૺ別௰ਖख 調ؚਪହ৥उよल調ਪ用౛のଦഘ・৚ઽをষढた

                                          
31 Youngの 8ඨ৯による५ॡリーニンॢॸ५トを用ःؚ5ඨ৯ਰ上ჾਊखた者をَ病的ઞ用者ُとखथ

ःる؛ 
32 2012年の結果を৾年別েെ数をઞः調整घるとؚর৾दम ੬৕ق6.0٫ 4.4٫ؚ੓৕ ك7.7٫ؚ 高ૅद

म ੬৕ق9.4٫ 7.6٫ؚ੓৕  ؛ك11.2٫
33 ⎨ઠ(2020) 
34 ௐে労働੄َ薬物依存症ُ https://www.mhlw.go.jp/kokoro/know/disease_drug.html 
35  ஏ૊ ൄَ薬物依存ُhttps://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/heart/k-04-002.html 

ௐে労働੄ e-ঊル५ॿॵト  
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थउりؚ2017 年にउःथमؚ৚ઽ 2905 ੡(৚ઽ૨ 58.1٫)ؚથ஍৚௦ 2899 ੡となढथ

ःる36؛ 

2017年の調ਪ結果をৄるとؚ薬物ઞ用のেၺ৽ୡ૨म 2.3٫ؚ薬物ઞ用のেၺ৽ୡ者য

ઠの推計கम 216ਐযदँる 薬物ઞ用者যઠ推計கम؛37 2007年の 309ਐযをআーॡに

੖૘ൊ਱にৄえるがਦ౅ય৑がઁःたी૵定मदきなः ੬੓別にाると੬性が؛38 168ਐ

যؚ੓性が 48ਐযと推計さोथउりؚ薬物ઞ用者のउよज 8સが੬性दँる؛(਀ 22)  

 
਀ 22 ఇ੟ઞ৷भেၺ経ୡ঻যઠؚ経ୡ૨(2017) 
ఇ੟ઞ৷েၺ৽ୡ者যઠ(ਐয) 216
岜岰峋੬ਙ 168
岜岰峋੓ਙ 48
ఇ੟ઞ৷েၺ৽ୡ૨(�) 2.3  
ৱમ出所 ധஉ(2018) ਀ ਀؜76 77ؚ, pp.132 - 133 

 
薬物ઞ用の৔๨とखथम జؚਟऊらથ機ྃදがਈも੗ऊढたが ੺ؚ年मপ๊が増加ൊ਱に

ँり 2ؚ017年दमથ機ྃදを上৚ढた؛(௕ 7) 2017年दৄるとপ๊が 133ਐযؚથ機

ྃදが 103ਐযؚಁचःදが 50ਐযとなढथःる؛ധஉ(2018)दमؚপ๊ઞ用をઍ認घ

る考えが 10 代30ع 代にउःथ増加खथउりؚ若年ಽにৌघる੒ଆཟ৅が重要दँるとख

थःる39؛ 

 

                                          
36 ധஉ(2018) p.1 
37 ധஉ(2018) ਀ 77ؚ਀ 76ؚpp.132 - 133 
38 2017年の推計கम 216ਐযटがؚਦ౅ય৑म 141ਐয291عਐয؛こोम薬物৽ୡ者の१ンউル数

が૘なःたीदँる؛ 
39 ധஉ(2018), p.16 
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௕ 7 ఇ੟ઞ৷भেၺ経ୡ૨भ௓୎ 

 
ৱમ出所 ധஉ(2018) ௕ 33, p.134 

 
 なउؚ薬物ઞ用の 1年৽ୡ૨दाると 2ؚ017年म 0.14٫दँりؚেၺ৽ୡ者のপ৖ী

म 1年ਰ৔にઞ用खथःなः؛ 

薬物ઞ用者の就業૾ଙをाると薬物ઞ用者(েၺ৽ୡँり)のથ業૨म েؚၺ৽ୡのなःも

のよりも高ः このたीؚ૮業者ؚ就業増加期待数にणःथの推計मষॎなःこととख؛40

た؛なउ 就ؚ業ൊ਱をৄると 薬ؚ物ઞ用者मঽ੾業のસ়が高ःとःअ્ඉがँる؛(਀ 23) 

 
਀ 23 ఇ੟ઞ৷経ୡશभ಺঵૾ଙ(2017年) 

়計 થ૙ ૮૙ ঽ੾঵ ਫ঺৩ శਫ঺৩ ৾ে ਌എ嵣਌୏ ૮૙
েၺ৽ୡ峔峁 100% 72% 28% 9% 50% 14% 8% 15% 5%
েၺ৽ୡ岬峴 100% 92% 8% 27% 45% 19% 2% 3% 3%  
ৱમ出所 ധஉ(2018) ਀ 65より本৖会推計 

(ି) َजの౎ُ఺लَ૮৚௦・不৥ُを௾ःथસ়を計઴खた؛ 

 

                                          
40 この一णの৶૓とखथؚ薬物ઞ用者の੗ऎが੬性दँることが考えらोるがؚ薬物ઞ用者の性別の就

業૾ଙのॹータがਁ਀さोथःなःのदؚ推計मदきなऊढた؛ 
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3.10. ॔ঝ॥شঝൂோඪ 

アルコール依存症म পؚ量のධඣをশ期にॎたढथਢऐることद ඣؚがなःとःらोなऎ

なる૾ଙदँる؛जの୶஭がಖઋએにも ମؚ৬એにも਀ो லؚহがदきなऎなるなनে活એ

にも੍障が出थऎる؛ऽたアルコールが௷ऐるとؚॖছॖছृઋ৽ૌสؚ不༒୍ؚ൱・ဇき

ਞؚৣበؚুの൜えؚ৅࿨ؚᄄဿ・৿ᠶなनの௞൓症૾が出थऎるのदؚजोを೪えるたी

にؚऽたධんदखऽअとःढたことがକこる؛ 

アルコール依存症मَ ౯認の病 とُもःॎोるよअに 本ؚযम病ਞを認ीたがらなःൊ਱

にँる؛ःढたんධඣをृीथも जؚの৏に一২दもධिと ऽؚた੪の૾ଙにರढथखऽअ

のद ਘؚः意ಂद૵ඣをघる૑要がँる؛本যが੘௜にৌखथ積ா的に਄りੌिことؚੇ ఔ

をमगीఢ೧のযの१এートが重要दँる41؛ 

ௐে労働੄َ 患者調ਪ (ُ2017)によると 総ؚ患者数दৄथ アؚルコールઞ用(ධඣ)による

ಖઋउよलষ৿の障害のँるものが 5.4ਐয(2064ୃعद 3.2ਐয) アؚルコール性ຩႈ患

が 3.7 ਐয(৊ 1.8 ਐয)दँり়ؚॎचると 9.1 ਐযとなる؛खऊखこोらम੘௜রのも

のに଒らोる؛上஽のৢり本যの認௙がなऎ੘௜をষढथःなः ऽؚたम੘௜を෻౯खथः

る者が੗ःことを考ൟघるとૌ૘推計दँる؛ 

アルコール依存症にঢ়खथमؚ2013年にௐে労働ఐ৾ଢ଼஢ાଓஃসとखथَWHO世ੀ

ਅറを౷ऽえたアルコールのથ害ઞ用ৌੁにঢ়घる総়的ଢ଼஢ がُষॎो जؚのたीの৸ব

調ਪが 2013 年 7 াにৰ施さोた؛この調ਪमؚ৸বऊらಽ৲੸஺మ૮੿ನྴ出をষःؚ

調ਪੈৡを੭थએம調ਪをষढたものदँりؚથ஍৚௦म 4153যदँる42؛ 

調ਪ৔ઍमؚアルコールઞ用障害৊定ॸ५ト (AUDIT: Alcohol Use Disorders 

Identification Test)ؚICD-10の൧૵方১による調ਪなनदँる؛ 

AUDIT म 1990 年代ੂीؚWHO のॖン७ンॸॕブद৫৅さोたධඣਖ਻の५ॡリーニ

ンॢॸ५トदँる10؛ のସਖඨ৯ऊらなりؚ৚௦を੭ਡ৲(ਈপ 40 ਡ)घる؛ढ़ॵトड़フ

கम各বのධඣધ৲にజढथঽ૓に設定दきるがؚ世ੀ的にम 8 ਡਰ上が஠૫なධඣؚ13

ਡਰ上がアルコール依存症のઑःとさोる  ؛43

                                          
41 ਰ上मௐে労働੄َアルコール依存症ُ 

https://www.mhlw.go.jp/kokoro/know/disease_alcohol.html を૞සखた؛ 
42 ਰৣؚ調ਪ結果मஏ૊৪ௐ(2014)による؛ 
43 ௐে労働੄ e-ঊル५ॿॵトَAUDITُ 

 https://www.e-healthnet.mhlw.go.jp/information/dictionary/alcohol/ya-021.html 
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2013年調ਪदम AUDIT 8ਡਰ上(஠૫なධඣ)が੬性द 24.5٫ؚ੓性द  AUDIT؛3.7٫

16ਡਰ上(ཎ૔的アルコール依存症)が੬性द 4.6٫ؚ੓性द 0.7%ؚAUDIT 20ਡਰ上(ア

ルコール依存症のઑःँり)が੬性द 2.1٫ؚ੓性द 0.2%となढथःる؛(਀ 24) 

 
਀ 24 ॔ঝ॥شঝൂோඪ(ઑः)भ঻भસ়(৸年ೡؚ2013年ؚ٫) 

੬ਙ ੓ਙ
$8',7�8ਡਰ঱ 24.5 3.7
$8',7�16ਡਰ঱ 4.6 0.7
$8',7�20ਡਰ঱ 2.1 0.2
ICT-10 1.0 0.2  
ৱમ出所 ஏ૊৪ௐ(2014)に基づき੿ਛ 

 
AUDIT मアルコール依存症のઑःのँる者の५ॡリーニンॢॸ५トदँるがؚアルコー

ル依存症のન定൧૵मؚ ICD फ़ॖॻছॖンにజअ؛ ICD(International Statistical 

Classification of Diseases and Related Health Problems) मଈಝؚം害ؚଈ౤にબる

WHOが੿ਛखたীథदँり ਠؚ૔ जؚの 10ගदँる ICD-10が用ःらोथःる؛ICD-10

によるアルコール依存症の൧૵फ़ॖॻছॖンमਰৣのとउりदँる؛ 

 
ૌு 1年৑峕ਰৣ峘ඨ৯峘岰峋 3ඨ৯ਰ঱岶৊ৎ峕 1 嵞াਰ঱ਢ岮峉岵岝峨峉峙೷峴ନ峁লਠ峁峉ৃ় 

1 ධඣ峁峉岮峒岮岰ਘ岮ඟ஦岬峵岮峙ਘ಴૎ 

2 ධඣ峘৫઩岝ીവ岝岬峵岮峙ධඣ୤峕ঢ়峁峐ষ৿峼崛嵛崰嵕嵤嵓峃峵岽峒岶൑୔ 

3 రඣ岬峵岮峙੖ඣ峁峉峒岷峘௞൓ඪ૾ 

4 ິਙ峘઒ು 

5 ධඣ峕岵峹峵௫峁峩峮௪௡峼૮ଳ峁岝ධඣ峅峀峵峼岲峔岮ৎ৑峮峇峘஍ટ岵峳峘৚୮峕ਏ峃峵ৎ৑岶భ

শ 

6 ৥峳岵峕થ害峔੥ટ岶କ岷峐岮峵峕峬岵岵峹峳峄ධඣ 

 
 ICD-10の方がよりడखः基૆となるが こؚोによるアルコール依存症ჾਊ者のસ়म੬

性 1.0٫ؚ੓性 0.2٫となる؛ 

 AUDITによढたৃ়も IؚCD-10によढたৃ়もアルコール依存症の(ऽたमजのઑःの

ँる)者のસ়म੬性の方が੓性よりऊなり੗ः2003؛年 2ؚ008年調ਪとૻຎघるとೄ২

のਖ਻ධඣ者のસ়म੬性をরੱに੖૘खथःる૭能性がँるがؚ重২の者の૾யम੝ఒ

खथःなः؛ 

 アルコール依存症の者の推計数मஏ૊৪ௐ(2014)दम AUDIT 20 ਡਰ上の者द 113 ਐ

যؚICD-10によるものद 58ਐযと推計さोथःる؛ 
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本৖会दमより重২の者をとらえると考え ICD-10 によるアルコール依存症の推計数を

఼用ख 性ؚ・年ೡ別のアルコール依存症の者のસ়ऊら 64ୃのアルコール依存症の者ع20

を 43ਐযと推計घる؛(਀ 25) 

 
਀ 25 ICD-10पेॊ॔ঝ॥شঝൂோඪभસ়ध௓ੑਯ(2064ୃع) 
年齢 ੬ ੓
20〜24 0.0% 0.0%
2�〜2� 1.4% 0.0%
�0〜�4 0.0% 1.5%
��〜�� 1.7% 0.0%
40〜44 0.7% 0.0%
4�〜4� 0.7% 0.0%
�0〜�4 2.0% 0.0%
��〜�� 1.2% 0.0%
60〜64 0.9% 0.4%
௓計ਯ(ਐয)
20〜64歳 36 8
੬੓計 43  
ৱમ出所 ஏ૊(2014)ؚ2064ୃعの推計数म本৖会推計؛ 

 
アルコール依存症म லؚহをघるअえद஘رな障害が৅েघる૭能性が高ःが 就ؚ労にঢ়

घるॹータに࿅खःたीؚ০৚ؚ૮業者ؚ就業増加期待数の推計मষॎなऊढた؛ 

3.11. LGBTಉ 

LGBT म Lesbian(੓性の৊性ఎ者)ؚGay(੬性の৊性ఎ者)ؚBisexual(૏性ఎ者)ؚ

Transgender(৬の性とੱの性が一ಱखなःद৬の性にୀਮ感を੅ण者)の୍ધஊをとढた

ものद 性ؚ的૘数者(७ॡ३ャルঐॖঀリॸॕ)を਀घ੉୴の一णとखथઞॎोる こोに؛44

Asexual(૮性ఎ者)を加えथ LGBTAとःअこともँる؛ 

このअठؚLesbian, Gay, Bisexual, Asexualम性的੐਱のਖ਻दँりؚTransgenderम

性ঽ認のਖ਻दँる؛こोらのథ஑にとらॎोङؚઁऎ性的੐਱(Sexual Orientation)ؚ性

ঽ認(Gender Identity)のਖ਻とखथとらえथؚSOGIとःअこともँる؛ 

 本৖会दमؚ本ਟの意௡दの LGBTਰਗがஅऽोथःるৃ়मؚ೶࿤上َLGBT等ُとः

अこととघる؛ 

 LGBT等にঢ়खथमؚਗ਼ৢॲॖংー३ॸॕছ঎ؚLGBT総়ଢ଼஢所ؚ৴়ؚপଚ৘の調ਪ

                                          
44 ১務੄َ੗஘な性にणःथ考えよअع性的ઓ考と性ঽ認ُع

http://www.moj.go.jp/JINKEN/LGBT/index.html 
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本৖会दमより重২の者をとらえると考え ICD-10 によるアルコール依存症の推計数を

఼用ख 性ؚ・年ೡ別のアルコール依存症の者のસ়ऊら 64ୃのアルコール依存症の者ع20

を 43ਐযと推計घる؛(਀ 25) 

 
਀ 25 ICD-10पेॊ॔ঝ॥شঝൂோඪभસ়ध௓ੑਯ(2064ୃع) 
年齢 ੬ ੓
20〜24 0.0% 0.0%
2�〜2� 1.4% 0.0%
�0〜�4 0.0% 1.5%
��〜�� 1.7% 0.0%
40〜44 0.7% 0.0%
4�〜4� 0.7% 0.0%
�0〜�4 2.0% 0.0%
��〜�� 1.2% 0.0%
60〜64 0.9% 0.4%
௓計ਯ(ਐয)
20〜64歳 36 8
੬੓計 43  
ৱમ出所 ஏ૊(2014)ؚ2064ୃعの推計数म本৖会推計؛ 

 
アルコール依存症म லؚহをघるअえद஘رな障害が৅েघる૭能性が高ःが 就ؚ労にঢ়

घるॹータに࿅खःたीؚ০৚ؚ૮業者ؚ就業増加期待数の推計मষॎなऊढた؛ 
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44 ১務੄َ੗஘な性にणःथ考えよअع性的ઓ考と性ঽ認ُع
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がँる؛整৶घると਀ 26のとउりदँる؛ 

 
਀ 26 LGBTಉपঢ়घॊ৹ਪ໪ਏ 

റู ৹ਪৎ਋ ৹ਪৌ଴ ৹ਪ্১ ਌峔৹ਪ੥ટ

ਗ਼ৢ(2018) 2018 ৸ব岝20〜
��歳

崌嵛崧嵤崵崫崰৹ਪ(622�য岝
হ৐崡崗嵒嵤崳嵛崘�6ਐয) /*%7ಽ峙8���

/*%7੕ଢ଼(201�) 2019 ৸ব岝20〜
6�歳

崌嵛崧嵤崵崫崰৹ਪ(2��8য岝
হ৐৹ਪ4�ਐয(થ஍৚௦
��ਐয)ك

/*%7嵣ਙ的૘ਯ者峘સ়峙
10�0٫

৴়(2016) 2016 ৸ব岝20〜
��歳 崌嵛崧嵤崵崫崰৹ਪ(1000) /*%7ಉ(ਙ的嵆崌崶嵒崮崋)ਊহ者

峙8٫

পଚ৘(201�) 2019 পଚ৘岝18
〜��歳

કড়੦ম઎໩峕੦峏岷૮੿
ನྴল岝ഖଛ৹ਪ(1�000য
(થ஍৚௦428�))

崚崌嵣嵔崢崻崊嵛岝崸崌崣崗崟嵍崊嵓岝崰
嵑嵛崡崠崏嵛崨嵤峙2��٫岝崊崣崗崟嵍
崊嵓峼அ峫峵峒���٫  

(ି)  ਗ਼ৢ(2018): ਗ਼ৢॲॖংー३ॸॕছ঎َLGBT調ਪ 2018ُ(2019年 1া) 

LGBT総ଢ଼(2019): LGBT総়ଢ଼஢所َLGBT意௙ষ৿調ਪ 2019ُ(2019年 11া) 

৴়(2016): ৴়َLGBTにঢ়घる職ৃの意௙調ਪُ(2016年 8া) 

পଚ৘(2019):  ཞ৙ऺऊ(2019) 

 
ਗ਼ৢ(2018) LؚGBT総ଢ଼(2019) ৴়ؚ(2016)が 10٫दँるのにৌखع8 পؚଚ৘(2019)

म 3.3٫とপきな୷がँる؛調ਪ方১をৄると ৐ؚ者(3調ਪ)मॖンターॿॵト調ਪदँりؚ

ऊण LGBT にঢ়घる調ਪदँることを৐એにखた調ਪदँる؛一方ؚ৏者(পଚ৘(2019))

म કؚড়基本઎໩に基づऎ૮੿ನྴ出दँり 調ؚਪ੡もَ পଚ৘ড়の働き方とථらखの੗஘

性とુেにऊんघるアンॣートُと૑ङखも LGBT を৐એに出खथःなः؛৐者と৏者を

ૻຎखたৃ়ؚ৐者の方が LGBT 等のਊহ者なनਖ਻にঢ়ੱのँる者にုढथ৚௦を੭ら

ोた૭能性が高ः؛このたी 本ؚ৖会とखथम 調ؚਪৌ଴がপଚ৘のाとःअ਑৺मँるも

ののؚপଚ৘(2019)の LGBT等のસ়を఼用घる؛ 

LGBT等のસ় 3.3٫に 2019年の 59ୃযઠ(7112.8ਐয)をଭगるとؚLGBT(20ع20

LGBT等の৔๨別にाると؛の推定数म235ਐযとなる(59ୃع ।ؚ ・ॖঞ६অアンが0.7٫ؚ

ংॖ७ॡ३গアル 1.4٫ アؚ७ॡ३গアル 0.8٫ トؚছン५४ख़ンॲー0.7٫となढथःる؛
45 

LGBT等の就労にঢ়घるॹータम௹୕दमなः؛৴়(2016)によると LؚGBTਊহ者がମ

                                          
45 ়計が 3.3٫をதえるがؚこोम।ॖ・ঞ६অアンྼमংॖ७ॡ३গアルとトছン५४ख़ンॲーद重複

がँるたीदँる؛ 
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੺にःるযのअठ LGBTにঢ়घる୷別的な਄りඞः(ੰ౻ ఋؚત ଦ઼ؚૡఌなन)を৽ୡखた

ྼमৄୂきखた者म 36.3٫と 3যに 1যが৽ୡྼमৄୂきखथःる؛このことऊら LGBT

等दँる者が就労にਊたり不ਹ・൑難なએがँることが推௄दきるが 就ؚ業૨等にঢ়घるਦ

౅दきるॹータमなः このたीؚ০৚ؚ૮業者ؚ就業増加期待数の推計मষॎなऊढ؛46

た؛ 

3.12. 社会৓ു૧઱ਝ୐ਚ঻ 

 社会的養護とम ৳ؚ護者のなःుญृ ৳ؚ護者に૰護さचることがిਊदなःుญをؚਁ

的ிભद社会的に養୘ख ৳ؚ護घるとともに 養ؚ୘にপきな൑難を抱えるੇ൦षの੍ରをষ

अことदँる؛ుญૣක১に基づऎ社会的養護施設とखथमؚ໚ు੹ؚుญ養護施設ؚੲค

障害ుಢ期੘௜施設(ుญੱ৶੘௜施設)ؚుญঽয়੍ର施設ؚಟ৕ে活੍ର施設ؚঽয়ରஃ

঍ー঒がँる؛ుญૣක১दमजのऺऊ౔஡ؚフ॓঑リー঍ー঒の਑২もँる؛(਀ 27) 

 
਀ 27 社会৓ു૧઱ਝ 

઱ਝ ໚ు੹ ుญു૧઱ਝ ుญੱ৶੘௜
઱ਝ

ుญঽয়੍ର
઱ਝ

ಟ৕েણ੍ର
઱ਝ ঽয়ରஃ嵃嵤嵈

ৌ଴ుญ
໚ు(્峕૑ਏ峔
ৃ়峙岝໽ు峼அ

峪)

৳૧者峘峔岮ు
ญ岝ྦୄ岿島峐岮
峵ుญ峇峘౎୭୆
঱ു૧峼ਏ峃峵ు
ญ(્峕૑ਏ峔ৃ
়峙岝໚໽ు峼அ

峪岞)

ੇ൦୭୆岝৾ૅ
峕岴岻峵ઐ௵ঢ়બ
峇峘౎峘୭୆঱峘
৶૓峕峲峴঺ভে
ણ峢峘ిૢ岶൑
୔峒峔峍峉ుญ

ਂଐষನ峼峔峁岝
峨峉峙峔峃岴峇島峘
岬峵ుญ఺峝ੇ
൦୭୆峇峘౎峘
୭୆঱峘৶૓峕峲
峴েણ੐଑ಉ峼
ਏ峃峵ుญ

ଦ၉者峘峔岮੓
৕ྼ峙岽島峕૆峄
峵হੲ峕岬峵੓৕
఺峝峇峘峬峘峘૰
૧峃峣岷ుญ

ଝਜઇ୘峼ఊവ
峁峉ుญ峑岬峍峐岝
ుญു૧઱ਝಉ
峼୐ਚ峁峉ుญಉ

઱ਝਯ 140 606 46 58 227 154

৒৩ 3,900 32,253 1,892 3,637 4�648਼ఝ 1,012

ਠ৩ 2,706 25,282 1,280 1,309 ���8�਼ఝ
ుญ�6��46য 573

૙৩੕ਯ 4,921 17,883 1,309 1,838 1,994 687  
ৱમ出所 ௐে労働੄َ社会的養୘の推ਤに਱ऐथُ2019年 4া 

(https://www.mhlw.go.jp/content/000503210.pdf) 

 
 ౔஡ フؚ॓঑リー঍ー঒の੻౏ుญ数が増加खथःるખએ 社ؚ会的養護施設のো所数म਴

ਛ 19年こौऽद増加खؚजの৏म੖૘ൊ਱にँる؛(௕ 8) 

 

                                          
46 পଚ৘(2019)दम調ਪ௠をৄる଒り把握૭能と考えらोるがؚऽट౐ෞૐ計結果खऊਁ਀さोथःな

ःたीؚ০৚मਹ用दきなऊढた؛ 
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46 পଚ৘(2019)दम調ਪ௠をৄる଒り把握૭能と考えらोるがؚऽट౐ෞૐ計結果खऊਁ਀さोथःな

ःたीؚ০৚मਹ用दきなऊढた؛ 
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௕ 8 ਏ保૧ుญਯभ௓୎ 

 
ৱમ出所 ௐে労働੄(2019) َ社会的養୘の推ਤに਱ऐथُ2019年 4া 

 
 ૌுに社会的養護施設を退所खた者にঢ়घるॹータमなः؛ऽたૌுのフটーঋー५の

退所者数をྸ計घることも考えらोるが໚ు੹ऊらుญ養護施設に୎る(ೈ઼૗ಌ)なनॲ

ブルढ़क़ントも考えらोるのदି意が૑要दँる؛このたी社会的養護施設の退所者数(५

トॵॡঋー५)を推計घるにँたढथमుญ養護施設ো所者のর৾෮業ৎのয数दढ़क़ント

घることとखた؛ௐে労働੄ੇ൦ૣකୖ調स(َ 社会的養護のਠயにঢ়घる調ਪ )ُによると

ుญ養護施設ుのর৾෮業者म 2017 年द 2342 যदँる؛年によढथ૗৿がँるが੺年

दमउउिब このたीؚऊなりপහ把な૥઴とखथ؛2500যの৐৏となढथःるع2300

ుญ養護施設ుのর৾෮業者म൐年 2500যங২とෘ定खؚこの 45年ীदँる৺ 11ਐয

を社会的ૣක施設退所者数とखた؛ 

 社会的ૣක施設退所者にणःथؚుญ養護施設ుのপ৾ਤ৾૨が੝ఒखथःるとमःえ

ऽट଩ः(2017年 1ؚ6.1٫)とःढたॹータमँるが 就ؚ労にঢ়घるॹータに࿅खऎ ০ؚ৚ؚ

૮業者ؚ就業増加期待数の推計मষॎなऊढた؛ 

3.13. ദਜਚলਚ঻ಉ 

 刑務所出所者等(刑務所・༃઼所等を出所खた者)म刑౟者ともళयोる؛刑務所出所者等

の就労म 刑ؚ務所出所者等ঽମがে活खथःऎ上द不૭ಳなものदँるが ৊ؚৎに லؚহが
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दきなःことがગಬをেिとःअ意௡द社会৸৬のਖ਻दもँる؛ 

刑務所ো所खथऎる者のअठಬৎに૮職の者म 69.1٫と 7સをಚीる؛ગಬによりગো

खथऎる者दाると 71.8٫とこのસ়मさらに高ऎなる؛(਀ 28) 

 
਀ 28 োਚਭദ঻पಚीॊಬৎ૮૙भ঻भસ়(2018ؚ٫) 

੕ਯ ગো者 ੂো者
੬੓計 69.1 71.8 65.1
੬ਙ 67.6 70.7 63.0
੓ਙ 82.6 85.0 80.3  

ৱમ出所 ১務੄َጌਫଁ計年報ُ(2018)に基づき本৖会द推計 

(ି)  ੂো者मؚৗਭ刑者のअठગো者ਰਗの者とखथ計઴؛ 

 
刑務所出所者等のअठ ૮ؚ職の者とથ職の者のગಬ૨をઉமૻຎखたॹータमなःが ৳ؚ

護௴௄রؚघなॎठෘ出所রの者にणःथのથ職・૮職の者の別の刑務所等षのગো૨(ગ

ಬ૨)を১務੄がਁ਀खथःるृृ؛ॹータがଽःがؚこोをৄるとலহをखथःる者が

7.6٫にৌख ૮ؚ職の者が 28.1٫दँる؛このことऊら১務੄म ৳ؚ護௴௄রに૮職दँढ

た者のગಬ૨मથ職者の৺ڰ೅दँりؚலহのથ૮がગಬ૨にপきな୶஭をଖえるとखथ

ःる47؛ 

 
਀ 29 保૧௴௄রभ঻भગಬ૨(20092013ؚ٫ع) 

થ૙者 ૮૙者
ગಬ૨ 7.6 28.1  

ৱમ出所 ১務੄َ৳護௴௄所ُ 

http://www.moj.go.jp/hisho/seisakuhyouka/hisho04_00040.html 

 
 刑務所出所者等にणःथम১務੄َ ጌਫଁ計 दُ出所ਭ刑者数とखथ把握घることがदき

る2018؛年दम出所ਭ刑者数म 21,060য(੬性 19,010যؚ੓性 2050য)ؚ2064ୃع

दৄると 18,271য(੬性 16,619যؚ੓性 1,652য)दँる؛ 

 खऊखながらこोमँऎऽदजの年に出所खた者ؚघなॎठフটーの数கदँる؛ਠ૔ؚ

੍ରをৌ଴とघる者がनोऎらःःるऊを知るたीにम્ؚ定のৎਡにउऐる५トॵॡঋ

ー५のॹータが૑要となる؛ 

 本৖会दम 2ؚ018年ଜの५トॵॡঋー५の刑務所出所者等にणःथؚૌுに刑務所を出

所खた者のअठؚ2018年ଜにउःथਰৣのघसथの要੯を௥たघものとखथ定ଝखた؛ 

                                          
47 ১務੄َ৳護௴௄所ُhttp://www.moj.go.jp/hisho/seisakuhyouka/hisho04_00040.html 
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47 ১務੄َ৳護௴௄所ُhttp://www.moj.go.jp/hisho/seisakuhyouka/hisho04_00040.html 
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� 64ୃਰৣ 

� ে存खथःる 

� 刑務所にગো所রदमなः 

జढथこのরにम୦ે年も৐に刑務所を出所खた者もஅऽोथःるのद೏意が૑要दँ

る؛ 

推計の基本的考え方मਰৣのとउりदँる؛ 

घなॎठ i年に出所ख i年ଜに jୃटढた者の t年ଜにउऐる刑務所出所者等(ગোもଈಝ

もखथःなः 64ୃਰৣの者)を ܺ[ݐ|݅, ݆]とखたとき 

൜ܺ
,݅|ݐ] ݆] = ݐ]ܺ െ 1|݅, ݆] െ ,݅|ݐ]ܶܣܧܲܧܴ ݆] െ ,݅|ݐ]ܪܶܣܧܦ ݆], ݂݅ ݆ + ݐ െ ݅ ൑ 64

,݅|ݐ]ܺ ݆] = 0,                                                                                               ݂݅ ݆ + ݐ െ ݅ ൒ 65 

 ここदؚܴ ,݅|ݐ]ܶܣܧܲܧ ,݅|ݐ]ܪܶܣܧܦ,[݆ ݆]मजोझो i年に出所ख i年ଜに jୃटढた者のअठ

t年রに刑務所にગোखた者の推計கとଈಝखた者の推計கदँる؛घなॎठ৐年ଜの刑務

所出所者等のअठؚਊ年রにଈಝखた者と刑務所にગোखた者を௾ःた者がਊ年ଜの刑務

所出所者等の数になる؛なउؚ݆ + ݐ െ ݅ म i年に出所ख i年ଜに jୃटढた者の t年ଜにउ

ऐる年ೡの推定கとなるのद 65ਰ上になढたৃ়म 0とघる؛ 

,݅|ݐ]ܶܣܧܲܧܴ   ,݅|ݐ]ܪܶܣܧܦ,[݆ ݆]मਰৣにより推定घる؛ 

,݅|ݐ]ܶܣܧܲܧܴ ݆] = ݐ]ݎ െ ݅|݅] ܺ[݅, ݆] 

,݅|ݐ]ܪܶܣܧܦ ݆] = ݀[݆ + ݐ െ [ݐ|݅ כ ݐ]ܺ) െ 1|݅, ݆] െ ,݅|ݐ]ܶܣܧܲܧܴ ݆]) 

 ここदݐ]ݎ െ ݅|݅]मؚ出所年別の出所৏৽ૌ年数別ગো૨(t-iが t年にउऐる৽ૌ年数にな

る)ؚܺ [݅, ݆] म出所年別年ೡ別出所者数 48  ؚ݀[݆ + ݐ െ म [ݐ|݅ t年にउऐる年ೡ別ଈಝ૨दँ

る؛ 

఻৬的な推計にਊたढथमؚॹータのअठؚ出所年別の出所৏৽ૌ年別ગো૨(৸年ೡુ

ৢ)(r)म出所৏ 9 年ऽदमጌਫଁ計の各年のॹータऊら推計खؚ10 年৯ਰఋम ARIMA ঔ

ॹルदభশ推計खた؛ଈಝ૨म各年のযઠ৿ଙଁ計の年ೡ別ଈಝ૨をઞ用खた؛年別年ೡ

(各ୃ)別出所者数఺लଈಝ૨(d)मؚ各ୃ別ॹータがなःものにणःथम 5ୃമा等のॹー

タを各ୃ別に৞ෟになるよअにଓ৑खथ推計खた؛ 

なउؚt = i (出所年২)のときमؚܺ[ݐ െ 1|݅, ݆] = ܺ[݅, ݆] とखؚଈಝ૨にणःथमਊჾ年の

年ೡ別ଈಝ૨ * 0.5を用ःた؛ 

                                          
48 ৰ੠の३঑গঞー३ঙンदमؚ出所खたাとে年া঩のयらणきを考ൟखؚ出所ৎ j - 1ୃの者の 1/2

と出所ৎ jୃの者の 1/2とを়ॎचथ出所年ଜに jୃの者とखた؛ 
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推計मਉಋとखथ੬੓別にষढた؛ 

こोらによる推定結果म਀ 30 のとउりदँりؚ2018 年にउऐる刑務所出所者等(20ع

64ୃ)の推定கम৺ 30ਐযとなる49؛ 

 
਀ 30 ദਜਚলਚ঻ಉभ௓৒க(2064ୃؚ2018ع年ؚਐয) 

年齢યী ੬੓計 ੬ ੓
計 30.3 27.9 2.3

20〜24 0.1 0.1 0.0
2�〜2� 0.5 0.5 0.0
�0〜�4 1.4 1.3 0.1
��〜�� 2.7 2.4 0.2
40〜44 4.0 3.6 0.4
4�〜4� 5.3 4.8 0.5
�0〜�4 5.6 5.2 0.4
��〜�� 5.5 5.1 0.4
60〜64 5.2 4.9 0.3  

(ି) 推計方১म本ધ૞ස 

 
刑務所出所者等の就労૾யにणःथઉம把握खたものमなः؛このたीગಬ者のથ職者・

૮職者のଡਛૻとથ職者・૮職者のગಬ૨ऊらથ職૨を推定खた؛ 

推計の考え方मਰৣのとउりदँる؛৐年ଜのથ職者・૮職者別の刑務所出所者等数を

𝑁𝑁𝑁𝑁1,𝑁𝑁𝑁𝑁0ؚ刑務所出所者等のથ職者・૮職者別の年৑の刑務所ગো૨を𝑘𝑘𝑘𝑘1, 𝑘𝑘𝑘𝑘0 とघるとؚથ職

者・૮職者別の刑務所ગো数𝑍𝑍𝑍𝑍1,𝑍𝑍𝑍𝑍0म 

𝑍𝑍𝑍𝑍1 = 𝑘𝑘𝑘𝑘1 𝑁𝑁𝑁𝑁1, 𝑍𝑍𝑍𝑍0 = 𝑘𝑘𝑘𝑘0 𝑁𝑁𝑁𝑁0 

 刑務所ગো数にಚीるથ職者と૮職者のૻ૨ p म 

𝑝𝑝𝑝𝑝 =
𝑍𝑍𝑍𝑍1
𝑍𝑍𝑍𝑍0

=
𝑘𝑘𝑘𝑘1 𝑁𝑁𝑁𝑁1
𝑘𝑘𝑘𝑘0 𝑁𝑁𝑁𝑁0

 

 ここऊら 

𝑁𝑁𝑁𝑁1
𝑁𝑁𝑁𝑁0

= 𝑝𝑝𝑝𝑝
𝑘𝑘𝑘𝑘0
𝑘𝑘𝑘𝑘1

 

 થ業૨ eम 

𝑒𝑒𝑒𝑒 =
𝑁𝑁𝑁𝑁1

𝑁𝑁𝑁𝑁1 + 𝑁𝑁𝑁𝑁0
=

1

1 + 𝑁𝑁𝑁𝑁0
𝑁𝑁𝑁𝑁1

=
1

1 + 1
𝑝𝑝𝑝𝑝
𝑘𝑘𝑘𝑘1
𝑘𝑘𝑘𝑘0

 

                                          
49 ਰ上の刑務所出所者等数の推計の考え方఺ल推計கमؚॲॖংー३ॸॕ就労੍ର機ଡに૔ආखथःた

本ਆ৥による؛ 
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49 ਰ上の刑務所出所者等数の推計の考え方఺ल推計கमؚॲॖংー३ॸॕ就労੍ର機ଡに૔ආखथःた
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刑務所ગো者にಚीるથ職者と૮職者のૻ૨にणःथम਀ 28 ऊらもとीؚ刑務所出所

者等のથ職者・૮職者のગಬ૨のૻ૨(𝑘𝑘𝑘𝑘1 𝑘𝑘𝑘𝑘0Τ )मؚ৳護௴௄রの者のથ職者・૮職者のગಬ

૨(਀ 29)のૻ૨と等खःものとखथ推定खた؛ 

この結果刑務所出所者等のથ業૨म 59.2٫と推定खؚこोを刑務所出所者等数にଭगる

ことद刑務所出所者等 30ਐযরؚથ業者म 18ਐযؚ૮業者म 12ਐযと推定खた؛ 

ऽた性・年ೡ別刑務所出所者等数にَ労働ৡ調ਪُ(2018)の性・年ೡ別就業૨をଭगる

ことद刑務所出所者等दなऊढたৃ়の期待就業者数を੷ीたとこौ 27ਐযदँढた؛こ

ोと刑務所出所者等のથ業者数との୷の 9 ਐযम刑務所出所者等の就業૨଩ৣীと考えؚ

この୷を就業増加期待数とखた؛ 

 
਀ 31 ദਜਚলਚ঻ಉपঢ়घॊ௓৒੥ટ(2018ؚਐয) 

a ദਜਚলਚ者ಉ੕ਯ 30 মધ૞ස
b થ঵૨ 0.592 মધ૞ස
c થ঵者ਯ 18 D�¼�E
d ૮঵者ਯ 12 a - c
e ਋ୄ಺঵者ਯ 27 মધ૞ස
f ಺঵ੜਸ਋ୄਯ 9 e - c  
 

3.14. ॽشॺ 

 ニートम NEETؚघなॎठ Not in Education, Employment or Trainingदँりؚலহも

ৢ৾もธಫもষढथःなः者を੐घ؛ 

もともとमॖギリ५द若年者౻用ਖ਻のધဿद用ःらोथःたものदँる؛若年者の

20٫੺ऎがଷ業घるরद ৆ؚਿのଷ業ৌੁのরੱदँる職業ธಫに૞加खなः若者が 1990

年代ଜに 18ع16 ୃযઠの 9٫(16.1 ਐয)に఺वことؚजखथこोらの者がजの৏ؚ社会

ૣකஔહ者になる૭能性がँり ऽؚた薬物ೊ用者 刑ؚ১ಬ ঍ؚー঒ঞ५になる૭能性が଩ऎ

なऎ 社ؚ会的コ५トがপきःことऊら こؚोらを NEETとख जؚोにৌघるৌੁの重要性ؚ

஍果が認௙さोた؛ 

一方ؚ঩本दमؚ௎ପと౮なりؚশऎ若年者のଷ業ਖ਻に重ਡが઼ऊोथःなऊढたがؚ

2000年代ਰఋؚ若年者のଷ業ਖ਻にঢ়ੱが਱ऐらोؚさらにశ活৿的な૾ଙの若者のਖ਻

も認௙さोるよअになढた؛जの੠ 積ؚா的な就職活৿をষढथःなःたीଷ業者にढ़क़ン

トさोङؚऽた働ःथःなःたीフリーターにもならなः૮業の若者の੍ରの重要性ऊら
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ニートの໪୛が用ःらोるよअになढた  ؛50

 खऊखながら職業ธಫのਜ਼઼づऐなनؚ঩本とॖギリ५とमऊなり૾யがୀअこともँ

りَؚ 労働ৡ調ਪُঋー५द把握घる੠にमَؚ 34ୃのశ労働ৡযઠのअठؚ਌にৢ৾ع15

दもؚ਌にੇহदもなः者 51ُとखथৢଞ定ଝさोथःる؛ 

 2018年にउऐるニートの総数म 53ਐযؚअठ੬性が 35ਐযؚ੓性が 20ਐযदँりؚ

2002年をআーॡにሰ੖ൊ਱にँる؛ニートが૶増खた 2002मःॎॅるع2001 ITংブル

ടശにൣअ不ய期दँる؛जのৎ期に෮業・就職ৎ期をಶえた若者がःॎॅる就職氷河期世

代となるがؚजの૘ख上の年代にも౻用୭୆のப৲がニートの増加とखथ୶஭खथःたと

考えらोる؛ऽた जؚの৏ሰ੖खथःることの一౤にम若年ಽのযઠ੖૘がँると考えらो

る؛ৰ੠ؚニートが৊年ೡ(1534ୃع)にಚीるસ়にপきな૗৲मなः؛(਀ 32ؚ௕ 9) 

 
਀ 32 ॽشॺ(శ労働ৡযઠभअठ「जभ౎」)(2018年ؚਐয) 

1�〜�4歳 1�〜1�歳 20〜24歳 2�〜2�歳 �0〜�4歳
੬੓計 53 7 14 15 17
੬ਙ 35 5 9 10 11
੓ਙ 20 3 5 6 6

ৱમলਚ岜੕ਜ੄岣ௌ௮ৡ৹ਪ岤  
 
௕ 9 ॽشॺभਯ(ਐয)఺ल  (٫)34ୃযઠपಚीॊસ়ع15

 
ৱમ出所 総務੄َ労働ৡ調ਪُ 

(ି)   ニートम  ؛数मంాりؚસ়मక৯ాり؛34ୃのశ労働ৡযઠのअठَजの౎ُの者ع15

                                          
50 ニートにঢ়घるॖギリ५उよल঩本にउऐるધဿにणःथमؚ਌とखथ৵പ(2010)を૞සखた؛ 
51 労働ৡ調ਪमశ労働ৡযઠのअठَजの౎ُの者となる؛ 
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1�〜�4歳 1�〜1�歳 20〜24歳 2�〜2�歳 �0〜�4歳
੬੓計 53 7 14 15 17
੬ਙ 35 5 9 10 11
੓ਙ 20 3 5 6 6
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௕ 9 ॽشॺभਯ(ਐয)఺ल  (٫)34ୃযઠपಚीॊસ়ع15

 
ৱમ出所 総務੄َ労働ৡ調ਪُ 
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50 ニートにঢ়घるॖギリ५उよल঩本にउऐるધဿにणःथमؚ਌とखथ৵പ(2010)を૞සखた؛ 
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 ニートが૮業者(౥৸ଷ業者఺लశ労働ৡযઠ)にಚीるસ়म 34ع15 ୃद 6.2% 

(=53/858)दँる؛この年代の૮業者にम৾েが੗ःたीؚこのよअなસ়にとनऽढथ

ःる؛౎のథ஑とニートの重複調整 52にਊたढथमؚ各థ஑の 34ع20 ୃの૮業者数にؚ

 ؛をଭगथ推計खた(46/376 = 12.2٫)34ୃの૮業者にಚीるニートのસ়ع20

 ऽたニートのअठ就業ൌ஦のँるものम 14ਐয(੬性 9ਐযؚ੓性 5ਐয)दँる؛こ

ोमニートのअठ৺1/4をಚीる؛੉ःఌえるとニート4যのअठ3যम就業ൌ஦がなः؛ 

 َ਴ਛ 29年 就業ଡୗ基本調ਪُदৄるとؚੇহؚৢ৾を௾ऎ૮業者द就業をൌ஦खな

ः者の就業をൌ஦खなः৶૓मَ病ਞ・ॣफ़のたीُが 29.0٫と੗ः؛जの一方दَலহ

をघるঽਦがなःُが 7.2%َؚ ્に৶૓मなःُが 18.1٫となढथउりؚアक़トリーॳに

よるৼ୥੍ର等により就業ൌ஦にૡगる૭能性がँる者も੗ः؛このસ়をశ就業ൌ஦者

数にଭगるとَؚ லহをघるঽਦがなःَُ ્に৶૓मなःُとघる者म 10ਐযと推定さो

る؛ 

 本৖会にउःथमؚニートの総数఺ल૮業者数を 53ਐযとघる؛就業増加期待数मؚ就

業ൌ஦を੅ण者にశ就業ൌ஦৶૓がَ லহをघるঽਦがなःَُؚ ્に৶૓मなः とُघるశ

就業ൌ஦者を加えたものとखؚ24ਐযとघる؛ 

 
਀ 33 ಺঵॑ൌ஦खऩः૮঵঻(1534ୃع)भశ಺঵ൌ஦৶૓(2017年ؚ%) 

శ಺঵
ൌ஦峘
૮঵者
੕ਯ

লਓ嵣୘
ు峘峉峫

ஂ૧嵣่
૧峘峉峫

ੇহ
লਓ嵣ق
୘ు嵣ஂ
૧嵣่૧
ਰਗك
峘峉峫

ৢ৾峘峉
峫

୰ਞ嵣岻
岶峘峉峫

ৈ齢峘峉
峫

৾ૅਰ
ਗ峑ਤ
৾峮ৱ
ત਄੭
峔峓峘໥
ਘ峼峁峐
岮峵

嵄嵑嵛崮崋
崊ણ৿峕
జহ峁峐
岮峵

லহ峼峃
峵ঽਦ岶
峔岮

峇峘౎ ્峕৶
૓峙峔岮

੬੓計 100.0 1.2 0.3 0.6 6.7 29.0 0.2 8.1 0.3 7.2 27.7 18.1
੬ਙ 100.0 0.0 0.3 0.0 5.6 27.4 0.3 8.8 0.1 7.9 31.5 17.6
੓ਙ 100.0 3.0 0.3 1.6 8.3 31.5 0.0 7.0 0.4 6.1 22.2 18.7
ৱમলਚ岜੕ਜ੄岣਴ਛ2�年岜಺঵ଡୗ੦ম৹ਪ岤
(ି)岜岜岜岜ੇহ岝ৢ৾峼௾岹岞  
 

3.15. ਂমਔইজشॱش 

 フリーターなःखフリーアルংॖターमؚアルংॖトੲ報๟によるୗୁद 1ؚ980年代৏

઄にেऽोた؛ਊৎ増えणणँढたؚ৾ ૅを෮業खथも定職に就ऊङアルংॖトदে計をয়

                                          
52 3.23.1を૞ස؛ 
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थる若者たठを੡હऐたものटがؚ୛୍に઼ऊोथःたのम୦らऊの৯ఏをৰਠघるたीؚ

ँるःमੌ௶にၛらोなःেき方を஦んदؚँえथਫ社৩दमなऎアルংॖトを৭व若者

दँढた؛खऊख ਈؚ੺दमਫ社৩を஦ाながらも果たचङアルংॖトद就業खथःる者ऊ

ら ୦ؚをघるのदもなऎऴらऴらखथःる者とःअ意௡を੢ीるৄ方もँる્؛ に৾ૅਠৃ

दमؚਤଡ଼未定द෮業घる若者を総ูघる੉୴とखथもणऊॎोる  ؛53

 フリーターの数を把握घるअえदम一定の定ଝが૑要となる؛उउिब৾েアルংॖト

ृ਌എঃートを௾ःたঃート アؚルংॖトとखथ把握さोる؛఻৬的にम総務੄َ 労働ৡ調

ਪ(ถ಍ૐ計)ُदमَ若年のঃート・アルংॖト఺लजのൌ஦者のことをؚ೶࿤上ِフリー

ターُّ とःअとखؚਰৣのとउり定ଝखथःる  ؛55 54

� 年ೡが 34ୃदع15 ੬ؚ性म෮業者 ੓ؚ性म෮業者द未ฬの者のअठਰৣのःङो

ऊにჾਊघる者؛ 

¾ ౻用者のअठඐी੔にउऐるళูがঃート・アルংॖトの者 

¾ ౥৸ଷ業者のअठർखथःるலহの஄ଙがঃート・アルংॖトの者 

¾ శ労働ৡযઠदؚੇ হもৢ৾のखथःなःजの౎の者のअठ 就ؚ業৔定खथउ

らङؚൌ஦घるலহの஄ଙがঃート・アルংॖトの者 

 この総務੄定ଝによるフリーターの数म਀ 34のとउりदँる؛ 

 

                                          
53৵പ(2002) p.4 
54 https://www.stat.go.jp/library/faq/faq16/faq16a09.html 
55 なउؚௐে労働੄(1991)ِ਴ਛ 3年 労働৽ੋのীෲّदमフリーターをਰৣのよअに定ଝखथः

る؛ 

� 年ೡम  34ୃと଒定ع15

� ਠ૔就業खथःる者にणःथमඐी੔にउऐるళูがَアルংॖトُྼमَঃートُदँる౻

用者दؚ੬性にणःथमಲਢ就業年数が 5年未௥の者ؚ੓性にणःथम未ฬदலহを਌にع1

खथःる者 

� ਠ૔૮業の者にणःथमੇহもৢ৾もखथउらङَアルংॖト・ঃートُのலহをൌ஦घる者 
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53৵പ(2002) p.4 
54 https://www.stat.go.jp/library/faq/faq16/faq16a09.html 
55 なउؚௐে労働੄(1991)ِ਴ਛ 3年 労働৽ੋのীෲّदमフリーターをਰৣのよअに定ଝखथः
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਀ 34 ইজشॱش (2018年ؚਐয) 
1�〜�4歳 1�〜24歳 2�〜�4歳

੬੓計
崽嵒嵤崧嵤�(D���E���F) 143 61 82
岰峋૮૙�(E���F) 12 5 7
D��౻৷者峘岰峋崹嵤崰嵣崊嵓崸崌崰 131 56 75
E��౥৸ଷ঵者峘岰峋ർ峁峐岮峵லহ岶崹嵤崰嵣崊嵓崸崌崰 9 4 5
F��శௌ௮ৡযઠ(峇峘౎)峘岰峋ൌ஦峃峵லহ岶崹嵤崰嵣崊嵓崸崌崰 3 1 2
੬ਙ
崽嵒嵤崧嵤�(D���E���F) 66 26 40
岰峋૮૙�(E���F) 6 3 3
D��౻৷者峘岰峋崹嵤崰嵣崊嵓崸崌崰 60 23 37
E��౥৸ଷ঵者峘岰峋ർ峁峐岮峵லহ岶崹嵤崰嵣崊嵓崸崌崰 4 2 2
F��శௌ௮ৡযઠ(峇峘౎)峘岰峋ൌ஦峃峵லহ岶崹嵤崰嵣崊嵓崸崌崰 2 1 1
੓ਙ
崽嵒嵤崧嵤�(D���E���F) 77 35 42
岰峋૮૙�(E���F) 6 2 4
D��౻৷者峘岰峋崹嵤崰嵣崊嵓崸崌崰 71 33 38
E��౥৸ଷ঵者峘岰峋ർ峁峐岮峵லহ岶崹嵤崰嵣崊嵓崸崌崰 5 2 3
F��శௌ௮ৡযઠ(峇峘౎)峘岰峋ൌ஦峃峵லহ岶崹嵤崰嵣崊嵓崸崌崰 1 0 1
ৱમলਚ岜੕ਜ੄岣ௌ௮ৡ৹ਪ(ถ಍ૐ計)岤(2018)  
 
 こोによるとフリーターの総数म 143 ਐযदؚजのপ৖ীमৰ੠にঃートྼमアルংॖ

トとखथ働ःथःる者となる؛੬੓別にम 4સਘが੬性ؚ6સൠが੓性दँる؛ 

 フリーターの推୎をाると 2011 年をআーॡに੖૘ൊ਱にँりؚこोम౻用ੲિの੝ఒ

をખ಩खथःるものと考えらोるق؛௕ 10ك 
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௕ 10 ইজشॱشਯभ௓୎ 

 
ৱમ出所 総務੄َ労働ৡ調ਪ(ถ಍ૐ計)2019年(ഥਮ੪年)਴಑(ச報) 結果のএॖントُp.14 

(https://www.stat.go.jp/data/roudou/sokuhou/nen/dt/pdf/index1.pdf) 

 
 フリーター৸ಹにणःथम上੶のとउりदँるが 就ؚ労੍ରのৌ଴となるَ 働きづらさを

抱えた者ُとखथこのघसथを計上घることमిਊदमなःと考えらोる؛ 

 घなॎठフリーターの੡હऐৎのजもजもの૓ਟにँるとउり フؚリーターのরにम஘ر

な৯的なःख৶૓を੅णরद積ா的にこのよअな働き方を৭උखथःる者も੗ःऊらदँ

る؛ 

 このたी 働ؚきづらさを抱えた者とखथम フؚリーターのরदも本意दमなऎঃート アؚ

ルংॖトをखथःる者(不本意フリーター)とघる؛ 

 ここद不本意とम౻用஄ଙにणःथःる৶૓がَਫૠの職৩・జ業৩のலহがなःऊらُ

とखたものदँるとाなख 不ؚ本意フリーター数म フؚリーター数に不本意ঃート・アルং

ॖトのસ়をଭगथ੷ीた  (਀ 35)؛56

 

                                          
56 フリーターと౥৸に一ಱघるたीにम෮業者(੬性)ؚ෮業者・未ฬ(੓性)दとるसきदँるが e-stat

ऊらোুदきなऊढたのदঃート・アルংॖトにಚीるસ়ऊら推計खた24ୃع15؛にणःथम৾েア

ルংॖトが੗ऎஅऽोることऊら৾েアルংॖトの୶஭の૘なः 34ୃの不本意ঃート・アルংॖトع25

のસ়をి用खた؛なउؚใฬ੓性म不本意フリーターのસ়が૘なःと推௄さोるのदؚこの方১によ

る推計दも不本意のસ়がૌ૘になढथःる૭能性がँる؛ 
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௕ 10 ইজشॱشਯभ௓୎ 

 
ৱમ出所 総務੄َ労働ৡ調ਪ(ถ಍ૐ計)2019年(ഥਮ੪年)਴಑(ச報) 結果のএॖントُp.14 

(https://www.stat.go.jp/data/roudou/sokuhou/nen/dt/pdf/index1.pdf) 
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਀ 35 ਂমਔঃشॺ・॔ঝバॖॺभસ়఺लਂমਔইজشॱ(2018)ش 
થ঵峘崽嵒嵤崧嵤 ਂমਔ崽嵒嵤崧嵤峘સ় ਂমਔ崽嵒嵤崧嵤(ਐয)

੬ਙ 60 0.250 15
੓ਙ 71 0.073 5
੬੓計 20  

ৱમ出所 総務੄َ労働ৡ調ਪ(ถ಍推計)ُ(2018)等より本৖会推計 

(ି) 1. 不本意ঃート・アルংॖトのસ়मؚঃート・アルংॖト(2534ୃع)のअठਠ૔の౻

用஄ଙにणःथःる৶૓がَਫૠの職৩・జ業৩のலহがなःऊらُदँる者のસ়؛ 

2. 不本意フリーターमフリーター数に 1のસ়をଭगथ੷ीたもの؛ 

 

 こोによると不本意フリーターम 20ਐযとなり フؚリーター৸৬にৌखथऊなり૘なी

の数となるが こؚोम਌とखथ౻用ੲિの੝ఒが୶஭खथःるものと考えらोる؛なउ 不ؚ

本意フリーターの定ଝ上ؚ૮業者఺ल就業増加期待数म存૔खなः؛ 

 不本意フリーターਰਗのフリーターदँढथもؚ஘رな就労੍ରをষअことにより就業

にৌघる意௙が૗৲खؚਫ社৩ृよりশः就労を஦िものが出थきたりघる૭能性もँる؛

खऊखؚॹータの਑৺もँりؚ০৚मजこऽदの推計मষॎなऊढた؛ 

3.16. ಺૙ཥఖ਋਼৻ 

 就職氷河期世代मؚउउिब 1993 年2004ع 年に৾ૅ෮業期をಶえた世代を੐घ ؛57

2019年 4াਠ૔ؚপ෮दउउिब 48ୃؚ高෮दع37 ෮ৎに不਍定৾؛44ୃदँるع33

な就労 ૮ؚ業に୎ষखたことृ 就ؚ職दきथも本ਟのൌ஦業ர・੫業ਰਗदの就職を౟໓な

ऎさोたことによるଫ期௞ૡ職等により ໪ؚखथ能ৡ৫৅機会が૘なऎ ੫ؚ業に௬੼さोる

職務৽ഄもणीथःなः્؛に 35ୃਰఋになるとؚ加ೡにൣः੫業ડのযহ・఼用ຯষ等

により ਍ؚ定खた職業にૡ職घる機会が਑৺さोृघःとさोथःる؛जの就職期がたऽた

ऽংブルടശ৏のడखः৽ੋ૾யにँढたがॅえに 未ؚ就職 不ؚ਍定就労等を౟໓なऎさो

थःる  ؛58

 こोらの世代にৌघるৌੁम ニؚート・フリーターৌੁとखथ一定のਛ果म上げथきたと

こौदँるがؚこोらのৌੁमउउिब 35ୃऽदとなढथःる؛ਠ૔こोらの世代の੗ऎ

が 35ୃをதえる૾யとなढथःることを౷ऽえؚ2019年ऊら就職氷河期世代षの੍ରが

ਘ৲さोた؛ 

 2019年 5া 29঩にௐে労働੄がَ就職氷河期世代活ඩ੍ରউছンُをੁ定खؚ৊年 6

                                          
57 ௐে労働੄َ就職氷河期世代活ඩ੍ରউছンُ(2019年 5া 29঩) ି  ؛1
58 ௐে労働੄َ就職氷河期世代活ඩ੍ରউছンُ(2019年 5া 29঩) p.1を૞සखた؛ 
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া 21঩にम৆ਿ৸৬とखथのَ就職氷河期世代੍ରউটॢছ঒ُがੁ定さोた؛ಡचथ৔

ద઻ඬに就職氷河期世代੍ର推ਤ஼が設઼さोた؛さらに৊年 12া 23঩にमَ就職氷河

期世代੍ରにঢ়घるষ৿計઺ 2019ُがৠ定さोथःる؛ 

 ৆ਿのَ就職氷河期世代੍ରউটॢছ঒ُदमَؚ ःॎॅる就職氷河期世代मؚਠ૔ؚ30 

代઄यऊら 40 代઄यにඹढथःるُとखَؚ ੍ରৌ଴とखथमؚਫૠ౻用をൌ஦खथःな

がら不本意にశਫૠ౻用द働ऎ者ق૘なऎとも 50 ਐযؚك 就業をൌ஦खながらؚ஘رなহ

ੲにより੷職活৿をखथःなःশ期૮業者 社ؚ会とのणながりを੿り 社ؚ会૞加に਱ऐथよ

りഛႠな੍ରを૑要とघる者なनؚ100 ਐযங২とৄ੢िُ؛ 59とखथःる؛ 

 就職氷河期世代の定ଝम こؚのよअにँःऽःなとこौがँり ऽؚた 高ؚ෮とপ෮दも年

ೡम౮なるがَؚ 就職氷河期世代੍ରউটॢছ঒ُをऴऽえؚऽたॹータの਑৺も考ൟखؚ

০৚の推計にउःथमؚ2018 年にउःथ 44ع35 ୃदँる者のअठ不本意శਫૠ労働者ؚ

౥৸ଷ業者ؚశ労働ৡ(ੇহؚৢ৾を௾ऎَजの౎ )ُのःङोऊにჾਊघる者を就職氷河期

世代(੍ରৌ଴者)の総数に計上खた؛ 

 
਀ 36 ಺૙ཥఖ਋਼৻भ௓৒੥ટ(2018年ؚ支ରৌ଴঻ؚ3544ୃؚعਐয) 

੬੓計 岰峋੬ 岰峋੓ ૟અ
a ੕ਯ 125 66 59 b + c + d
b 岜ਂমਔశਫૠ౻৷者 50 21 28 岣ௌ௮ৡ৹ਪ岤
c 岜ଷ঵者 36 20 17 岣ௌ௮ৡ৹ਪ岤
d 岜శௌ௮ৡযઠ(峇峘౎) 39 25 14 岣ௌ௮ৡ৹ਪ岤
e 岜岜಺঵ൌ஦者 9 6 3 岣ௌ௮ৡ৹ਪ岤
f 岜岜岣ঽਦ岶峔岮岤岣৶૓峙峔岮岤శ಺঵ൌ஦者સ় 0.256 0.161 岣಺঵ଡୗ੦ম৹ਪ岤
g 岜岜岣ঽਦ岶峔岮岤岣৶૓峙峔岮岤శ಺঵ൌ஦者 7 5 2 (d - e)* g
h ૮঵者 75 45 31 c + d
i 岜岰峋಺঵ൌ஦岬峴 45 26 20 c + e
j ಺঵ੜਸ਋ୄਯ 52 31 22 c + e + g  
 

 जの結果म਀ 36दँりؚ総数とखथम 125ਐযؚ੬੓別にाるとؚ੬性が 66ਐযؚ੓

性が 59ਐযとؚ੬性の方が若๝੗ः؛本৖会दमこोらの数を働きづらさを抱える者の総

数とखथ計上खた؛अठ 50 ਐযが不本意శਫૠ労働者ؚ75 ਐযが૮職दँる؛૮職のअ

ठ就業ൌ஦を੅णものम౥৸ଷ業者をஅी 45ਐযとなढथःる؛ニートと৊஘ こؚोにَ ல

হをघるঽਦがなःَُ ્に৶૓がなःُとघるశ就業ൌ஦者を加えると 52 ਐযとなりؚ

こोを就業増加期待数とघる؛ 

                                          
59 َ就職氷河期世代੍ରউটॢছ঒ُ(2019年 6া 21঩) 基本認௙ p.1 
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59 َ就職氷河期世代੍ରউটॢছ঒ُ(2019年 6া 21঩) 基本認௙ p.1 

 

 

53 
 

 就職氷河期世代にৌघる੍ରम 3ؚ年৑ૐর的に਄りੌिこととさोथउり ਫؚૠ౻用者

を 30 ਐয増ृघことを৯ఏとखथःる 12؛60 াにੁ定さोたَ就職氷河期世代੍ରにঢ়

घるষ৿計઺ 2019ُदमؚഥਮ੪年২(2019年২)ଓਫ੒઴をஅीؚ3年৑द 650੏৞を

上৚るଃ౺をન৳घることとさोथःる؛ 

3.17. ऱऌऒुॉ 

 ひきこもりमؚௐে労働੄َひきこもりの௬੼・੍ରにঢ়घるफ़ॖॻছॖンُが次のよअ

に定ଝखथःる؛ 

َ஘رな要౤の結果とखथ社会的૞加قଝ務ઇ୘をஅि就ؚ৾శଞඐをஅि

就労ؚੇ൦ਗदのઐฉなनكを৚ೂखؚਉಋ的にम 6ऊাਰ上にॎたढथ໪

बੇ൦にとनऽりਢऐथःる૾ଙق౎者とઐॎらなः஄दのਗ出をखथःथ

もよःكを੐घਠ଴໪୛दँる؛なउؚひきこもりमਉಋとखथଁ়ଷ調症

の഻性ँるःमྔ性症૾に基づऎひきこもり૾ଙとम一଍を઺खたశಖઋ

病性のਠ଴とघるが ৰؚ੠にमન定൧૵がなさोる৐のଁ়ଷ調症がஅऽो

थःる૭能性म଩ऎなःことに೏意घसきदँるُ؛ 61 

 ひきこもりमニートと重なる৖ীも੗ःが ௐؚে労働੄のफ़ॖॻছॖンदम ひؚきこもり

मَ ૘なऎとも઄年ਰ上म社会૞加がदきङにःる૾ଙदँり ऊؚण 社ؚ会ে活のગ৫が෩

खऎ൑難になढथಖઋ৳௏・ૣක・ୢ௜の੍ରৌ଴となる૾ଙをःःऽघのद੍ؚ ରの૑要

性の஥മ২とःअ௴ਡऊら用ୁをઞःীऐる૑要性がँりऽघ؛खऊख৊ৎに ニؚート૾ଙ

のযのরにम 本ؚफ़ॖॻছॖンदંखたよअなひきこもりਖ਻を抱え ௧ؚ୅的な੍ରを要घ

るযが૘なऊらङஅऽोथःるُ62とखथःる؛ 

 ひきこもりがनोऎらःःるऊにणःथम定ଝによढथも౮なる؛ਬきこもりの推計म

ِここौの௏೨にणःथのႵ৾調ਪにঢ়घるଢ଼஢ 2006年のௐেఐ৾ଢ଼஢ ਌ભع2004قّ

ଢ଼஢者 ਆ上೦যكがষढथःる؛この調ਪଢ଼஢म৸ব 11৘঴੨ؚ2049ୃعऽदのકড়

ऊら૮੿ನྴ出さोた 1660 যのએம調ਪをउこなढたものदँりؚਈ৵଒の推定கとख

थؚ2003 年২ଜਠ૔の総世ఝ数の৺ 0.56٫にँたる 26 ਐ世ఝदひきこもりの৕୹がः

るとखथःる  ؛63

                                          
60 َ就職氷河期世代੍ରউটॢছ঒ُ(2019年 6া 21঩) 基本認௙ p.1  
61 ௐে労働੄َひきこもりの௬੼・੍ରにঢ়घるफ़ॖॻছॖンُp.6 
62 ௐে労働੄َひきこもりの௬੼・੍ରにঢ়घるफ़ॖॻছॖンُp.7 
63 ৵৛ऺऊ(2007) 
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 一方ؚ৔దਿम 2010 年にَ若者の意௙にঢ়घる調ਪُؚ 2015 年にَ若者のে活にঢ়घ

る調ਪُをৰ施खひきこもりのৰଙ把握をষढथःる2015؛年調ਪदमひきこもりの定ଝ

とखथؚਰৣのघसथにჾਊघる者をَઁଝਬきこもりُؚ जのअठ 1)をَະ௡の用হのと

きटऐਗ出घるُとखた者をَ૆ひきこもりُとखؚઁଝਬきこもりऊら૆ひきこもりを௾

ःたものをَ໭ଝひきこもりُとखथःる؛ 

1) ਰৣのःङोऊの૾ଙが 6নাਰ上ਢःथःる؛  

 ະ௡の用হのときटऐਗ出घる 

 ੺所のコンঅニなनにम出ऊऐる 

 ঽ஼ऊらम出るがؚੇऊらम出なः 

 ঽ஼ऊらऺとんन出なः 

2) ਠ૔の૾ଙになढたきढऊऐとखथؚ病ਞؚ出ਓؚঽ୧दலহ・出ਓ・୘ుの

ःङोにもჾਊखなः؛ 

3)  ௧業਌എ・਌୏ྼमੇহু஫दमなः؛ 

 2016年の調ਪの結果म਀ 37のとउりदँる؛ 

 
਀ 37 ऱऌऒुॉभસ়2015ق年ؚ15ك%39ୃؚع 

ઁଝ峜岷岽峬峴 ໭ଝ峜岷岽峬峴 ૆峜岷岽峬峴
1.57 0.51 1.06

(1.64) (0.51) (1.12)  
ৱમ出所 ৔దਿَ若者のে活にঢ়घる調ਪ報告છ  ك2016年قُ

調ਪम .1 كିق 2015年 12া 

 ؛৔मଁ়ଷ調症をஅीたৃ়のસ়ك ق؛39ୃにಚीるસ়ع15؝2 

 
 この結果をَؚ যઠ推計ُにउऐる 39ع15 ୃのযઠ3445ق ਐযكにଭगるとؚઁଝひ

きこもりम 54 ਐযؚ໭ଝひきこもりम 18 ਐযとなる؛৐஽の৵৛ऺऊ(2007) の推定म

26ਐ世ఝदँるがؚ本৖会म調ਪのৗखः৔దਿ調ਪに基づऎ推計கを用ःることとखؚ

जのরदも就労੍ରの૑要性にऊんがाَઁଝひきこもりُの推計கを఼用घる؛ 

 ऽた৔దਿ調ਪによるとؚઁଝひきこもりのअठ 75.5٫が૮職 64दँりؚ૮職のअठ

54.1٫म就業ൌ஦を੅ढथःる؛こोよりઁଝひきこもりのअठ૮職の者ؚ就職ൌ஦の者

(就業増加期待数)を推計घると਀ 38のৢりとなる؛ 

 

                                          
64 ୣാ会社等にఃஈखथःるがலহをखथःなःものをஅि؛ 

 گ

૚
૛
（
個
別
積
上
げ
方
式
）



54 55

 

54 
 

 一方ؚ৔దਿम 2010 年にَ若者の意௙にঢ়घる調ਪُؚ 2015 年にَ若者のে活にঢ়घ

る調ਪُをৰ施खひきこもりのৰଙ把握をষढथःる2015؛年調ਪदमひきこもりの定ଝ

とखथؚਰৣのघसथにჾਊघる者をَઁଝਬきこもりُؚ जのअठ 1)をَະ௡の用হのと

きटऐਗ出घるُとखた者をَ૆ひきこもりُとखؚઁଝਬきこもりऊら૆ひきこもりを௾

ःたものをَ໭ଝひきこもりُとखथःる؛ 

1) ਰৣのःङोऊの૾ଙが 6নাਰ上ਢःथःる؛  

 ະ௡の用হのときटऐਗ出घる 

 ੺所のコンঅニなनにम出ऊऐる 

 ঽ஼ऊらम出るがؚੇऊらम出なः 

 ঽ஼ऊらऺとんन出なः 

2) ਠ૔の૾ଙになढたきढऊऐとखथؚ病ਞؚ出ਓؚঽ୧दலহ・出ਓ・୘ుの

ःङोにもჾਊखなः؛ 

3)  ௧業਌എ・਌୏ྼमੇহু஫दमなः؛ 

 2016年の調ਪの結果म਀ 37のとउりदँる؛ 

 
਀ 37 ऱऌऒुॉभસ়2015ق年ؚ15ك%39ୃؚع 

ઁଝ峜岷岽峬峴 ໭ଝ峜岷岽峬峴 ૆峜岷岽峬峴
1.57 0.51 1.06

(1.64) (0.51) (1.12)  
ৱમ出所 ৔దਿَ若者のে活にঢ়घる調ਪ報告છ  ك2016年قُ

調ਪम .1 كିق 2015年 12া 

 ؛৔मଁ়ଷ調症をஅीたৃ়のસ়ك ق؛39ୃにಚीるસ়ع15؝2 

 
 この結果をَؚ যઠ推計ُにउऐる 39ع15 ୃのযઠ3445ق ਐযكにଭगるとؚઁଝひ

きこもりम 54 ਐযؚ໭ଝひきこもりम 18 ਐযとなる؛৐஽の৵৛ऺऊ(2007) の推定म

26ਐ世ఝदँるがؚ本৖会म調ਪのৗखः৔దਿ調ਪに基づऎ推計கを用ःることとखؚ

जのরदも就労੍ରの૑要性にऊんがाَઁଝひきこもりُの推計கを఼用घる؛ 

 ऽた৔దਿ調ਪによるとؚઁଝひきこもりのअठ 75.5٫が૮職 64दँりؚ૮職のअठ

54.1٫म就業ൌ஦を੅ढथःる؛こोよりઁଝひきこもりのअठ૮職の者ؚ就職ൌ஦の者

(就業増加期待数)を推計घると਀ 38のৢりとなる؛ 

 

                                          
64 ୣാ会社等にఃஈखथःるがலহをखथःなःものをஅि؛ 

 

55 
 

਀ 38 ઁଝऱऌऒुॉभ௓৒க2015ق年ؚਐযك 
੕ਯ 岰峋૮૙ 岰峋಺૙ൌ஦

ઁଝਬ岷岽峬峴 54 41 22  
ৱમ出所 ৔దਿَ若者のে活にঢ়घる調ਪ報告છ  より本৖会推計ك2016年قُ

 

 ひきこもりになढたきढऊऐをৄるとَؚ जの౎ُが੗ऎؚ஘رな৶૓ृ৶૓が不৥なৃ

়が੗ःことが推௄さोる؛जोਰਗदम 不ؚఃૅが੗ःが जؚोと৊ங২に職ৃと就職活

৿をँげるものが੗ऎ லؚহとঢ়બがँるৃ়がऊなり੗ःことがॎऊる؛このよअなৃ়ؚ

ひきこもりと就労のঢ়બमؚਉ౤と結果दमなऎ਀ഫ一৬のঢ়બとなढथःるق؛௕ 11ك 

 
௕ 11 ऱऌऒुॉपऩढञऌढऊऐ (2015年ؚn=49ؚM.A., %) 

 
ৱમ出所 ৔దਿَ若者のে活にঢ়घる調ਪ報告છ  ك2016年قُ

 

3.18. ঍ش঒ঞス 

 ௐে労働੄दम঍ー঒ঞ५のৰଙを把握घる৯的दؚ൐年໪数調ਪをষअとともにؚ4ع

5年に一২ؚよりถ಍なে活ৰଙ調ਪをষढथःる؛ 

 ໪数調ਪによるとؚ঍ー঒ঞ५の数म年ر੖૘ൊ਱にँりؚ2018 年म 4977 যؚ2019

年म 4555 যとなढथःる؛(௕ 12)  こोम৽ੋੲિृ౻用ੲિが੝ఒखたことؚ৆ਿ

の施ੁがౄৰखथきたことによるものと考えらोる؛ 
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௕ 12 ঍ش঒ঞスभ௓୎قযك 

 
ৱમ出所 ௐে労働੄َ঍ー঒ঞ५のৰଙにঢ়घる৸ব調ਪق໪数調ਪُك  

 

 2018年の໪数調ਪにより੬੓別にाると ੬ؚ性が 4607য ੓ؚ性が 177য 不ؚ৥が 193

যदँりؚ੬性が 90٫ਰ上をಚीる؛ 

 2016年のে活ৰଙ調ਪにより年ೡ別にाると 69ୃが23.1٫ع6ؚ5 7ؚ0ୃਰ上が19.7٫

と 高ؚೡ者のૻ૨が高ऎなढथःる؛このસ়म 2003年दमजोझो 10.5٫ 4ؚ.6٫दँ

ढたことにૻसるとপ்な増加となढथउりؚ঍ー঒ঞ५の高ೡ৲がႀ෩となढथःる؛

(௕ 13) この要౤の一णとखथؚ৽ੋੲિ・౻用ੲિの੝ఒृ঍ー঒ঞ५੍ରの஍果がؚ

ૻຎ的年ೡの若ः঍ー঒ঞ५にૻसؚ高ೡの঍ー঒ঞ५にम఺लにऎऊढたことがँると

考えらोる؛ 
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௕ 13 ঍ش঒ঞスभ年ೡશଡਛ (%) 

 
ৱમ出所 ௐে労働੄َ঍ー঒ঞ५のৰଙにঢ়घる৸ব調ਪقে活ৰଙ調ਪُك  

 

2016年ে活ৰଙ調ਪによると ০ؚ৚のଡ଼上ق৙೛كে活をघるよअになढた਌な৶૓मؚ

َ੬性ُदमَ౵ਓृଷ業 லহが੖ढたَك26.5٫ؚقُ 病ਞ・ऐがृ高ೡَُك27.6٫ؚقُ

য৑ঢ়બَك17.4٫ؚق のસ়が高ःのにৌखَؚك17.0٫قُ ੓性ُदमَੇ൦৔のःकこ

क アঃート等のੇ൛が੍௸えなऎなढたَك18.9٫ؚقُ のસ়が高ःك13.2٫قُ ੬性؛65

दमலহをきढऊऐとखたものが੗ःことがॎऊる؛ 

லহのથ૮にणःथमؚਠ૔ઽোのँるலহをखथःる者が 55.6٫ؚखथःなःものが

44.4٫(૮৚௦を௾ऎ)となढथःるがؚலহをखथःる者のலহの৔ઍमপ৖ীがఀષ৚

ઽदँりؚઽোも 3/4が 5ਐ৞未௥दँる؛ 

 

                                          
65 ௐে労働੄َ঍ー঒ঞ५のৰଙにঢ়घる৸ব調ਪ(ে活ৰଙ調ਪ)のীෲ結果  ك2016قُ

 گ

૚
૛
（
個
別
積
上
げ
方
式
）



58

 

58 
 

௕ 14 ঍ش঒ঞスभலহभ৔ઍ(収োभँॊலহ॑खथःॊ঻ؚ%) 

 
ৱમ出所 ௐে労働੄َ঍ー঒ঞ५のৰଙにঢ়घる৸ব調ਪقে活ৰଙ調ਪُك  

 
௕ 15 ঍ش঒ঞスभலহपेॊ収োাપ(収োभँॊலহ॑खथःॊ঻ؚ%) 

 
ৱમ出所 ௐে労働੄َ঍ー঒ঞ५のৰଙにঢ়घる৸ব調ਪقে活ৰଙ調ਪُك  

 
঍ー঒ঞ५が ০ؚनのよअなে活を஦んदःるऊにणःथमَؚ০のऽऽदःःقଡ଼上ق৙

೛كে活ُك が 35.3٫दਈも੗ःがَؚ アঃートにકाؚ就職खथঽ活खたःُが 21.7٫ؚ

َアঃートदૣකの੍ରをਭऐながら ೄؚःலহをाणऐたः がُ 12.8٫َؚ ᅟणきのலহ

दঽ活खたःُが 2.9٫なनؚ就労によるঽয়をൌ஦घる者も੗ः؛(௕ 16) 
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௕ 16 ঍ش঒ঞスऋ০৏஦॒दःॊেણ(٫) 

 
ৱમ出所 ௐে労働੄َ঍ー঒ঞ५のৰଙにঢ়घる৸ব調ਪقে活ৰଙ調ਪُك  

 
َ働きづらさを抱えたものُの推計にਊたढथमؚ2018年の໪数調ਪの総数にؚে活ৰ

ଙ調ਪの年ೡ別ীഘऊら 64ୃਰৣの঍ー঒ঞ५の数を推計खた؛૮業者にणःथमؚ঍ー

঒ঞ५のலহの੗ऎがఀષ৚ઽदँり ઽؚোも૘なःことऊらؚँ ऎऽद೶࿤上दँるがघ

सथ૮業者とाなखた؛ऽたَؚ アঃートにકाؚ就職खथঽ活खたःَُ アঃートदૣකの

੍ରをਭऐながらؚೄःலহをाणऐたःَُ ᅟणきのலহदঽ活खたःُのःङोऊにჾ

ਊघる者を就労ൌ஦者とखؚजのસ়を 64ୃਰৣ঍ー঒ঞ५総数にଭगることदؚ就業増

加期待数を推計खた؛जの結果 働ؚきづらさを抱えた者とखथの঍ー঒ঞ५の推定கम総数

఺ल૮職者数が৺ 3000যؚ就業増加期待数が৺ 1000যとなढた 

 
਀ 39 ঍ش঒ঞス(64ୃਰৣ)भ௓৒ਯ(2018年) 

年齢計 64歳ਰৣ

岰峋૮૙ 岰峋಺঵ੜਸ
਋ୄਯ

સ়(�) 100.0 57.2
( 100.0 ) ( 100.0 ) ( 37.4 )

যਯقযك 4977 2847 2847 1065  
(ି) 本৖会推定؛方১म本ધ૞ස؛ 

 

3.19. ॿॵॺढ़ইख़୔ড় 

 ॿॵトढ़フख़難ড়मୗୁदँりؚ定ଝमँःऽःदँるがؚௐে労働੄मؚ2007 年にؚ

ક೜をଷःॖンターॿॵトढ़フख़・ঐンफ़ཹภ等の૲๘द๻ຠऽりखながら不਍定就労に

జহघるَ ક೜ါଷ不਍定就労者 とُखथॿॵトढ़フख़難ড়のৰଙ調ਪをষढた؛こोम৸

বの 24ৎ৑੾業のॖンターॿॵトढ़フख़・ၟ ઺ཹภ等৸૲๘3,246ق૲๘ થؚ஍৚௦ 1,173

૲๘كをৌ଴にৰ施खたものदँる؛जの結果がௐে労働੄ك2007َق ક೜ါଷ不਍定就労
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者等のৰଙにঢ়घる調ਪ報告 とُなढथःる؛जोによるとક೜ါଷ不਍定就労者म ଞؚ৴

的ਹ用者の存૔数ঋー५द৺ 5400 যと推計खथःる؛जのअठశਫૠ労働者が৺ 2700

যؚଷ業者が৺ 1300যؚ૮業者が৺ 900যदँりؚਫ社৩も৺ 300যःると推計खथः

る؛(਀ 40)  

 
਀ 40 「ଞ৴৓ਹ৷঻」भோ૔ਯঋشスभક೜ါଷਂ਍৒಺労঻ಉभ௓ੑகقযك 

 
ৱમ出所 ௐে労働੄َક೜ါଷ不਍定就労者等のৰଙにঢ়घる調ਪ報告  ك2007قُ

 

 َ働きづらさを抱えた者 のُ推計とखथम ଞؚ৴的ਹ用者の存૔数ঋー५のક೜ါଷ者数
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的ਹ用者の存૔数ঋー५द৺ 5400 যと推計खथःる؛जのअठశਫૠ労働者が৺ 2700

যؚଷ業者が৺ 1300যؚ૮業者が৺ 900যदँりؚਫ社৩も৺ 300যःると推計खथः

る؛(਀ 40)  

 
਀ 40 「ଞ৴৓ਹ৷঻」भோ૔ਯঋشスभક೜ါଷਂ਍৒಺労঻ಉभ௓ੑகقযك 

 
ৱમ出所 ௐে労働੄َક೜ါଷ不਍定就労者等のৰଙにঢ়घる調ਪ報告  ك2007قُ

 

 َ働きづらさを抱えた者 のُ推計とखथम ଞؚ৴的ਹ用者の存૔数ঋー५のક೜ါଷ者数
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(5400য)をॿॵトढ़フख़難ড়の総数 66とखؚअठଷ業者と૮業者の়計2200قযكを૮

業者数ؚଷ業者数(1300য)を就業増加期待数とखた67؛ 

 ੬੓別にाるとؚ੬性がಓ౵的に੗ऎؚક೜ါଷ者दम৺ 8 સؚક೜ါଷశਫૠ労働者

दम৺ 9સが੬性दँる؛ऽた 年ؚೡ別にाると 3ؚ4ୃਰৣの者म કؚ೜ါଷ者दम 46.4٫ؚ

ક೜ါଷశਫૠ労働者दम 40.2٫となढथउり िؚखौ 35ୃਰ上્ؚ に 50ୃ代の者が੗

ःق؛਀ 41ك 

 
਀ 41 ક೜ါଷ঻भਙ・年ೡશଡਛك٫ق 

 
ৱમ出所 ௐে労働੄َક೜ါଷ不਍定就労者等のৰଙにঢ়घる調ਪ報告  ك2007قُ

 

3.20. །൑ಟ৕・೯৕ੇ൦ 

 །൑の基૆にणःथ OؚECDदम等੼૭૪ী所੭のরఙகの઄ীを།൑଍とख जؚोに௥

たなः世ఝ৩のસ়を།൑૨(ৼৌ的།൑૨)とखथःる؛ௐে労働੄َবড়ে活基ຊ調ਪُ

दम 3 年ओとのপૠெ調ਪ年にउःथ།൑૨をਁ਀खथःる؛(਀ 42) こोによると

2015年の།൑଍म 122ਐ৞दँりؚৼৌ的།൑૨म 15.7٫दँる؛།൑世ఝにःる৕न

                                          
66 ਀ 41にँるよअにؚ年ೡ別にाると 50ୃ代が੗ःખએؚ60ୃ代मऊなり૘なःことऊらؚ60ୃ代

のরに 65ୃਰ上の者म૘なःと考えؚघसथ 65ୃ未௥とाなखथક೜ါଷ不਍定就労者等のघसथを

総数に計上खた؛ 
67 3.18のৢり঍ー঒ঞ५がାৰに੖૘ൊ਱にँることにऊんがाोयؚॿॵトढ़フख़難ড়も 2007年ਰ

ఋ੖૘खथःることが考えらोるがిਊなॹータが存૔खなःたी 2007年のॹータをजのऽऽઞ用घ

る؛ 
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ものસ়をંघ৕नもの།൑૨म 13.9٫となढथःる؛৕नもの།൑૨の方が৸৬の།൑

૨より଩ःのम།൑世ఝに高ೡ者世ఝが੗ःたीदँると考えらोる؛ 

 
਀ 42 ৼৌ৓།൑૨ 

2000 2003 2006 2009 2012 2015

ৼৌ的།൑૨岧٫岨 15.3 14.9 15.7 16.0 16.1 15.7

৕峓峬峘།൑૨岧٫岨 14.4 13.7 14.2 15.7 16.3 13.9

৕峓峬岶岮峵ਠ૽਼ఝ岧٫岨 13.0 12.5 12.2 14.6 15.1 12.9

岜岰峋পয岶঳য岧٫岨 58.2 58.7 54.3 50.8 54.6 50.8

岜岰峋পয岶੸যਰ঱岧٫岨 11.5 10.5 10.2 12.7 12.4 10.7

রఙகق੡৯கك岧ਐ৞岨 274 260 254 250 244 244

།൑଍ق੡৯கك岧ਐ৞岨 137 130 127 125 122 122  
ৱમ出所 ௐে労働੄َবড়ে活基ຊ調ਪُ 

 
 ಟ৕ੇ൦ ೯ؚ৕ੇ൦の別に།൑૨等मਁ਀さोथःなः؛このたी ਰؚৣの考え方द།൑

ಟ৕ੇ൦ؚ།൑೯৕ੇ൦の数を推定खた؛ 

ऽङؚひとり஡世ఝのअठಟ৕世ఝが 71ਐ世ఝؚ೯৕世ఝが 8ਐ世ఝとؚಟ৕世ఝがಓ

౵的に੗ःことऊらಟ৕世ఝの།൑૨मひとり஡世ఝの།൑૨に等खःものとाなखた؛ 

೯৕世ఝにणःथमؚਰৣのুದによढた؛ऽङ།൑଍の 122 ਐ৞を世ఝ所੭にఌ઴घ

る؛等੼૭૪ী所੭ 122ਐ৞を 2য世ఝの૭૪ী所੭にఌ઴घると 173ਐ৞ 3ؚয世ఝに

ఌ઴घると 211ਐ৞となるَ؛ ੇ計調ਪُ(2016年)の年৑ઽো 10ীਜ਼మ௻のਸ਼ 1ীਜ਼に

उऐる৽ଞઽোと૭૪ী所੭のૻ૨が 1.129दँるのद こؚोをଭगると 2ؚয世ఝद 195

ਐ৞ؚ3য世ఝद 238ਐ৞となる؛ල೶な方১とखथ世ఝ所੭ 200ਐ৞ਰৣを།൑೯৕世

ఝとघる؛ 

།൑ಟ৕・೯৕世ఝの総数ؚअठ૮業者の推計にਊたढथमؚಟ৕世ఝ(2064ୃع)の世

ఝ数ؚ།൑૨ؚ就業૾யमَবড়ে活基ຊ調ਪُ(2016年)によढた؛೯৕世ఝにणःथम

世ఝ数఺ल就業૾ଙにणःथमَবড়ে活基ຊ調ਪُ(2016年)ؚ所੭మಽ別ীഘにणःथ

मَ৸বひとり஡世ఝ等調ਪُ(2016)のસ়を用ःた؛なउؚಟ৕世ఝؚ೯৕世ఝの૮業

者मघसथ།൑ಟ৕・೯৕世ఝにരघるものとाなख たؚ؛ऽた૮業者のघसथを就業増加

期待数とखथ計上खた؛ 

 結果म਀ 43 のとउりदँりؚ།൑ಟ৕・೯৕世ఝの総数(世ఝ数=世ఝ਌数)म各 36

ਐযؚ1.8ਐযؚअठ૮業者఺ल就業増加期待数が各ڴਐযؚ0.ڰਐযとなढた؛ 
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਀ 43 །൑ಟ৕・೯৕ੇ൦पঢ়घॊ௓৒੥ટ(2016年ؚਐয) 
ਚ੭మಽ ಟ৕ੇ൦ ೯৕ੇ൦
੕岜岜岜ਯ 71 9
།൑૨ 50.8% 19.9%
།൑਼ఝਯ 36 1.8
૮঵ 8 0.4
಺঵ੜਸ਋ୄਯ 8 0.4  

(ି) །൑૨にणःथम本ધ૞ස؛ 

3.21. েણ保૧ਭ給঻(जभ౎भ਼ఝ) 

 ে活৳護ਭஔ世ఝमؚংブルടശ৏の 1993 年ਰఋ増加ൊ਱にँりؚ2018 年द 164 ਐ

世ఝとなढथःる؛जの৔๨をाると৺઄数の 88ਐ世ఝが高ೡ者世ఝदँる؛高ೡ者世ఝ

ਰਗदमؚಟ৕世ఝが 9ਐ世ఝؚ障害者世ఝが 20ਐ世ఝؚം病者世ఝが 21ਐ世ఝؚजの

౎の世ఝが 25ਐ世ఝदँる ؛68્ にস੆஠機ਰఋ जؚの౎の世ఝの増加が෩खः؛(௕ 17) 

 

                                          
68 世ఝథ஑मؚ次のীథによる؛ 

(1) 高ೡ者世ఝ ੬੓とも 65ୃਰ上の者のादଡਛさोथःる世ఝऊؚこोらに 18ୃ未௥の者が加ॎ

ढた世ఝ؛ 

(2) ಟ৕世ఝ  ଈ別ؚ௞別ؚেଈ不৥఺ल未ฬ等によりؚਠにଦ၉者がःなः 65ୃ未௥の੓৕と 18

ୃ未௥のजの৕ق養৕をஅिك؛のादଡਛさोथःる世ఝ؛ 

(3) 障害者世ఝ  世ఝ਌が障害者加઴をਭऐथःるऊؚମ৬障害ؚ知的障害等のੱମ上の障害のたी

働ऐなः者दँる障害者世ఝ 

(4) ം病者世ఝ 世ఝ਌がো੹खथःるऊ૔୧患者加઴をਭऐथःる世ఝؚྼम世ఝ਌がം病のたी働

ऐなः者दँるം病者世ఝ 

(5) जの౎の世ఝ 上੶のःङोにもჾਊखなः世ఝ؛ 
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௕ 17 েણ保૧਼ఝ(థ஑શ਼ؚఝਯ) 

 
ৱમ出所 ௐে労働੄َ଺৳護者調ਪُ 

 

 ০৚の推計にਊたढथम েؚ活৳護ਭஔ者のअठَ जの౎の世ఝ をُৌ଴にघる؛こोमؚ

ਉಋとखथ 64ୃਰৣをৌ଴とघることऊら高ೡ者世ఝを௾きؚऊणؚಟ৕ؚ障害者ؚം病

者にणःथम別ಥ推計をষढथःるऊらदँる  ؛70 69

 जの౎の世ఝの世ఝ਌の就業૾யをৄるとؚ総数 25ਐয(世ఝ)のअठؚ世ఝ਌が就業ख

थःる者が 9ਐয ૮ؚ業が 16ਐযदँる؛就業の৔๨をाるとଞ用ඐ労者が 7ਐয ঩ؚ౻

ः労働者が 1 ਐযؚ৔職ؚजの౎が 1 ਐযदँる؛なउؚ世ఝ਌が働ःथःなःがؚ౎の

世ఝ৩が働ःथःる世ఝが 1.6ਐ世ఝँる71؛ 

ऽた 世ؚఝ৩のঋー५दৄると जؚの౎世ఝの世ఝ৩のअठ 64ୃの就業૨मع20 34.1%

दँる  ؛72

 働きづらさを抱えた者मؚ世ఝ਌が 64ୃਰৣのৃ়म世ఝ਌とखؚ世ఝ਌が 65ୃਰ上

                                          
69 ം病者世ఝにणःथम難病患者等との重複とाなखたがؚこोらघसथと重複खथःるとम੉ःજो

なः؛खऊख重複調整も൑難दँるのदघसथ推計ৌ଴ऊら૳とखた؛ 
70 जの౎世ఝにも世ఝ਌が 65ୃਰ上の世ఝृಟ৕世ఝ・೯৕世ఝが一৖அऽोる؛このਡにणःथम

3.23.3を૞ස؛ 
71 ଺৳護者調ਪ(2018) া਴಑க 
72 ଺৳護者調ਪ(年次調ਪ・個別調ਪ)(2018) 
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のৃ় 73म 64ୃਰৣのजの౎の世ఝ৩のअठ一যとघる؛結果とखथَजの౎世ఝُの世

ఝ数と等खऎなる؛よढथ働きづらさを抱えた者の総数म 25ਐযؚअठ૮業者 16ਐয 74

とखؚ૮業者のघसथを就業増加期待数とाなखた؛ 

3.22. ৈೡ঻(6569ୃع) 

 本৖会दमؚਫ਼ୈのৌ଴とखथ਌とखथ  ؛64ୃಽを୳定खীෲをষढたع20

खऊखながらؚ৆ਿのযে 100年ଡ୳会৮मؚযে 100年ৎ代をಶえَ65 ୃਰ上を一

൅にَ高ೡ者ُとৄるのमؚもमृਠৰ的दमなःُとखَؚ ৸थの世代のযرがൌ஦にૢ

गथ意ඟ・能ৡを活ऊखथ活ඩदきるग़ॖ४フリー社会を৯੐घُ؛ とखथःる75؛ こो

を౷ऽえَਛশਅറৰষ計઺ُ(2019年 6া)にम 70ୃऽदの就業機会ન৳がాり੢ऽो

थःる؛このたी૞考கとखथ  ؛69ୃにणःथの推計をষढたع65

َ労働ৡ調ਪ (ُ2018)によると 69ୃಽमع6ؚ5 946ਐযदँり जؚのअठ就業者が 441

ਐযؚ૮業者が 505ਐযदँる؛ 

就業増加期待数にणःथमؚऽङ౥৸ଷ業者(10 ਐয)दとることも考えらोるが੷職活

৿をষढथःなः者が੗ःたीૌ૘となるَ؛ ਛশਅറフज़টーアॵউُ(2019 年 6 া)द

म 69ୃの就業૨の৯ఏをع65 2025年द 51.6٫とखथःるのदؚこの就業૨とৰ੠の就

業૨(46.6٫)の୷にৼਊघる数を就業増加期待数とघると 47ਐযとなる؛खऊखこの৯ఏ

கもৰ੠の就業ൌ஦のસ়ऊらৄると଩ः69ع65؛ ୃの者दઽোをൣअலহをखたः(ਢ

ऐたः)とघる者म 65.4٫दँり 76ؚこोとৰ੠の就業૨との୷にৼਊघる数を就業増加

期待数とाると 178ਐযとなる؛本৖会दम就労੍ରとःअ௴ਡऊら৏者の 178ਐযを就

業増加期待数とघる؛ 

3.23. ੎ള৹ତ 

3.23.1. ॽشॺभ੎ള৹ତ 

 ニートम 調؛34ୃのశ労働ৡযઠのअठؚৢؚ৾ੇহਰਗのَजの౎ُの者となるع15

                                          
73 世ఝ਌が 65ୃਰ上दもଦ၉者ؚ৕なन౎の世ఝ৩に 64ୃの者がःるৃ়मَजの౎の世ఝُにع18

なる؛ 
74 総数と  ؛64ୃのजの౎世ఝ世ఝ৩のથ業૨ऊら推定ع20
75 যে 100年ଡ୳会৮َযづऎり୓୵基本ଡ୳ُ(2018年 6া) 
76 َਛশਅറৰষ計઺ُ(2019年 6া) ௕ 43ؚp.32 
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整にਊたढथमؚਰৣのুದによढた؛ 

1) ニートਰਗの各థ஑にणःथ 34ୃਰৣの૮業者఺ल 34ୃਰৣの就業増加期待数

を推計घる 

34ୃの就業ൌ஦者にಚीるニーع34ୃの૮業者にಚीるニートのસ়ؚ20ع20 (2

トのસ়を੷ीる(0.1223, 0.1703)77 

3) 1)に 2)をଭगることदニートとの重複数を推定घる 

 ਰ上の推計方১によोयؚニートと౎のథ஑とのॲブルढ़क़ントम総数఺ल૮業者द 13

ਐয 就ؚ業増加期待数द 9ਐযदँढた؛(਀ 44) なउ ギؚャンブル依存症 薬ؚ物ઞ用者ؚ

アルコール依存症 LؚGBT等 社ؚ会的養護施設退所者にणःथम৐ඨのৢり就業૾ଙがન認

दきなःたीニートとの重複調整の推計मষॎなऊढた؛ऽた །ؚ൑೯৕世ఝにणःथも年

ೡ別૮業者数の把握が൑難なたी推計खथःなः؛ 

 
਀ 44 ૚థ஑धॽشॺभ੎ളभ௓৒ਯ 

಺ௌ൑୔者峘崧崌崿 �4歳ਰৣ૮঵者 �4歳ਰৣ಺঵ఁপ
਋ୄਯ

障害者 63 22
୔୰೩者 3.1 1.4
ႇႌ୰೩者 1.1 0.3
岶峽೩者 0.8 0.3
+,9૎ഉ者嵣$,'6೩者 0.08 0.06
ৈઃ౼ਃચ障害者 0.5 0.2
଄年ਙੳ知ඪ೩者 0.1 0.1
ദਜਚলਚ者 0.8 0.6
ਂমਔ崽嵒嵤崧嵤(1�〜�4歳) 0 0
಺૙ཥఖ਋਼৻ 0 0
ઁଝਬ岷岽峬峴 31 17
嵃嵤嵈嵔崡 0.01 0.004
崵崫崰崓崽崏୔ড় 0.1 0.1
།൑ಟ৕ੇ൦ 1.9 1.9
েણ৳૧਼ఝ(峇峘౎峘਼ఝ) 1.4 0.9
੕ਯق౐ෞ়計ك 104 55
崳嵤崰峒峘੎ള௓৒க 13 9  
(ି) 本ધ૞ස 

 

                                          
77 ஘رな働きづらさを抱えた者のニートのસ়と一ಹ的なニートのસ়म౮なるものदँる૭能性がँ

るがؚऺऊにిਊな方১もなःのदؚ೶࿤的な方১とखथ一ಹのニートのસ়をి用घる؛ 
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3.23.2. 障૩঻धभ੎ള৹ତ 

 難病患者ؚ糖尿病患者ؚがん患者ؚHIV感染者・AIDS患者ؚ高次脳機能障害者ؚ若年性

認知症患者(ਰৣَ 難病患者等 とُःअ؛)म障害者認定をਭऐथःる 78者も੗ःとઓॎोる

のदؚ重複調整をষअ  ؛79

 重複調整の方১の考え方मਰৣのとउりदँる؛ 

1) 難病患者等の総数 ૮ؚ職者数 就ؚ業期待増加数ऊらニートの推定数をඓ௾घる؛

こोमニートと重複खथඓ௾घることがなःよअにघるたीदँる؛ 

2) 難病患者等にಚीる障害者のસ়を各調ਪ 80ऊら把握घる؛ 

3) 1)に 2)をଭगることद障害者との重複数を推定घる؛ 

 なउ 若ؚ年性認知症にणःथम ફؚি(2009)によると障害者ু໩の所થ૨म 66.7٫दँ

る؛खऊख認知症मಖઋ障害दँりؚಖઋ障害者मু໩のથ૮दमなऎَؚ 患者調ਪُの患

者数द把握घるَ؛ 患者調ਪُに基づऎಖઋ障害者にम認知症がஅऽोることऊらؚ若年性

認知症患者म基本的にಖઋ障害者にढ़क़ントさोथःると考えらोる؛このたी若年性認

知症患者の৸数を障害者との重複とाなखた؛ 

 結果म਀ 45のとउりदँり 障ؚ害者と難病患者等との重複数म 75ਐয(अठ૮業者 29

ਐযؚ就業増加期待数 12ਐয)दँढた؛ 

 

                                          
78 障害者のअठ૔୧のମ৬障害者ؚ知的障害者にणःथमু໩所੅者数をढ़क़ントखथःるのदؚਉಋ

とखथু໩所੅者ীを重複数とघる؛若年性認知症にणःथम৏஽のৢり৸数を障害者と重複数とघる؛ 
79 このऺऊؚ঍ー঒ঞ५にणःथも障害者ृアルコール依存症等との重複が考えらえる؛खऊखなが

らؚ঍ー঒ঞ५のअठ障害ু໩を੅ढथःる者म 2.3٫ؚアルコール依存症の者म 1.4٫とశଞに૘なः

(঍ー঒ঞ५ে活ৰଙ調ਪ(2016))؛このたी重複調整म੄റखた؛ऽたひきこもりにणःथも障害者との

重複が考えらोる؛खऊख 3.17のௐে労働੄फ़ॖॻছॖンにँるよअにਬきこもりのরにન定৐のଁ়

ଷ調症(ಖઋ障害者)がஅऽोる૭能性मँるがؚଁ়ଷ調症とન定൧૵さोたものにणःथम௾ऎことと

さोथःるのद重複मなःものとाなखた؛ 
80 ఻৬的にम਀ 45のିを૞ස؛ 
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਀ 45 障૩঻ध୔୰೩঻ಉधभ੎ളਯभ௓৒க(ਐয) 
障害者峘સ় ੎ളਯ 岰峋૮঵者 岰峋಺঵ੜਸ਋ୄਯ

୔୰೩者 0.559 26 10 4
ႇႌ୰೩者 0.128 24 6 1
岶峽೩者 0.257 13 5 2
+,9૎ഉ者嵣$,'6೩者 0.944 2 0 0
ৈઃ౼ਃચ障害者 0.850 7 4 2
଄年ਙੳ知ඪ೩者 1.000 4 3 2
়計 75 29 12  
(ି) 若年認知症ਰਗमؚ障害者のસ়を障害者ু໩所થ૨とघる؛ॹータमਰৣのৱમによढた 

難病患者ؚ高次脳機能障害者 ௐে労働੄َে活のखづらさなनにঢ়घる調ਪُ(2016) 

糖尿病患者ؚがん患者 上ਉ・৛ᴤ(2012) 

HIV感染者・AIDS患者 ଄௔(2015) 

若年性認知症にणःथमघसथがಖઋ障害者とखथढ़क़ントさोथःるとाなखた(本ધ૞ස)؛ 

 

3.23.3. েણ保૧ਭ給঻ध།൑ಟ৕・೯৕਼ఝपঢ়घॊ੎ള৹ତ 

 ে活৳護にঢ়खथमؚ3.21 にउःथؚ高ೡ者世ఝؚಟ৕世ఝؚ障害者世ఝؚം病者世ఝ

を௾ःたَजの౎の世ఝُを推計ৌ଴とखた؛ 

 खऊखながらؚजの౎の世ఝにもؚ世ఝ਌が 65ୃਰ上の世ఝृؚಟ৕世ఝؚ೯৕世ఝが

அऽोる  ؛こोにणःथの重複調整の考え方मਰৣのとउりदँる؛81

 ऽङ世ఝ਌が 65ୃਰ上दँढथも౎の世ఝ৩に 64ୃの者がःたৃ়にमजの౎のع20

世ఝにীథさोる3.21؛दमؚこのৃ়にؚ世ఝ৩に代ॎり 64ୃの౎の世ఝ৩が働ع20

きづらさを抱えた者दँるとखथ推定खथःるのदؚ高ೡ者との重複調整等मষअ૑要म

なः؛なउؚਊჾ౎の世ఝ৩が障害者ؚニートؚਬきこもり等౎のథ஑と重複खथःる૭能

性मँる؛खऊख০৚जोらにणःथの調整म൑難दँるとाथ੄റखた؛ 

 ಟ৕世ఝ・೯৕世ఝにणःथमؚजの౎の世ఝのअठؚひとり஡世ఝदँढथؚ世ఝ਌が

64ୃਰৣदऊण৕が 20ୃ未௥の世ఝが 3ؚ.20の།൑ಟ৕・೯৕世ఝと重複दँるとाな

खた82؛ 

                                          
81 जの౎世ఝのअठؚ世ఝ਌が 65ୃਰ上の世ఝम 3.1ਐ世ఝؚひとり஡世ఝ(ଦ၉者なखؚ৕ँり)म

6.3ਐ世ఝ؛(଺৳護者調ਪ(個別調ਪ)(2018)) 
82 3.20にउःथ推計द用ःたবড়ে活基ຊ調ਪのಟ৕世ఝ・೯৕世ఝमؚ本যが 64ୃਰৣद৕୹が 20

ୃ未௥のಟ৕世ఝ఺ल೯৕世ఝदँる؛一方ؚে活৳護にउऐるಟ৕世ఝमؚ本যが 64ୃਰৣद৕୹が

18ୃ未௥ُのಟ৕世ఝदँるのदؚजの౎の世ఝにमؚ৕୹が 18ୃਰ上のಟ৕世ఝとؚघसथの೯৕世

ఝがஅऽोる؛よढथؚजの౎の世ఝとবড়ে活基ຊ調ਪのಟ৕世ఝ・೯৕世ఝदम本যが 64ୃਰৣऊ
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਀ 45 障૩঻ध୔୰೩঻ಉधभ੎ളਯभ௓৒க(ਐয) 
障害者峘સ় ੎ളਯ 岰峋૮঵者 岰峋಺঵ੜਸ਋ୄਯ

୔୰೩者 0.559 26 10 4
ႇႌ୰೩者 0.128 24 6 1
岶峽೩者 0.257 13 5 2
+,9૎ഉ者嵣$,'6೩者 0.944 2 0 0
ৈઃ౼ਃચ障害者 0.850 7 4 2
଄年ਙੳ知ඪ೩者 1.000 4 3 2
়計 75 29 12  
(ି) 若年認知症ਰਗमؚ障害者のસ়を障害者ু໩所થ૨とघる؛ॹータमਰৣのৱમによढた 

難病患者ؚ高次脳機能障害者 ௐে労働੄َে活のखづらさなनにঢ়घる調ਪُ(2016) 

糖尿病患者ؚがん患者 上ਉ・৛ᴤ(2012) 

HIV感染者・AIDS患者 ଄௔(2015) 

若年性認知症にणःथमघसथがಖઋ障害者とखथढ़क़ントさोथःるとाなखた(本ધ૞ස)؛ 

 

3.23.3. েણ保૧ਭ給঻ध།൑ಟ৕・೯৕਼ఝपঢ়घॊ੎ള৹ତ 

 ে活৳護にঢ়खथमؚ3.21 にउःथؚ高ೡ者世ఝؚಟ৕世ఝؚ障害者世ఝؚം病者世ఝ

を௾ःたَजの౎の世ఝُを推計ৌ଴とखた؛ 

 खऊखながらؚजの౎の世ఝにもؚ世ఝ਌が 65ୃਰ上の世ఝृؚಟ৕世ఝؚ೯৕世ఝが

அऽोる  ؛こोにणःथの重複調整の考え方मਰৣのとउりदँる؛81

 ऽङ世ఝ਌が 65ୃਰ上दँढथも౎の世ఝ৩に 64ୃの者がःたৃ়にमजの౎のع20

世ఝにীథさोる3.21؛दमؚこのৃ়にؚ世ఝ৩に代ॎり 64ୃの౎の世ఝ৩が働ع20

きづらさを抱えた者दँるとखथ推定खथःるのदؚ高ೡ者との重複調整等मষअ૑要म

なः؛なउؚਊჾ౎の世ఝ৩が障害者ؚニートؚਬきこもり等౎のథ஑と重複खथःる૭能

性मँる؛खऊख০৚जोらにणःथの調整म൑難दँるとाथ੄റखた؛ 

 ಟ৕世ఝ・೯৕世ఝにणःथमؚजの౎の世ఝのअठؚひとり஡世ఝदँढथؚ世ఝ਌が

64ୃਰৣदऊण৕が 20ୃ未௥の世ఝが 3ؚ.20の།൑ಟ৕・೯৕世ఝと重複दँるとाな

खた82؛ 

                                          
81 जの౎世ఝのअठؚ世ఝ਌が 65ୃਰ上の世ఝम 3.1ਐ世ఝؚひとり஡世ఝ(ଦ၉者なखؚ৕ँり)म

6.3ਐ世ఝ؛(଺৳護者調ਪ(個別調ਪ)(2018)) 
82 3.20にउःथ推計द用ःたবড়ে活基ຊ調ਪのಟ৕世ఝ・೯৕世ఝमؚ本যが 64ୃਰৣद৕୹が 20

ୃ未௥のಟ৕世ఝ఺ल೯৕世ఝदँる؛一方ؚে活৳護にउऐるಟ৕世ఝमؚ本যが 64ୃਰৣद৕୹が

18ୃ未௥ُのಟ৕世ఝदँるのदؚजの౎の世ఝにमؚ৕୹が 18ୃਰ上のಟ৕世ఝとؚघसथの೯৕世

ఝがஅऽोる؛よढथؚजの౎の世ఝとবড়ে活基ຊ調ਪのಟ৕世ఝ・೯৕世ఝदम本যが 64ୃਰৣऊ
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 जの結果ؚে活৳護ਭஔ者と།൑ಟ৕・೯৕世ఝの重複म৺ 4300 য 83ؚअठ૮業者఺

ल就業増加期待数の重複が৺ 1500য 84と推定घる؛ 

4. ॲॖバش३ॸॕ಺労支ରহ঵भ஍ટীෲभઅइ্  

 本年২にउःथमॲॖংー३ॸॕ就労੍ରহ業の஍果ীෲの考え方を整৶खた؛఻৬的

なীෲम次年২ਰఋのୖ਻とघる؛ 

4.1. ੦ম৓ऩೳੌा 

ॲॖংー३ॸॕ就労੍ରহ業の஍果ীෲमؚા用೶இীෲの考え方दষअ؛ 

ા用・೶இを認௙घる౐ਜ਼मؚ社会৸৬とघるがؚહྖ的にؚ৆ਿにउऐるઽো・੍出の

ীෲをষअ؛ 

ા用఺ल೶இम ਉؚಋとखथ定量的(সබఌ઴)なものとघるが ಡؚचथ૭能なৃ়にमశ

সබ的な೶இにणःथも定性的な஄दંघものとघる؛ 

4.2. ౻৷஍ટ 

ા用఺ल೶இীෲの基ຊとなる৖ীम౻用஍果दँる؛本ံदम ౻ؚ用஍果が推定さोる

ことを৐઀とखた上दؚા用఺ल೶இを推定घる方১にणःथંघ؛ 

౻用஍果とखथम ਉؚಋとखथ一ಹ就労を୛୍に઼ऎ؛一ಹ就労म 一ؚಹ੫業ؚਁ ુ৖୅ؚ

NPO なनदフルタॖ঒ྼमঃートタॖ঒౻用とखथ働ऎことに加えؚフリーছン५ृঽ੾

業とखथ働ऎことをஅि؛就労୎ষ੍ର・ಲਢ੍ରহ業所なनのর৑就労にणःथも一定の

௬੼をষअことをਫ਼ୈघる؛ 

なउ 本ؚ৖会दम ০ؚಹのঔॹルহ業の౻用஍果にणःथ 各ؚহ業ৰ施੮৬ऊらの報告に

基づき推定घるたीのਛ果報告஘式の੧を੫઺੻৩会に઀੧खたとこौदँる؛ 

                                          
ण৕が 19のಟ৕世ఝとؚ本যがع18 64ୃਰৣऊण৕が 20ୃ未௥の೯৕世ఝが重複घることとなる؛

結果とखथؚजの౎世ఝのअठؚひとり஡世ఝदँढथ本যが 64ୃਰৣऊण৕が 20ୃ未௥の世ఝが重

複खथःるとाなचる؛ 
83 ひとり஡世ఝの஡の年ೡと৕の年ೡのॡট५のॹータमؚௐে労働੄のَে活৳護ਭஔ者にৌघる就

労੍ରのँり方にঢ়घるଢ଼஢会(ਸ਼ڱ৚ُؚك਴ਛ 30年 11া 30঩ك૞考ৱમ 2, p.8, 

https://www.mhlw.go.jp/content/12201000/000466383.pdf によढた؛ਉॹータम଺৳護者調ਪ

(2015)年次調ਪ؛ 
84 重複数 4300যとؚजの౎の世ఝの世ఝ৩(2064ୃع)のથ業૨(0.341)ऊら推定؛ 

 ڰ

ॲ
ॖ
ং
␗
३
ॸ
␽
಺
ௌ
੍
ର
হ
঵
の
஍
ટ
ী
ෲ
の
અ
え
方



70

 

70 
 

4.3. ા৷ 

ા用にஅऽोるのमਰৣのとउりとघる؛ 

� 本হ業のহ業ા(ଓஃস総પ) 

� হ業者のঽഞ଀૿ 

� ੈৡ機ঢ়(ธಫ੔੫業等)のঽഞ଀૿ 

ঽഞ଀૿にणःथؚල೶১とखथमଓஃস総પとଓஃ૨ऊら推定घる方১も考”eोる؛ 

なउؚ就労৏もਬきਢき一定の੍ରが૑要なৃ়मؚこोもા用にஅीる؛ 

ਰৣमؚ઴定૭能なৃ়मા用ऊらඓ௾घる 

� ੍ରのૌஙदেਓさोたଃ・१ーঅ५等のઽো 

� ੍ରরの੍ରৌ଴者にৌघるੵ൛等 پ 

 ؛ରৌ଴者にৌघるੵ൛म৔৖दの୎ૡと考えા用ऊらඓ௾घる੍ پ       

4.4. ೶இ 

೶இにஅऽोるのमਰৣのৢりとघる 

� 所੭(就労によるઽো)の増加 

� GDPの増加 

� ૣක的੍出のచ੖ 

� जの౎の೶இ(সබによる計೾が૭能なもの) 

この౎ؚశসබ的な೶இ(社会的ෆၭなन)がँりؚこोらम定性的に論गるものとघる؛ 

なउ ೶ؚஇम లؚਟ的に৅েघるものが੗ः؛లਟ的なय़ャॵ३গフটーमిਊなસਬ૨

दસりਬःथਠ૔੼கを੷ीるसきदँるがؚবઝの年ਹ৚りも ங২と଩ःの%0.2ع0.1

दؚල೶のたीસਬ৐य़ャॵ३গフটーद௬੼खथもよःこととघる؛ 

4.4.1. ਚ੭ੜਸ 

本হ業の੍ରがなऐोयؚजもजも就労が൑難दँढたと考えらोるৃ়म 

౻用増加数 × া৑਴಑൛স × ਴಑就労૭能া数 

を所੭増加とघる؛া৑൛সम 推ؚ定૭能なৃ়म 就ؚ職ৎ൛সに一定の൛স上ಊ૨をଭग

थలਟ的なय़ャॵ३গフটーを੷ीる؛就労૭能া数म年ೡ等ऊら推定घるऊ ஍ؚ果の఺व

期৑とखथ一定の期৑を୳定घる(୻えय 3年ँるःम 5年)؛ 

本হ業の੍ରにणःथ ଫؚ期就職の஍果ृ就職৏の൛সの上ಊ஍果が認ीらोるが 就ؚ労
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4.4.5. র৑஺మभ௬੼ 

就労にमඹらなऊढたがؚ就労に਱ऐथの஺మにঢ়खथम一定の஍果がँढたৃ়(ਬき

こもりのৌ଴者がডーॡ३ঙॵউに૞加दきるよअになढたৃ়なन)の஍果を೶இとखथ

計上घる؛ 

୯加的な੍ରをಲਢघることद一ಹ就労が૭能と考えらोるৃ়मਰৣのৢりؚ୯加ા

用ඓ௾৏の所੭増加等を೶இとघる؛ 

(所੭増加 + ૣක的੍出の੖ + जの౎の೶இ) - ୯加੍ରા用 

 ୯加的੍ରをಲਢखथも一ಹ就労が൑難と考えらोるৃ়मؚૣක的੍出の੖఺लज

の౎の೶இが೶இとघる؛ 

ૣක的੍出の੖ + जの౎の೶இ 

4.4.6. శসබ৓೶இ 

जもजもॲॖংー३ॸॕ就労をघघीる৯的म労働ৡをન৳घるとःअことटऐदमな

ऎؚ就労൑難者の方が就労घることदؚ社会に૞加खؚ社会にෆၭさोؚঽഞৰਠを૭能に

खؚೀらঽମのౘૣ২を高ीるとःअপきな意ଝを੅ढथःる؛ 

ऽたؚੇ ఔにとढथも ଀ؚ૿がೄ੖さो ऽؚた就労൑難者の方のౘૣ২が高ऽることをৰ

感घることदؚੇఔঽମのౘૣ২が高ऽる؛ 

社会৸৬とखथも 社ؚ会的なਫଝとःअએऊらপきな意ଝを੅ण؛ऽた घؚदに就労রの

方رにとढथも社会の৶ੰが஥ऽる等によりより働きृघः୭୆になढたりؚ就労を考え

たことのなः方が就労をଳ৙にোोるよअになढたりなनਗ৖஍果も期待さोるものदँ

る؛ 

ਰ上のよअな஍果म সؚබ的に೾定൑難दमँるが ૭ؚ能दँोयアンॣート等दഫહऐ

を਄ることが考えらोる؛ 

4.5. 政ਿ財政षभ୶஭ 

৆ਿଃ৆षのহ業஍果मؚ৆ਿにउऐるॿॵト・य़ャॵ३গ・フটー(లਟસਬ৐ྸ計પ)

द考える4.2؛఺ल 4.3の推計結果を౷ऽえथ推計घる؛ 

य़ャॵ३গ・アक़トフটー(ા用)とखथमਰৣを考える؛ 

� হ業ા(ଓஃসપ)  

� 社会৳૫ು出の増にൣअ年সஔહの増加 

 

73 
 

य़ャॵ३গのॖンフটー(೶இ)मਰৣのものが考えらोる؛ 

� 所੭増にൣअઘ・社会৳૫મの増加(本যؚব৸৬ؚੇఔ) 

� ૣක的੍出(ে活৳護ા 等のஔહஅि)の੖૘ 
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य़ャॵ३গのॖンフটー(೶இ)मਰৣのものが考えらोる؛ 

� 所੭増にൣअઘ・社会৳૫મの増加(本যؚব৸৬ؚੇఔ) 

� ૣක的੍出(ে活৳護ા 等のஔહஅि)の੖૘ 
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